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英国執事の淫らな夜





　



　　　　１







　驟しゆう雨うに濡ぬれるロンドンの街をゆったりと走り抜ぬけて、ロールスロイスはノッティング・ヒルの高級住宅地に入った。


　それを車窓から確かく認にんし、密ひそかに深呼吸をすると、松まつ雪ゆき薫かおるはスーツの胸ポケットから愛用の眼鏡めがねを取り出した。


　艶つやのある黒くろ髪かみに縁ふち取どられた小さな顔に、その銀のメタルフレームの眼鏡をかけると、薫の印象は知的だがいかにも冷たそうな、近寄りがたいものになる。


　まるでよくできたマネキンのようだと、友人達からの評判は悪かった。隣となりでは主人──いや、もう元主人というべきだろう、シェルフィールズ伯はく爵しやくナイジェル・ウェリントンが眼鏡をかけた薫を見てかすかに眉まゆを寄せている。


「その眼鏡はまだ必要なのかな、薫？」


　質問の形を取ってはいるが、ナイジェルの口調はたしなめるときのそれだ。


　はい、と困ったような微び苦く笑しようを浮うかべ、薫は母国語さながらの流りゆう暢ちような英語で応じた。


「仕事に専念するために、できるだけ面めん倒どうは避さけたいので」


「その薄うすいレンズ一枚がきみにとって重要なものだとはわかっているし、うるさいことを言うつもりもないよ。だが、そんなふうに周囲を拒こばむのはそろそろ止めたほうがいい。それに、きみの新しい雇こ用よう主は隠かくし事をされるのが嫌きらいなんだ。用心深い男だから、屋や敷しきの中や社のことはもちろん、身の回りに置く人間のことも、細かい部分まで把は握あくしていないと気が済まない」


「そうですか。でも、ご心配なく。わたしには隠し事などありません」


　澄すまして答えて正面を向くと、目的地であるスタッドフォード伯爵邸ていが見えてきた。


「強ごう情じようなのは子供の頃ころから変わらないな」


　ナイジェルが仕方なさそうに肩かたを竦すくめる。


「確かに隠し事ではないが、眼鏡ひとつでそこまで変わるなら、立派な詐さ欺ぎだと僕は思うよ」


「詐欺だなんて、大おお袈げ裟さです」


　ナイジェルの言いように小さく微ほほ笑えみ、停止した車から降りた薫はヴィクトリア調の華か麗れいな邸てい宅たくを見上げた。


　十二世スタッドフォード伯爵エドガー・リンゼント。


　それがこの屋敷の所有者で、薫の新しい主人の名だ。


　今日から薫は、ここ、スタッドフォード伯爵邸の執しつ事じとして働くことになっている。


　──エドガー・リンゼント、か。


　リンゼント家は何百年と続く由ゆい緒しよ正ただしい家いえ柄がらだ。その当主は、ロンドンや地方に持つ広大な土地を始め莫ばく大だいな財産を所有し、スタッドフォード伯爵領で自家のために作らせて以来二百年以上の歴史を誇ほこる最高級の磁器メーカー『リンゼント』のトップを受け継つぐことになっている。


　二年前、二十五歳の若さでそのすべての財産と爵しやく位いを継けい承しようしたのがエドガー・リンゼントだ。


　彼について、世間の評価は真っ二つに分かれていた。


　スタッドフォード伯爵家は昔から美術界と関かかわりが深く、歴代当主の芸術への深い愛情、造ぞう詣けいの深さ、人や物の本質を見み抜ぬく眼力や審しん美び眼がんは高く評価されてきた。当代伯爵もその例に漏もれず、美術界に多大な影えい響きよう力を持っている。その一方で、実業家としても非ひ凡ぼんな才を示しており、その辺りは世間にも認められているのだが、彼にはひとつ大きな問題があった。


　プライベートが派手なのである。


　スタッドフォード伯爵エドガー・リンゼントは美術誌や経済誌、ときにはファッション誌にも特集を組まれる一方で、タブロイド紙の常連だった。派手なわりにはスマートできれいな遊び方をするので、そこはあまり非難の対象になることはない。しかしスキャンダルは後を絶たたず、付き合う相手は美しければ性別を問わないという無む軌き道どうぶりが、特に年配の人々の眉をひそめさせていた。


　あのように享きよう楽らく的な生活を続けていたら、エドガーの代で伯爵家は絶えるのではないか──。


　そんな憶おく測そくまでまことしやかに囁ささやかれているほどだ。


　ただ、ナイジェルらウェリントン家の者だけは社交界共通の認識と少々意見を異にしていた。エドガーの遊びに顔を顰しかめてはいるものの、擁よう護ごする立場を取っている。


「きみをスタッドフォード伯爵家の執事に推すい薦せんしようと思うのだが、どうだろうか？」


　ナイジェルの父アーリントン侯こう爵しやくウィリアム・ウェリントンにそう告げられたとき、薫は、世間のイメージとエドガーの表面的な言動に惑まどわされず、どうか彼の本質を見極めて添そってやって欲しいと頼たのまれた。


「なぜわたしにそのような役割を？」


　理解できず、薫は尋たずねた。


　英国に来てから一年と少し。侯爵家の副執事として働く薫は無能ではないが特に有能というわけでもなく、なんといっても経験が浅いことを自覚していた。それに世間のイメージがどうこうという以前に、スタッドフォード伯爵についてはナイジェルの友人だということしか、そのときの薫は知らなかったのだ。


　そんな自分が、なぜ伯爵家の執事に推薦されるのだろう？


「おそらく英国人では駄だ目めなのだ。エドガーに対して先入観がなく、英国の社交界との繫つながりもなく、他人の心の痛みを我がことのように理解できるものでなければ。そんな人物を、私はきみのほかに知らないのだよ」


　侯爵の説明に薫はますます戸と惑まどった。


　その言葉の前半はともかく、後半部分は自分にはまったく当てはまらない。なぜなら薫は、執事という仕事を離はなれたら、他人に対して少しも興味を持てない人間だからだ。


「どうか頼まれてくれないか」


　断ろうとする薫の機先を制するように、アーリントン侯爵は重ねて言った。


　そんなことを言われても、と困り果てた薫に、頼むとばかりに侯爵が頷うなずきかけてくる。その眼まな差ざしに表れた自分に対する信しん頼らいの光を認めた瞬しゆん間かん、妙みような使命感に捕とらわれて、


「わたしでよければ、お引き受けいたします」


　気づけばそう答えていた。


　そしてあれから一ヶ月が経った今日、侯爵家の副執事からスタッドフォード伯爵家の執事となるべく薫はノッティング・ヒルへやってきたのだ。


　だが、薫は伯爵邸の前に立った今も、自分がアーリントン侯爵の期待に応こたえられるとは思えずにいた。人に対して興味を持ったり、誰かに心を傾かたむけるなんて薫には考えられないことだ。そんな自分が、特定の人物の本質を見つけ出し、そこに寄より添うなんて到とう底てい無理な話である。


　けれどその代わり、スタッドフォード伯爵を主あるじと仰あおいで誠実に仕つかえる心積もりはあった。執事としてはまだ未熟だが、精せい一いつ杯ぱい務めさせてもらうつもりだ。


「送ってくださってありがとうございました」


　トランクから荷物を下ろしてナイジェルに向かって一礼すると、なぜだか彼は頷きながら車から降りてきた。薫は思わず目を細める。なんだか嫌いやな予感がする。


「……まさか同行なさるおつもりではありませんよね、マイ・ロード？」


「その呼び方はなしだよ、薫。僕はもうきみの主人ではないのだからね」


　輝かがやくような金きん髪ぱつに縁取られた貴公子然とした容よう貌ぼうが、にこりと笑いかけてくる。


「ですが、次期侯爵さまでしょう？」


「それはそうだ。だが、もうきみと僕は主従ではなくなったのだから、今は友人のはずだよ。今日からはナイジェルと呼んで欲しい。昔のように」


　兄弟同然の仲だっただろう？　と、微笑みかけられて薫は困った。この笑え顔がおには弱いのだ。


　誰にも心を傾けはしないが、ナイジェルだけは特別だった。昨日までは主人だったけれど、そうなる前から彼は頼たよりがいのある兄のような存在として薫の心に住んでいる。だから「いいね？」と穏おだやかに、それでいて有う無むを言わせぬ調子で念を押されると、頷くしかなくなるのだ。


「では、プライベートではそうお呼びします」


　押し切られる形で頷いた薫に、ナイジェルは満足そうな笑みを浮かべた。


「うん。じゃ、行こうか」


「はい。──って、いえ、そうじゃなく！　ちょ、あの、ちょっと待ってください！」


　つい習慣で彼の後に従いかけた薫は、慌あわててナイジェルを引き止めた。


「どうした。なにか問題でも？」


　薫が嫌がっていることをわかっているのだろう、振ふり返ったナイジェルの木こ漏もれ日を思わせる緑の瞳ひとみが楽しげにきらめいている。その双そう眸ぼうを、薫はレンズ越ごしに恨うらみがましく見上げた。


「送っていただき、ありがとうございました」


「それは、さっき聞いた」


「はい。ですから、──ありがとうございました、と申し上げています」


「うん？」


「ですから、マ、いえ、ナイジェルさま」


「もう帰れ。と、言いたいのかな？」


　その通りだ。だが、はっきりとそう口にするのは躊躇ためらわれる。


「いえ、ただ新しい職場に前の主人が同行するのは、常識的に考えてどうかと思ったので」


「なんだ、そんなことなら気にする必要はないよ。僕は推薦状のようなものだ」


「推薦状ならアーリントン卿きようからいただきました」


「ならば紹介状だ。前歴証明書を兼かねてもいい。なにしろ僕はきみについて、学生時代のアルバイトから最初の就職先での様子、ウェリントン家での優ゆう秀しゆうな働きぶりまで大たい抵ていのことは知っているのだからね。なにを言われても、薫の人ひと柄がらや能力について僕は証言することができる」


　便利だろう？　と青年貴族らしく優ゆう雅がに微ほほ笑えむナイジェルには引く気がまったくないようだ。薫はそれを彼の意図と共に悟さとり、微び苦く笑しようを浮うかべた。


　──過保護っていうんだろうな、こういうの。


　この国では、執しつ事じはイギリスにしかおらず、他国にいるのは名めい称しようはどうであれ単なる召めし使つかいに過ぎないと昔からよく言われてきた。そうした感覚は今でも少なからず残っているから、日本人であるにも拘かかわらず執事として働く薫のことをスタッドフォード伯爵がどう扱あつかうか、彼は心配しているのだ。


　保護者同どう伴はんで就職試験の面接を受けるような恥はずかしさはあるけれど、そんな気き遣づかいに触ふれては拒こばめない。


「わかりました。では、ご一いつ緒しよさせていただきます」


　薫は胸に温かな波は紋もんが広がるのを感じながら、伯爵家に訪問を告げた。











「やあ、エドガー。久しぶりだ」


「……招いた覚えはないが」


　従じゆう僕ぼくに案内されて書しよ斎さいへ通されたナイジェルと薫は、冷ややかな灰色の眼まな差ざしに迎むかえられた。それは友人に向けるものとは思えない、切りつけるような目つきだったが、ナイジェルは気にしたふうもなく、にこやかに挨あい拶さつをしてみせた。


「機き嫌げんが悪いな。なにか嫌なことでもあったのか？」


　ナイジェルの言葉に男は更さらに目に力を込め、広げていた画集を見もせずに閉じた。


　暗あん褐かつ色しよくの髪かみに刃は物もののような灰色の瞳。秀ひいでた額からすっと通った高い鼻び梁りよう。シャープな頰ほおのラインも薄うすい唇くちびるも、すべてが計算し尽つくされたように整い、絶ぜつ妙みようなバランスで配置されている。


　険しい表情や剣けん呑のんな目つきは品位を損そこねそうなものなのに、彼の場合は不思議と気品が保たれていた。貴族的な品の良さに野性的な凄すごみが加わって、独特の存在感を放っている。


　──この人がスタッドフォード伯爵エドガー・リンゼント……。


　友人が訪ねてきたというのに、彼は革かわ張ばりのソファに身を沈しずめたまま立ち上がろうともしない。その態度は無礼だが、まるで孤こ高こうの獣けもののようでもあって薫は不快に感じなかった。


「なんの用だ。なにしに来た」


　迷めい惑わくそうに眉まゆ根ねを寄せていたが、エドガーは向かいのソファに座るようにナイジェルに仕草で示した。薫のことを無視しているのはナイジェルの使用人だと認識しているためだろう。


「なんの用だとは、随ずい分ぶんな挨拶だな」


　ナイジェルがソファに腰こし掛かけると、薫はその斜ななめ後ろに影かげのようにそっと立つ。


「我が家の副執事を今日きみに紹介すると、一ヶ月も前から伝えていたと思ったが」


「俺は断った。外国人の執事など信用できるか。アーリントン卿にもそう伝えたはずだ」


「だが、きみは断りきれなかった。だから今、僕たちがここにいるんだろう？」


「頼たのんでもいないのに、勝手にな」


　ふたりのやり取りを聞きながら、薫はアーリントン侯こう爵しやくから教えられた話を思い返していた。


　多くの男女と派手に遊んではいるが、実はエドガーは人ひと嫌ぎらいなのだという。だから現在この屋や敷しきには、厳選された使用人が数人いるだけだ。エドガーが当主になったとき、彼の眼鏡に適かなわぬ者たちは皆みな解かい雇こされてしまったのだ。


　執事も二年前まではいたのだが、年老いて身体からだが弱くなり、階段で転んで骨折したのをきっかけに退職していた。それ以来この屋敷に執事は不在で、慢まん性せい的に人手不足なのだ。


　大きな屋敷を管理するために伯爵家は新たに人を雇やとう必ひつ要ように迫せまられており、特に信頼できる執事を探していた。


　しかし、エドガーの人嫌いと傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格が災いし、良い人材が集まらないのだいう。


　──これじゃ確かに、誰も寄り付かないだろうな。


　本人を目の前に薫が納得していると、後ろ姿からでもはっきりわかるほどナイジェルが大きな溜ため息をついた。


「エドガー、きみは仕事のことだけでなく家のことも、もう少し真しん剣けんに考えるべきだ」


「そんなことはおまえに言われるまでもない。余計な口出しをするな」


　鬱うつ陶とうしいとばかりに顔を顰しかめたエドガーが、手にした画集をローズウッドのテーブルに投げ出した。だが、ナイジェルは構わずに続ける。


「新たな執事を雇い入れても三日と持たずに逃にげられるか、きみが追い出してしまうかだ。そんなことを繰くり返しているから、父は薫をこの屋敷に遣つかわすことに決めたんだ。はっきり言わせてもらうが、他家の使用人たちの間でも今のスタッドフォード伯爵家の悪名は高いぞ。気難しくて傲ごう慢まんな主人は、新しく使用人を雇い入れては無理難題をふっかけて、いたぶって楽しんでいる、と。そんな人間に仕えたいとは誰も思わないだろう。優秀な人材ならば尚なお更さらだ」


「くだらない噂うわさ話ばなしなど、どうだっていい。結局なにが言いたいんだ」


「今度の話を逃のがしたら、まともな執事は見つからないということだ」


　その台詞せりふにエドガーの目が動き、薫を射た。鋭するどい眼差しは、目があっただけで竦すくみあがりそうな迫はく力りよくだ。けれど薫は、それをレンズ越しに受け止めたせいか、そもそも興味がないせいか、その迫力に驚おどろいたものの特に怯ひるみはしなかった。


「ではエドガー、紹介しよう。彼はミスター・カオル・マツユキ。僕達より二つ年下の二十五歳で、日本人だ」


　不ふ愉ゆ快かいそうなエドガーを、ナイジェルはきれいに無視して話を進めていく。そんな様子に薫は内心で苦笑しながら、促うながされるまま一歩進み出ると完かん璧ぺきな角度で腰こしを折った。


「アーリントン卿のご紹介で、本日よりスタッドフォード伯爵家に執事としてお仕えいたします、カオル・マツユキです。どうぞ宜よろしくお願いいたします」


　エドガーは不機嫌に鼻を鳴らしただけだった。これには薫も不快感を覚えたが、もちろん表には出さず、礼れい儀ぎ正ただしく目を伏ふせる。


「父が親日家なのは知っているだろう？　薫は、父が贔ひい屓きにしている日本の老舗しにせ旅館を手伝いながら育ってね。僕も父と共によく訪れたから、薫のことは子供の頃ころから知っている。身元は確かだ。英語での会話能力はきわめて高いから、その点も安心してくれていい。一年ほどウェリントン家の副執事を務めてもらったが、よく気のつく優秀な働きぶりだったよ。父も僕も、彼の人柄や職務態度には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている」


「へぇ？」


　ナイジェルの言葉をどう受け止めたのか、エドガーが皮肉に片かた眉まゆを上げた。


「おまえはともかく、侯爵が信頼している？　色々とバランスの悪いこれをか」


　その蔑さげすむような口調や、顎あごをしゃくってのこれ呼ばわりには、さすがに薫もむっとした。しかもバランスが悪いとはどういうことだ。


　エドガーの口元に浮かんだ嘲ちよう笑しように、初対面でなぜここまで貶けなされなければならないのかと怒いかりが込み上げたが、薫は自制し、仮面のような無表情を保った。


　しかしエドガーの発言は、薫よりもナイジェルを刺し激げきしたようだ。


「──エドガー。薫を侮ぶ辱じよくすることは、彼を信頼してきみに紹しよう介かいした我々を侮辱するに等しいと、もちろん理解しているのだろうね」


　ナイジェルの声が硬かたく、低くなる。これは彼が本気で機嫌を損ねるときの前まえ触ぶれだ。気づいた薫は怒りも忘れ、ナイジェルのことが心配になった。


　自分のことはなにを言われても構わないが、そんなことでナイジェルに友人と──たとえこんな男でもナイジェルが友人だと思っているなら、仲なか違たがいをして欲しくない。


「なんだ、ムキになるなんて珍めずらしいじゃないか。たかが使用人ひとりのことで」


　そんな薫の気持ちをよそに、ナイジェルの怒りを煽あおるつもりなのかエドガーがにやりと口角を引き上げた。それにナイジェルが表情を険しくし、なにか言い返そうと口を開いたので、


「ナイジェルさま！」


　とっさに薫は遮さえぎった。虚きよを衝つかれたようにナイジェルがこちらを振ふり返る。


「薫──？」


　軽く見開かれた若葉色の瞳ひとみに、薫はにこりと笑いかけた。


「ナイジェルさま。スタッドフォード卿きようにご紹介いただき、ありがとうございました」


「いや、だが──」


「もう、ひとりで大だい丈じよう夫ぶです」


　ナイジェルがなにか言いかけたが、被かぶせるようにそう言って、もう一度微ほほ笑えみかける。


　薫の気持ちを察したのだろう、ナイジェルが小さく息を吐はいて怒ど気きを散らした。


「そうだな。こんな口論に意味はない。僕が口を出すのも余計なことだ。ここは当事者同士に任せるが……後で様子見の連れん絡らくくらいはさせて欲しい。それは構わないね？」


「はい。お待ちしています」


　ほっとして頷うなずいた薫の耳に、舌打ちが聞こえた。エドガーだ。どうやら彼はナイジェルを怒おこらせ、こんなところには置いていけないと薫を連れ帰らせようと企たくらんでいたらしい。


　──そんなに嫌いやなら口先だけじゃなく、もっときちんと断ればいいのに。


　こんな回りくどいやり方をするよりも、そのほうが問題の解決は早いはずだ。


「僕はこれで失礼するよ。薫はもうきみの執しつ事じだ。大事にしてくれ」


　ナイジェルがエドガーを振り返り、それから、と穏おだやかに続けた。


「エドガー、きみのことも友人として大切に思っているよ。だから薫を紹介したんだ。彼は英国の上流社会とはなんのしがらみもない。きみの異母弟や義母上とも。だから安心してくれ」


「フン、余計な世話だ」


　ナイジェルの厚意と気き遣づかいを一言で切り捨てたエドガーに薫は反感を募つのらせたけれど、ナイジェルはもう相手にしなかった。それじゃ、と軽く手を上げて、見送りに出ようとする薫を制して帰っていった。


「スタッドフォード卿」


　エドガーと共に書しよ斎さいに残された薫は、途と端たんに笑顔を消し去った。眼鏡めがねの位置を整えると、無表情にエドガーへと歩み寄る。


「推すい薦せん状と前歴証明書です。一応、お渡わたしします」


「……」


　なにが気になったのか、エドガーは数秒、薫の顔を訝いぶかしげに眺ながめていた。薫が首を傾かしげると、レンズが照明を反射する。それが眩まぶしかったのかエドガーが僅わずかに目を眇すがめ、それでも薫の顔に視線を据すえたまま書類を受け取った。


「この件に関しては契けい約やく済みだと聞かされていましたが、それはわたしの聞き違ちがいだったようです。わたしを雇いたくないというお気持ちはよくわかりました。そのことは、どうぞ直接アーリントン侯爵さまにおっしゃってください。わたしは侯爵さまにこちらで働くことを打だ診しんされ、自分の意思でお受けしました。自分で受けたものを自分から放ほう棄きするわけには参りません」


　推薦状と前歴証明書になおざりに目を通しながら、エドガーがうんざりと溜め息をついた。


「勘かん違ちがいじゃない」


　え、と薫は瞬まばたきをする。


「それはどういう……？」


「契約は成立している。アーリントン卿に押し切られてな。迷めい惑わくな話だが、卿には恩があるから断りきれなかった。だからナイジェルの奴やつを怒らせて、向こうからの白紙撤てつ回かいを狙ねらっていたんだが、目もく論ろみはもろくも崩くずされたわけだ。おまえにな」


　じろりと薫を一ひと睨にらみして、彼は再び書類に目を落とす。


「──で？　おまえは英国にきて一年と少し。その間、侯爵家の副執事を務め、その前は日本の一流ホテルのバトラーだったということだが、その程度の経験でこの屋や敷しきの執事が簡単に務まると思うのか」


「簡単だとは思っていません」


「ハ、どうだかな」


　書類を投げ出したエドガーが急に立ち上がったので、薫は一いつ瞬しゆんどきりとした。エドガーの背が思ったよりずっと高かったからだ。二十センチは高い位置から見下ろされると、まるで黒い影かげに覆おおい被さられるような圧あつ迫ぱく感かんがある。


　言っておくが、とエドガーが冷たく目を光らせた。


「雇やとったからには侯爵も恩も関係ない。経験の有無も同様だ。無能な執事見習いやアンバランスな人形を飼っておくほど、馬ば鹿かでも酔すい狂きようでもないんでな」


「な、っ……」


　──無能な執事見習い？　アンバランスな人形？


　それはいったい誰のことだと言い返してやりたかったが、こんなことで感情を爆ばく発はつさせたら執事失格だ。それこそ執事見習いだと自分で証明することになってしまう。それは自分だけでなく、紹しよう介かい者しやである侯爵やナイジェルの面めん目もくを潰つぶすことにも繫つながるのだ。


「役に立たなければ即そつ刻こくクビだ。いいな？」


　喉のどのすぐ下までせり上がってきた抗こう議ぎの言葉を飲み下し、薫は澄すまして礼をとった。


「──承知いたしました。マイ・ロード」





　　　　＊





　──あと一日だ。あと一日……。


　移動する庭師の作業車を目で追いながら、薫は心の中で繰り返しそう唱えていた。


　今日は水曜日。ということは、明日は間ま違ちがいなく木曜日だ。


　木曜日は薫の、週に一度の休日である。


　その日だけは朝の五時前に起き出さなくていい。五紙もとっている新聞の一枚一枚にアイロンをかけたりしなくてもいい。それにエドガーを起こしにいって、


「なんだ、まだいるのか。普ふ通つうの神経ならそろそろ倒たおれるか逃にげ出すかするはずなんだが、ひ弱そうに見えて案外しぶといな」


　などという嫌いや味みを聞かされることもない。


　伯爵家の系けい譜ふと現在のファミリーを暗あん誦しようさせられることもなく、屋敷に伝わる宝ほう飾しよく品ひんや美術品についての抜ぬき打ちテストをされることもないだろう。抜き打ちテストで唯ゆい一いつ、エドガーの寝しん室しつに飾かざられている絵皿については答えられなかったのだが、ことあるごとにそれを持ち出されて嘲ちよう笑しようされることもないはずだ、木曜日だけは。


　伯爵家で働き始めて二週間、薫は執事として真面まじ目めにエドガーに仕つかえていた。


　この屋敷にはメイドが二人、従じゆう僕ぼくが二人。メイドを纏まとめるメイド頭、コック、運転手がそれぞれひとりずついて、毎週水曜に庭師がやってくる。彼らのプロフィールも憶おぼえていたのでコミュニケーションを取るのは思ったよりもスムーズにいった。スタッドフォード伯爵家については、事前に必要最低限の知識を頭に入れておいたので職務にも比ひ較かく的てきすんなりと馴な染じんだ。


　それでも実際に仕事をすると、わからないことや、学ばなければならないことが次々と出てくるものである。


　エドガーが社長を務めるリンゼント社の仕事内容や取引相手とのプライベートでの間あいだ柄がら。彼の公私それぞれのスケジュール。屋敷内の部屋と物の配置、使用人同士の人間関係、他家にはない伯爵家独自の習慣や約束事など、数え上げればきりがない。


　日常において絶対に必要な基本的知識や、外部からはわからない伝統と習慣、年間スケジュールとその流れを、薫は最初の一週間で頭に叩たたき込んだ。執事の仕事は早朝から深夜に及およぶから、唯一自由に使える睡すい眠みん時間を削けずってムキになって覚えた。初対面でこちらを侮あなどり、嘲笑を浴びせてきたエドガーの態度があまりにも悔くやしくて、見返してやりたくて必死だったのだ。


　──役に立たないなんて、言わせない。


　世話になった侯爵家の面目を保つためにも、自分自身のプライドにかけても、伯爵家の執事としてエドガーに自分を認めさせてみせる。その思いが薫を突つき動かしていた。


　しかし、ほとんど二十四時間態勢で完かん璧ぺきな執事を目指していれば、さすがに息が切れてくる。新しい環かん境きように入ったばかりだし、自分を解かい雇こする理由を常に探している主人に仕えているのだ。


　心身ともにずしりとした疲ひ労ろうを抱かかえ込んだ薫は、木曜日を待ち望んでいた。


　明日は休みだと思えば、たとえ仕事用の携けい帯たい電でん話わに着信があって、


『やだ、貴方あなた誰？　まさかエドガーの新しい恋こい人びとじゃないでしょうね』


　などと見知らぬ女性から訳の分からない言いがかりをつけられても、至し極ごく冷静に対処できる。エドガーの遊び相手からこうした電話が掛かかってくるのは、これで本日三本目、今週中なら十一本目であってもだ。


　薫を追い出すための嫌がらせの一いつ環かんなのか、エドガーは一夜限りの遊び相手に連絡先をせがまれると、薫の仕事用の携けい帯たい番号を教えているのだった。


　それについて薫は一度、苦情を申し立てた。


「遊びの後始末はご自分でなさってください」


「馬鹿言うな」


　エドガーは鼻で笑ってこう言った。


「それが面めん倒どうだからおまえに回しているんだ。主人が快適に暮らせる環境を作るのが執しつ事じの務めじゃなかったか？　それとも、この程度のことも捌さばけないほど無能なのか」


　だったら辞やめてもいいんだぞと小こ馬ば鹿かにされて、薫は沸わき上がった反論と苛いら立だちをまとめて必死に飲み込んだ。押し付けられた仕事がどんなに理り不ふ尽じんなものでも、抗議すれば捌けないと見なされる。役に立たないと判断する材料を与あたえてしまったら、薫は即そくクビなのだ。


　こうした電話も、最初の頃ころは着信があるたびに苦々しく思っていたけれど、最近はさすがに慣れてきた。


　ただ、断りの言葉を述べるときはエドガーへの憤いきどおりも忘れ、いつも胸が痛くなる。


「申し訳ございませんが、スタッドフォード卿きようにお繫ぎすることはできません」


　そう伝えながら、つい相手の立場に自分を置き換かえてしまうからだ。


　通話を切ると、レンズの下で薫はそっと目を伏ふせた。疲つかれのせいか、そのまま気持ちが落ち込みそうになった。そんな自分の弱さが嫌いやで、気持ちを切り替かえるために薫は軽く頭を振ふる。と、背後から声が掛かった。


「そこのきみ、ちょっといいかな」


　振り返ると、伯爵邸ていに来る前に基き礎そ知識として憶おぼえた顔があった。


「ダニエル卿──」


　エドガーの異母弟、ダニエル・リンゼントだ。


　名を呼ぶと、褐かつ色しよくの髪かみの下、茶色の瞳ひとみがほっとしたように和やわらいだ。


「ああ、よかった。きみ、新しく来た執事だろう？　俺が誰だかわからなくて、追い出されたらどうしようかと思った」


　ダニエルは、エドガーとは似ても似つかぬ明るく親しみやすい笑え顔がおを浮うかべた。あの、人を人とも思わぬ冷ややかな傲ごう慢まんさが前面に押し出された兄とは違ちがい、穏おだやかそうな人物に見える。


「初めてお目にかかります、ダニエル卿。わたしは二週間前から伯爵家の執事を務めさせていただいております、マツユキと申します。本日はお出で迎むかえもせず、大変失礼いたしました」


　薫は己おのれの非礼を詫わびた。来客を知らせるベルは鳴らなかったはずだが、ダニエルがここにいる以上、おそらく薫が聞き逃のがしたのだ。


「いいよ。気にしないで」


　ダニエルは咎とがめることなく鷹おう揚ように笑って流してくれた。これがエドガーだったなら、職務怠たい慢まんだと喜んで不ふ手て際ぎわをあげつらったに違いない。そしてクビを言い渡わたすのだ。


「連れん絡らくもせずいきなり帰ってきて、驚おどろかせて悪かったよ。ところでさ」


　辺りを見回して周囲に人のいないことを確かめた上で、ダニエルは更さらに声をひそめた。


「鍵かぎ、持ってる？」


「なんの鍵でしょう？」


　この屋や敷しきには鍵付きの部屋や調度品が沢たく山さんある。


「部屋だよ、部屋の鍵。四階の」


「四階の鍵、でございますか？」


　薫は首を傾かしげた。鍵は普ふ段だんメイド頭が管理しているが、今日は彼女が休みなので代わりに薫が預かっている。しかし、とっくに独立して屋敷を出たダニエルが、なぜ四階の鍵を必要としているのだろう？　そこは人手不足で管理が行き届かないため、閉へい鎖さされている区域なのだ。


「ちょっと探し物をしているんだ。この家を出るずっと前になくした物なんだけど、諦あきらめられなくて、暇ひまを見つけては探しに来ていてね。絶対にこの屋敷のどこかにあるはずなんだけど」


　探したい部屋がいくつかあるのだが、廊ろう下かごと閉鎖されていて入れなかったという。


「他ほかにも見たい場所があるし、好きなように探したいから鍵だけ貸してくれないか？」


「申し訳ございませんが、スタッドフォード卿の許可なしにお渡しするわけには」


「黙だまっていればわからないさ」


　ダニエルの声が更に低くなる。薫は、彼の表情に暗い影かげが過よぎったような気がした。


「俺はもともとこの家の人間だよ？　それに、もし鍵を借りたことがばれたとしてもエドガーは怒おこらないさ。きみはここに来てまだ日が浅いから知らないのかもしれないが、エドガーと俺はとても仲がいいんだ。俺のすることならどんなことでもエドガーは怒ったりしない」


　仲がいい──？


　ダニエルの言葉に薫は引っ掛かりを覚えた。


　──スタッドフォード卿は、ご家族と折り合いが悪いはずだ。


　表おもて沙ざ汰たにはなっていないし誰もはっきりとは口にしないが、エドガーと異母弟の仲の悪さは上流階級の人々の間では密ひそかに知れ渡っている。


　エドガーの母親は、彼が幼い頃に亡くなり、その翌年、彼の父は愛人と再さい婚こんしたという。その女性には既すでにエドガーの父との間に子供がいて、エドガーには新しい母と半分血の繫つながった弟という家族ができた。けれど彼らは上手うまくいかなかったのだ。


　同じ屋敷で暮らし始めた当初から激しく対立し、今でもエドガーと、義母と異母弟の確かく執しつは根深いと言われている。アーリントン侯こう爵しやくもナイジェルもその噂うわさを否定しなかったから、おそらく真実なのだろう。


　それなら、ダニエルの言うことは噓うそなのだろうか？


　──でも、知られていないだけで、実は兄弟間では和解が成立している可能性もあるし。


　いずれにしろ自分ひとりで判断するのは危険だ。この件について、薫はひとまず考えるのをやめた。伯爵家の家族間の問題と鍵を渡すかどうかは別の話だ。


「ダニエル卿。たとえどれほど親しい間あいだ柄がらであっても、許可なしに渡してはならないものが当屋敷にはいくつかございます。鍵もそのひとつなのです」


「駄だ目めなのか？　どうしても？」


「どうしても、ということでしたら、スタッドフォード卿の許可を頂くのが一番かと」


　やんわり断ると、ダニエルの口元が奇き妙みように歪ゆがみ、茶色の瞳がすうっと濁にごった。


「……融ゆう通ずうが利きかないなぁ」


　呟つぶやいたダニエルがどこか病的な明るさで笑い──、突とつ然ぜん、物もの凄すごい力で摑つかみかかってきた。


「ダニエル卿!?」


　なにをなさいます、と薫は声をあげたが、ダニエルは鍵、鍵と口の中で呟くばかりで答えない。なんだか様子が変だ。焦あせった薫はスーツの上着を乱暴に開はだけられ、内ポケットに手を入れられそうになって、思わずダニエルの腕うでを振り払はらった。


「あっ……!?」


　そのとき、弾はずみでダニエルの腕が薫の顔に当たり、眼鏡めがねが弾はじき飛ばされた。


「……っ」


「え？　なんだ、おまえ──」


　ダニエルが動きを止め、ぽかんとしてこちらを見た。その目が見る見るうちに見開かれる。


　強い視線を注がれて、薫はとっさに顔を背そむけた。急いで眼鏡を拾おうとしたら、それを逃にげると取ったのか、引きとめようとしたダニエルが足を踏ふみ出してくる。その革かわ靴ぐつの先が当たり、蹴られた眼鏡は磨き込まれた廊下を滑っていってしまった。


「眼鏡が……」


「ああ、ごめん。けど、ちょっと待てよ。なんで顔を隠かくすんだ？」


　こちらが地なのか、ダニエルの口調が崩くずれていた。仕草も粗そ野やになり、薫の顎あごを無ぶ遠えん慮りよに摑んで強ごう引いんに自分のほうへ向ける。


「……っ、放してください」


「へえ、驚いたな」


　薫の眼鏡を蹴り飛ばしたことも忘れ、ダニエルは口笛でも吹ふきたそうな顔をした。


「ストイックな美人だけど、人形みたいで面おも白しろみがないと思ったのに。眼鏡がないと全然印象が違ちがうんだな。美人は美人だけど、まるで別人だ。……凄すごく、色っぽい」


　彫ほり込んだように大きな瞳。左目の下の泣きぼくろ。甘いラインを描えがく頰ほおに、ふっくらとした艶つやのある唇くちびる……。欲の滲にじんだダニエルの目が舐なめるように薫の顔を辿たどってゆき、滑なめらかな首筋を伝い降りて正した襟えり元もとを覗のぞき込む。薫は恥ち辱じよくに唇を嚙かみ締しめ、ダニエルの指を払いのけた。


　──これだから素す顔がおを晒さらすのは嫌いやなんだ。


　眼鏡ひとつで自分の印象ががらりと変わることや、素顔のときは同性の欲望を刺し激げきしやすいことを薫は自覚していた。


『もの欲しそうっていうのとは違うな。なんていうか……誘さそい込まれるような雰ふん囲い気きがあるんだよ。綺き麗れいな花や蝶ちようの翅はねをむしりたくなる衝しよう動どうと似ているかもしれない。薫を見ていると、乱して壊こわしてみたくなるんだ。自分ではわからないだろうけどね』


　濡ぬれたように潤うるんだ瞳としっとりとした長い睫まつ毛げ、そして泣きぼくろが、そんな雰囲気に必要以上の艶を与あたえてしまっているのだと、かつて好きだった人に指し摘てきされたことがある。


　そのときはよくわからなかったけれど、その人と別れた後、薫はその言葉の意味を身をもって知ることになった。


　無防備だった学生時代は、ぼんやりしていてふと目が合うと誘っていると誤解され、同性の友達や先せん輩ぱいにキスされそうになったり、襲おそわれかけたことは一度や二度ではなかった。見知らぬ男に一夜限りの関係を誘われたことは、それこそうんざりするほどあったのだ。


　やけになって多くの男に身を任せた時期もあったけれど、それは気晴らしになるどころか、かえって気が滅め入いるだけだった。派手に遊んでいるうちに、自分に欲望を抱いだくのは嗜し虐ぎやく性や支配欲の強い男が多いとわかってきたからだ。それからは薫は自衛のために眼鏡をかけて問題の目め許もとを隠し、自分の印象を変えることで妙みような気を起こされないように注意するようになった。


　英国に来てからは尚なお更さらだ。貴族の執しつ事じはプライベートでも品位を保たねば主家の恥はじになるから、言動には注意を払っていた。それは伯爵家に仕える現在も同じだ。正直なところエドガーはどうでもいいのだが、ナイジェルや侯爵の顔に泥どろを塗ぬるような真似だけは絶対にしたくない。それなのに、


「へぇ……肌はだも髪かみも滑らかで、まるで絹みたいだな。それにその神秘的な漆しつ黒こくの瞳ひとみ……見ていると吸い込まれそうだ」


　ダニエルが女性を口く説どくような台詞せりふを吐はき始めたので、薫は強い苛いら立だちを覚えた。髪や頰に触ふれようとする馴なれ馴れしい手を避さけて、距きよ離りを取る。そんな薫をどう思ったのか、


「わかった。鍵は諦めるよ。その代わり、少しでいいからきみの時間をくれないか？」


　ダニエルが妙なことを言い出した。なにがわかったのやらと薫は呆あきれ、胸の内で溜ため息をついたが、そんなことはおくびにも出さず無表情に答える。


「なにをおっしゃっているのか、わかりかねます」


「おい、きみ」


「勤務中ですので、失礼させていただきます」


　これ以上相手にしていられない。会え釈しやくをし、今は眼鏡を拾うのは諦めて薫は踵きびすを返した。


「待てよ。だったら仕事が終わればいいんだろ？」


　ダニエルが後を追ってくる。そのしつこさにうんざりしたが、考えてみれば彼はエドガーの異母弟で、無視できない相手だ。薫は渋しぶ々しぶ足を止めた。


「ダニエル卿きよう、そういったお誘いは、いつか時間のあるときに」


　そう言いはしたが、執事の仕事は激務だ。空き時間などそうはない。それはダニエルにもわかっているはずなので、これで拒きよ絶ぜつの意思は伝わっただろうと薫は思っていたのだが、


「本当に？　今の言葉、信じてもいいのかな」


　──……伝わってない。


　薫の台詞を額面通りに受け取ったダニエルに、婉えん曲きよくな言い回しは英国紳しん士しのお家芸ではなかったのかと疲ひ労ろう感かんに襲われた。


　こういう事態を避けるために素顔を隠してきたのに、眼鏡は外され蹴け飛とばされるし、蹴った男には口説かれるし、散々だ。自分をクビにする機会を虎こ視し眈たん々たんとエドガーが狙ねらっているせいで、ただでさえ張り詰つめきっている緊きん張ちようの糸が、今にもぷつりと切れそうだった。


　──けど、明日は木曜日だ。今日一日頑がん張ばったら、明日は休みだ。休めるんだ。


　無事に明日を迎むかえるためには、ダニエルをどうにかしなくてはならない。なんとか気分良く引き下がってもらえないかと思案した薫は、ダニエルの誤解を利用することを思いついた。


　男は、一度誘いを断っても次があると思わせておけば、大たい抵ていその場は引くものだ。だからダニエルには、今は駄目でも次回があると錯さつ覚かくさせてしまえばいい。


「ダニエル卿……」


　ストイックな執事から別のなにかへ、薫は意識を切り替かえた。


　言げん質ちをとられるのはまずい。だから名を呼んだ後は無言のまま、潤みを帯びた瞳でじっと見つめてみる。すると、ダニエルがはっと息を飲んだ。


　──かかった。


　薫はすかさず彼の視線を甘い眼まな差ざしで搦からめとり、柔やわらかな唇に艶えん麗れいな笑えみを浮うかべてみせる。


「……っ」


　ごくり、と大きく喉のどを鳴らし、薫を腕に捕とらえようとダニエルが本能的に動いた。


　それを薫は困ったように目を伏ふせて、しかし素早く下がって避よける。そして、


「申し訳ありません、ダニエル卿。ですが、どうか今は……」


　とまった花の上で緩ゆるやかに翅を揺ゆらす蝶のように、薫は長い睫毛を震ふるわせてゆっくりとひとつ瞬まばたきをした。そして上うわ目め遣づかいにダニエルを見上げる。


　今は困るけれど本当は嫌じゃない──、そんなふうに誤解させるように思わせぶりな流し目を送り、とろりと心を蕩とろかす眼差しで惑まどわせる──。


「……わかった」


　欲望に濁にごった目をして食い入るように薫を凝ぎよう視ししながら、やがてダニエルが頷うなずいた。


「今が駄だ目めなら、時間が空くまで待つよ。きみの休日まで。……約束だ」


　狙い通りに勘かん違ちがいしたダニエルは、芝しば居いがかった仕草で薫の手の甲こうにキスをする。


　背筋に悪お寒かんが走ったが、これを振ふり払はらえばせっかく騙だましたものが無む駄だになる。気持ちの悪さに身体からだが震えそうになるのを歯を食いしばって薫が堪こらえたとき、


「なにをしている──！」


　雷らい鳴めいのような怒ど声せいが響ひびき渡わたった。


　弾かれたようにダニエルの手を振り払い、薫は背後を振り返る。そこには青白い怒ど気きを全身に纏まとったエドガーが立っていた。


　──まずい。


　薫はすっと血の気が引くのを感じた。


「ここでなにをしている」


　硬かたい靴くつ音おとを響かせて、エドガーが近づいてくる。


　今度は最初の叱しつ責せきと違ちがい、普ふ段だん通りの声量だ。しかし無理に押し殺したぶん、その声こわ音ねは彼の怒いかりを際きわ立だたせている。


　薫は無意識に眼鏡めがねに触れようとしたが、指はこめかみに当たった。そういえば眼鏡はあの椅子と飾り棚の狭間なのだ。行き場をなくした左手を胸むな元もとで握にぎり締めるとスーツの袖そで口ぐちがわずかにずれて、腕うで時ど計けいが視界に映った。それは午後四時十三分を指している。


　──なんで今日に限って、こんなに早く帰ってくるんだ。


　エドガーは仕事が終わるとパブやクラブへ直行し、帰宅は深夜になることが常だ。今日はどうしたのだろう？　体調が悪い様子ではないから、スケジュールの変へん更こうがあったのだろうか。だが、そういうときは彼の秘書から連れん絡らくが入るはずなのに、そんな報しらせはなかった。


　──それに、いつからいたんだろう？


　心臓が不ふ穏おんに跳はねている。眼鏡のない今、どの程度誤ご魔ま化かせているのかわからないけれど、薫はなんとか動どう揺ようを無表情の仮面の下に押し隠かくした。


「お帰りなさいませ、マイ・ロード。お出で迎むかえもせず、大変申し訳ございませんでした。ところで、いつお戻もどりに？　なにか緊きん急きゆうの用事が……」


「自分の屋や敷しきにいつ戻ろうが俺の勝手だ」


　黙だまれとばかりに薫を遮さえぎったエドガーは、まっすぐダニエルを睨にらんでいる。


「その耳や口は飾かざりか、ダニエル。俺はなにをしているのかと訊きいているんだが？」


「な、なんだよ、別に俺は……っ」


「おい。こいつはなにをしに来た」


　口の中でもごもごと言い訳をするダニエルから薫へとエドガーが視線を移した。薫はありのままの事実を述べる。


「ダニエル卿は以前なくしたものを探しに来られたそうです。そのために部屋の鍵かぎを──」


「渡したのか」


　説明の途と中ちゆうだったが、エドガーはダニエルの目的を把は握あくしたようだ。


　薫は端たん的てきに答えた。


「いいえ」


「それでいい。──ダニエル」


　灰色の視線が再びダニエルを射い貫ぬくと、彼はじりじりと後あと退じさりを始めた。


「人のいない間にこそこそと泥どろ棒ぼうのような真似をするな。何度も言うが、おまえの探しているものは存在しない。ここにも、スタッドフォードの別宅にも、世界中のどこにも、だ」


「べ、別に俺は、なにも探してなんかいないさ」


　エドガーを睨み返そうとして失敗し、彼はふてくされて横を向く。


「新しい執事を見に来ただけだ。こんな屋敷やあんたに用なんかないッ」


　癇かん癪しやくを起こした子供のような捨て台詞を残し、ダニエルは身を翻ひるがえして走り去った。ばたばたと慌あわただしく遠ざかる背中を睨みつけたまま、馬ば鹿かが、とエドガーが吐き捨すてる。


「あいつの言うことは九割が噓うそだ。信じるな」


「は、はい」


　脱だつ兎とのごとく逃にげ出したダニエルに呆あつ気けに取られていた薫は、急にこちらを見たエドガーに我に返って頷いた。


　エドガーとは仲がいいというダニエルの話を信じたわけではなかったが、ここまで険悪だとも思わなかったので内心酷ひどく驚おどろいていた。


　──いったい、ダニエル卿はなにがしたかったんだろう？


　探し物をしているのは本当のようだ。鍵を欲しがっていたし、エドガーも彼がなにか探していることを知っていた。


　ダニエルは、エドガーが受け継ついだリンゼント社には関かかわらず、キングス・ロードで画が廊ろうを営んでいるはずだ。それなら探し物はやはり絵画だろうか。それとも絵以外の美術品？


　しかしエドガーは、ダニエルの探しているものは存在しないと言っていた。エドガーがそう言うのだから、ここには本当にダニエルの探し物はないのだろう。そしてダニエルがなにを探しているのか、エドガーは知っているのだ。


　──なら、詮せん索さくする必要はないか。


　自分にはなにがなんだかわからなくても、エドガーがすべて把握した上で黙っているのなら問題はない。このことは追及しないでおこうと結論付けて、薫は息をついたのだが。


「さて、次はおまえの番だ」


　現実はそう甘くなかった。エドガーの鋭するどい目が、今度はこちらに向けられる。


　そうだった。これまで薫の失敗を今か今かと待ち構えていたエドガーが、今回のミスを見み逃のがすはずはなかったのだ。


「はい。なんでしょう、マイ・ロード」


　一見、平然とエドガーを見上げながら、薫は密ひそかに身構えた。


「あれの誘さそいに乗るとはどういうことだ」


「は？　誘い……？」


　主あるじのスケジュール確かく認にんを怠おこたり、出迎えもしなかったことを責められると思っていた薫は、予想からかけ離はなれた詰きつ問もんに頭の中が真っ白になった。


「なんのことでしょうか？」


　思わず真顔で首を捻ひねると、エドガーの眉まゆがぴくりと跳ねた。


「誤魔化す気か？　それとも、あの男が誘ったのでなければ、おまえが自分から誘ったのか」


「なっ、わたしは誘ってなど──」


「なるほどな。この顔ならさぞや効果があったことだろう。普段は無ぶ粋すいな眼鏡で隠していたくらいだ、その妙みようにそそる顔の使い方はよくわかっているようだな？」


「……っ！」


　酷ひどい侮ぶ辱じよくに薫は両手をきつく握った。


「確かに先ほど、ダニエル卿きようにはお誘いいただきました。ですがお断りしましたし、今後また同じようなことがあってもお受けするつもりはありません」


　薫は毅き然ぜんと顎あごをあげた。


「わたしから誘ったなどと思われるのは、心外です」


　だが、薫の言葉は信じてもらえず、エドガーは疑わしげに眉をひそめたままだ。


「あんな表情を晒さらした後でそんなことを言っても説得力がないな。おまえ、男が好きなのか？」


　意図的にダニエルに勘違いをさせたところをエドガーに見られていたのは疑いようもない。しかし、いったいどこから見ていたのだろう。最初からならまだしも、自分がダニエルを見つめたところからだとしたら最悪だ。誤解されても仕方がないが、


　──けど、男が好きかどうかなんて。


　いくら雇こ用よう主でも、そんな私的な部分にまで立ち入る権利はないはずだ。無神経な質問に薫はむっとし、


「なんのことでしょう？」


　エドガーを相手に堂々としらばっくれた。回かい避ひできるトラブルなら多少強ごう引いんにでも回避したい。男が好きだの誘うだのと妙な噂うわさを立てられたり、それを理由にクビにされて、侯こう爵しやく家に顔向けできなくなるような事態だけはなにがあっても避さけたいのだ。


　確かにダニエルには誘われたが、薫に乗った覚えはない。先ほどダニエルに思わせぶりな視線を送ったのは、事を荒あら立だてず穏おん便びんに済ませたかったからだ。エドガーとダニエルの関係がいいのか悪いのか判断がつかなかったし、やんわりとした拒きよ絶ぜつの意思表示を理解してもらえなかったから、はっきり断って怒おこらせたり、それが原因で彼とエドガーとの関係が悪くなったりしないように素す早ばやく処理してしまいたかった。


　もっとも、そのことだけに気を取られ、そして押し寄よせる疲ひ労ろう感かんに負けてつい選んだ方法は最善とは言えなかったと薫も自覚はしていた。騙だますような真似をした自分は確かに悪い。だが、そうする前にきちんと断ったのに、気づかずしつこくするほうも悪い。


　──それを見て、こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい質問をするこの人だって最悪じゃないか。


　伯はく爵しやく家に来てからずっと張り詰つめていたものが、もしかしたらこのとき既すでに切れていたのかもしれない。


　これまでなにを言われても、エドガーの前では礼れい儀ぎ正ただしく目を伏ふせて感情を抑おさえていたのに、今や薫は真正面から灰色の瞳ひとみを睨んでいた。


「へぇ？　そういう表情もできるんじゃないか」


　ひょいと器用に片眉を上げて、エドガーがにやりと口角を上げた。だが、目は笑っていない。彼の双そう眸ぼうはまるで鍛きたえ上げた鋼はがねのように、強きよう靱じんな意志を瞬またたかせている。


「だが、どうせならダニエルを籠ろう絡らくしたあれを、もう一度して見せろ」


「なんのことか、わかりかねます」


「しらばっくれるな。あの顔だ」


「そう言われましても、自分の顔は自分では見えないのでわかりません」


　しらを切って、薫は横を向いた。感情をあらわにするとエドガーを楽しませるだけだとわかったので、無表情の仮面を装着する。


「逆らうか。いい度胸だ」


　言うなり、エドガーが薫の顎を摑つかんできた。


「……っ!?」


「これまでの仮面は確かに見事な出来だった。だが、俺は隠かくし事をされるのは我が慢まんがならない性質たちでね。ダニエルごときが知っているものを、俺が知らないというのも許せない。俺には見せないと言うのなら──」


　顎を捕とらえた指に力を込めて、小さな顔を仰あおのかせ、


「その取り澄すました仮面を引き剝はがしてやる」


　エドガーが嚙かみ付くように薫の唇くちびるを塞ふさいだ。


「……!?」


　突とつ然ぜんの乱暴なキスに、薫は目を見開いた。


　視界一いつ杯ぱいに広がった灰色の双眸が、獰どう猛もうに細められている。それを目まの当たりにし、薫の身体からだが竦すくんだ瞬しゆん間かん、顎に力を込められて口を無理やり開かされた。


「……っ、んぅ……っ」


　エドガーの舌が押し入ってくる。そのあまりの強引さにびくりと肩かたが竦み、薫はぎゅっと目を閉じた。


　──や、だ……っ、なんで……!?


　なぜこんなことをされるのかわからない。薫はエドガーを突つき離そうとしたけれど、身体は既にきつく拘こう束そくされていた。


　振ふり解ほどいて逃にげようにも、西せい欧おう人のエドガーと日本人の薫では体格差や力の差がありすぎる。覆おおい被かぶさるように抱だき締しめられては逃げることなど不可能だ。それでも必死に抗あらがう薫を嘲あざ笑わらうかのように、キスは激しさを増していった。


「…く…ふ、っ、んんっ……」


　口こう腔こうを散々に荒あらされ、逃げていた舌を捕らえられた。きつく絡からみつかれて痛いほど吸われ、身体から力が抜ぬけていく。痺しびれた舌を無理やりに引き出され、むしゃぶりつかれてエドガーの熱い唇で淫みだらに扱しごかれると、ぞくりと甘い戦せん慄りつが走った。濃のう厚こうな口づけは酷く巧たくみで、薫はいつしか頭の芯しんまでぼうっとし、なにも考えられなくなってしまう。


「──なるほど。あの馬ば鹿かが簡単に惑まどわされたわけだ」


　ふと離れ、そう呟つぶやいた唇が、ちゅ、と音を立てて薫のそれを啄ついばんだ。


「ダニエルに見せた顔よりも、今のほうが数段上の艶なまめかしさだな。……甘い鱗りん粉ぷんを振り撒まいて男を誘う蝶ちようといったところか」


　エドガーがなにか言っていたけれど、薫にはよくわからない。


　薄うすく開いた目に、酷ひどいキスを仕し掛かけてきた唇に満足そうな笑えみを刻む様子が映った。けれど、そんなふうに笑ってみせながら、エドガーの双眸には欲望などかけらも浮うかんではいない。彼は氷のように冷静に、唇だけでなく心や神経も乱された薫の様子を観察していたのだ。


　その眼まな差ざしに、薫は冷水を浴びせられたように正気づいた。


「な、なにをするんです……っ」


　思い切りエドガーを突き飛ばし、キスの余よ韻いんに潤うるんだ瞳で睨にらみつけた。執しつ事じとしてはここは耐たえるべきところなのかもしれない。だが、めちゃくちゃに乱され箍たがの外れた感情はもはや制せい御ぎよできず、薫は込み上げてくる怒いかりと屈くつ辱じよく感にきりきりと目まなじりを吊つり上げる。


「騒さわぐな、もういい。用は済んだ」


　しかし、理り不ふ尽じんなことを強しいた男は悠ゆう然ぜんとネクタイを緩ゆるめ、薫の怒りに構うどころか、脱ぬいだスーツの上着をばさりと頭から被せてきた。


「済んだって、そんな勝手な──って、ちょ、なに、なんなんですか!?」


「なにって上着だ。俺はしばらく書しよ斎さいにこもるから、近づくな。それから──、ああ、そうだ。おまえ、明日は休みだったな」


「──え？　あ、はい。明日は木曜日なので」


　これは職業病の一種だろうかと、薫は自分の言動を忌いま忌いましく思った。投げつけてやりたい罵ば詈り雑ぞう言ごんは百や二百ではきかないのに、上着を放られれば受け取ってしまうし、質問されれば答えてしまう。


　既にキスのことなど忘れたようなエドガーの様子に、坊ぼう主ず憎にくけりゃのことわざ通り、手にしたスーツまで憎らしく思っていると、エドガーが事も無げに言った。


「休みはなしだ」


「は？」


　──休みはなし？


　思いがけない宣告に薫は目を瞬しばたたく。が、用は済んだとばかりにエドガーがさっさと歩き出したので、薫は眼鏡めがねを拾い上げると慌あわててその後を追った。


「お待ちください、マイ・ロード。理由をお聞かせください。でなければ」


「納得できないか？　言ったところで納得できるとは思えないが、一応理由らしきものはある」


「それは？」


「予定が入ったからだ。より正確に言うなら、たった今、予定を入れることにしたから、だな」


　伯爵家と古い馴な染じみの宝石商クレメンスが、新作のジュエリーを発表するのだという。


「そのレセプションに招待されているんだ。面めん倒どうだから欠席するつもりだったが、気が変わった。出席するからおまえも来い」


　その返答に、薫は思わず拳こぶしを震ふるわせた。


　──たった今、予定を入れた？　出席するからおまえも来い？　明日は休日なのに？


　これは嫌いやがらせだ。そうでなければ八つ当たりに違ちがいない。


　おそらくエドガーは、ダニエルが自分のいない間に屋や敷しきに入り込んだことをまだ憤いきどおっているのだろう。薫に嫌いや味みと皮肉を浴びせ、ダニエルへの怒りと対たい抗こう意識からめちゃくちゃなキスを仕掛けても、まだ気が収まらないのに違いない。しかし肝かん心じんのダニエルが逃げてしまったから、薫に怒りをぶつけているのだ。


　──あんなに待ち望んでいた休みを、そんなことで潰つぶされるなんて。


　どこまで意地悪なんだろうと、薫は上着をぎゅうぎゅう摑んでエドガーを睨みつける。


「気まぐれなことですね。一時間後にはまた気が変わって、行くのは止めるとおっしゃるのでは？」


「残念ながら、それはない」


「なぜですか」


「さあな。単におまえに暇ひまな時間を与あたえるのが嫌なのかもしれない。ろくなことがなさそうだからな」


「ろくなこと？　どういう意味です」


　薫は眉まゆをひそめたが、


「自分の言ったことをもう忘れたのか。おまえは時間があるときなら、あれの誘さそいに乗るつもりがあるんだろう？」


　その言葉に、動どう揺ようが走った。


「そんな、誤解です。あれはお断りするつもりで──」


「もういい、黙だまれ。俺は馬鹿は嫌きらいだ。同じことを何度も言わせるな」


　肩かた越ごしに振り返った灰色の瞳ひとみが有う無むを言わせぬ光を放つ。


「明日の休みはなしだ。通常業務の後、その眼鏡はかけずに俺に付き合え。誘ったのか誘われたのかは知らないが、あれのために時間を割さくことは許さない」


「……っ」


　凄すさまじい眼光に圧あつ倒とうされ、けれどそれを悟さとられるのは悔くやしくて、薫は呼吸を整えると「お言葉ですが、」と反はん駁ばくした。


「ダニエル卿きようのために時間を割く気は最初からありません。それから明日のことですが、お供したとしても眼鏡なしでは、わたしはお役には立てないでしょう」


「そんなもの、どうせ伊達だてだろう。調査の結果、視力矯きよう正せいの必要はないようだったが？」


　ぎくりと薫は肩を揺ゆらした。エドガーの指し摘てき通り、実は視力はとてもいいのだ。だが、問題はそこではない。


「調査!?　調べたのですか、わたしのことを？」


「当然だ。侯こう爵しやくがおまえの身元を保証したからといって、それを鵜う呑のみにできるほどおめでたくはないんでな」


「調べた、って──なにを、どこまで……？」


　動揺に声が震えるのを、薫は抑おさえ切れない。


「大したことじゃない。健けん康こう診しん断だんの結果と生おい立ちくらいなものだ。問題ないだろう」


　そんなことより、とエドガーが窓を開けて外の様子を一いち瞥べつすると、いきなり薫から眼鏡を取り上げ、窓の外へと放り投げた。


「あっ、なにを……!?」


　薫は慌てて窓辺に取りすがったが、遅おそかった。薫の目の前で、ちょうど通りかかった庭師の車に眼鏡はぐしゃりと踏ふみ潰されてしまったのだ。


「そんな、わたしの眼鏡が……っ」


「眼鏡は今後、使用禁止だ」


「なぜです!?」


　薫はカッとなって彼を振り仰あおいだ。


「あれはわたしの持ち物です。いくら雇こ用よう主でもこんな理不尽なことが許されるはずありません。どうしてこんなことをなさるんです！」


「おまえのその生意気な目つきは気に入らないが、あの仮面顔よりはマシだからだ」


　エドガーは罪悪感などかけらも見せず、睨みつける薫に薄く笑って嘯うそぶいた。


「幸い素顔は好みだし、傍に置くにも連れ歩くにも美人のほうが俺の気分がいいからな。まぁ、どうしても嫌なら無理強いはしないさ、眼鏡の件も明日の予定も。だが、その場合──」


　言葉を切ったエドガーが、自分の喉のど元もとに親指を立てて一直線に横に引く。


「……ッ」


　薫はぎりぎりと奥歯を嚙かんだ。こんな理不尽な主あるじに仕えるくらいなら、いっそクビになったほうがマシだ。


　──でも、侯爵家の面目は潰せない……。


　そうなれば答えはひとつだ。イエスと言う他ほかはなかった。




　　　　２







　世界に冠かんたるラグジュアリー・ブランド、クレメンスのレセプションは、ウェスト・エンドの真中にある名門ホテル・クラリッジで開かれる。


『アンダー・ザ・ローズ』という新コレクションに合わせて薔薇ばらで飾かざり付けられた華はなやかな会場には、開始時間を目前に、ディナージャケットやイブニングドレスに身を包んだ各界の著名人や上流階級の紳しん士し淑しゆく女じよが集つどっていた。


「……おい、見ろよ。スタッドフォード伯はく爵しやくだ」


「本当だ。企き業ぎようのレセプションに出席するなんて珍めずらしいな」


　受付を済ませてエドガーと薫が会場に足を踏み入れると、人々の視線が飛んできた。


　美術界で一目置かれているエドガーの影えい響きよう力は、クレメンス社を始め、美の創造を生なり業わいとする者たちにとって無視できないほど強大だ。それを利用しようと狙ねらっている企業や芸術家は掃はいて捨てるほどおり、エドガーがこうしたレセプションに出席すると『あのスタッドフォード伯爵が認めた』と勝手に宣伝材料に使われることもよくあるようだった。


　それを嫌い、こうしたパーティには姿を見せないはずのエドガーが会場に現れれば注目を浴びるのは当然だ。だが、しばらくするとその視線は、エドガーに付き従う薫へも意味深に注がれ始めた。


　──わ、わかってたけど、これはちょっと……。


　薫は思わず怯ひるんだ。


　ヨーロッパでは社交はカップル単位だ。社交の場ではパートナーの存在が必ひつ須すだが、今回エドガーはエスコートすべき女性の代わりに東洋人の男性、つまり薫を連れている。タブロイド紙をなにかと賑にぎわせているエドガーが、付き合う相手の性別を問わないことは周知の事実だ。彼の連れというだけで、新しい恋こい人びとなのではないかと疑われるだろうことは薫も覚かく悟ごしていた。


　とはいえ、視線の集中砲ほう火かは予想以上だ。思わず立ち竦すくむと、薫はエドガーに呼び寄せられた。


「なにをしているんだ。突つっ立ってないで、さっさと来い」


　慣れているのだろう、人々の視線など彼は気にも留とめていない。その様子に不本意ながら励はげまされ、薫はエドガーの後に続いた。


「面めん倒どうなことは先に済ませるぞ。クレメンスのＣＥＯと重役の顔は？」


「わかります。……あ、あちらにウィルクス会長がいらっしゃるようです」


　薫は会場の奥に、招待客と挨あい拶さつを交かわしている上品な紳しん士しの姿を見つけた。昨夜、レセプションで顔を合わせるだろうクレメンス社の人々のデータを集め、必死に覚えておいたのだ。


　エドガーはクレメンス社の上層部の人々と次々に挨拶を交わし、そつなく社交の義務をこなしていく。薫はエドガーに付き従って、その背後にひっそりと控ひかえていた。


「今夜はまた随ずい分ぶんと分厚い仮面を張りつけたものだな、薫。眼鏡めがねがなくなったせいか？」


　挨拶が一段落すると、通りかかったボーイの盆ぼんからシャンパンを取ったエドガーが意地の悪い眼まな差ざしを向けてきた。


「もっとも、失敗しているがな。力が入りすぎて、仮面の向こうに生身の顔が透すけているぞ」


「……」


　ぴくりと瞼まぶたが震ふるえたが、薫は目を伏ふせたまま沈ちん黙もくを守ってやり過ごす。


　昨夜、怒いかりや悔しさや様々なものが入り乱れ、眠ねむることもできないほど薫の胸をかき乱した感情の嵐あらしは、夜が明ける頃ころにようやく静まり、ゆっくりと凍こおりついた。それは今、目に見えない壁かべとなって薫の周囲に張り巡めぐらされ、エドガーの皮肉や揶や揄ゆをなんとか撥はね返せる程度には役立っている。けれどそれは、これまで盾たてとしていたレンズに比べるとはるかに薄うすく、脆もろい。


「伯爵と一いつ緒しよにいるのは誰？　彼の新しい恋人かしら？」


「あの深い漆しつ黒こくの瞳は、ちょっと凄すごいね。近くで見たら吸い込まれるような気分になりそうだ」


　人々の視線と囁ささやきを交わす声が薫の許もとまで届いてくる。


「初めて見る顔だわ。今度の恋人は男性なのね。なんだか素す敵てき。ミステリアスな美人ね」


「東洋人は神秘的だな。立ち居い振ふる舞まいは控えめだが、妙みように目を引くし官能的だ」


「伯爵の連れだと思うと色んな想像を搔かき立てられるな。取り澄すましている分、余計にね」


　あからさまな揶揄を含ふくんだ囁きが波のように寄せてきて、薫は恥ち辱じよくに唇くちびるを嚙んだ。


　──眼鏡が欲しい。


　素顔を晒さらした横顔に、人々の、特に男たちのねっとりとした視線を感じた。気を抜ぬくと頰ほおが不自然に強こわ張ばってしまいそうだ。たとえ薄いレンズ一枚でも世界と自分とを確実に隔へだててくれたなら、こんな苦痛を感じることはなかったのに。


　薫は、自分が男の性的な興味を引く容姿と雰ふん囲い気きを持っていることを自覚していた。眼差しや目の動き、左目の下の泣きぼくろが艶なまめかしさを強く印象づけてしまうことも。


　今も自分が性的にだらしのない人間に見られているのだろうと、薫は憂ゆう鬱うつに考える。


　それが嫌いやで素顔を隠かくしていたのだが、眼鏡が必要な理由はそれだけではなかった。そんな目で自分を見る世間との間に線を引き、一定の距きよ離りを置くためにもそれは必要だったのだ。


「……気が強いのか弱いのか、どっちなんだ。面倒な奴やつだな」


　急にエドガーが立ち止まり、はっとして薫は目を上げた。周囲の視線に気を取られ、彼の広い背中に半ば隠れるようにしていた薫はエドガーの呟つぶやきを不覚にも聞き逃のがしてしまったのだ。


「マイ・ロード、今……」


「人込みが不快だ、鬱うつ陶とうしい。少し休むからついて来い」


　急にエドガーが顔を顰しかめ、足早に人込みを抜けていく。彼は壁かべ際ぎわに置かれたつる薔薇を絡からめた背の高いオブジェの下へ行き、その陰かげになっている壁に背を凭もたせ掛かけた。


「来い」


　顎あごをしゃくって隣となりを示され、薫も並んで壁際に立つ。と、自分で呼び寄せておきながらなにが気に入らなかったのか、エドガーが舌打ちをし、こちらに背を向けるように身体からだごと横を向いてしまった。


　壁とオブジェ、エドガーの背中で薫の視界の三方向が遮さえぎられた。薫には会場の様子がほとんど見えなくなったが、それは会場からも薫の姿がほとんど見えないということだ。


　薫は知らず詰つめていた息をゆっくりと吐はき出した。不完全とはいえ、なんだか隠れ家がの中にいるような気分になって、安あん堵どが胸に広がっていく。


　──まさかとは思うけど……もしかして、気づいたのかな。


　下世話な好こう奇き心を剝むき出しにした人々の視線に薫の神経が磨すり減へっていたことに、エドガーは気がついたのだろうか。それで、ここで休ませてくれた──？


　肩かた越ごしにかすかに見える横顔を、戸と惑まどいながら薫は見上げた。薫の視線を感じていないはずはないのに、エドガーはなにも言わず、振ふり向きもしない。どうしたものかと悩なやんでいると、ふいに聞こえてきた懐なつかしい声に思考を断ち切られた。


「薫？　薫じゃないか」


　薫は弾はじかれたように声のした方へ顔を向けた。


「ナイジェルさ……、いえ、シェルフィールズ卿きよう」


　満面の笑みで名前を呼びかけてしまい、薫は改めて名目爵しやく位いで呼び直した。自分は今、スタッドフォード伯爵家の執しつ事じとしてこの場にいるのだ。


「会えて嬉うれしいよ。エドガーも。電話では顔が見えないから、きみたちがどうしているか心配だったんだ。見たところ上手うまくいっているようで安心したけど、薫？　眼鏡はどうしたんだ？」


　思わず薫はエドガーの方をチラと見た。本当のことなんて、まさか言えない。


「それが、その……不注意で、壊こわしてしまって。そのまま使用禁止にされました」


「壊した？　薫が？」


　ナイジェルが不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せたので、薫は急いで笑顔を作った。この話題はさっさと流したほうが良さそうだ。


「今はまだ、眼鏡がないと不安ですが。そのうちに、なんとかなると思います」


「そうか。いい機会だと思って慣れることだよ」


　眼鏡がないことで薫がどれほどストレスを感じるか、ナイジェルは知っている。励ますように肩かたを叩たたいた彼の手に薫はひどく慰なぐさめられて、作り笑顔が本物の微ほほ笑えみに変わっていった。


　そこへ苛いら立だった声こわ音ねが割り込んできた。


「──随分と色んな顔を隠し持っているようだな、おまえは」


「え…、あっ!?」


　顎を摑つかまれて振り向かされると、灰色の瞳ひとみが迫せまってきた。乱暴なことをするなとナイジェルが咎とがめたが、エドガーは構うことなく痛みに顔を顰めた薫を上向かせる。


「いつもの仮面はどこへいったんだ。急に安心したような顔をして、その不安定なところはどうにかならないのか」


「不安定──？」


　初めて会ったときもエドガーは似たようなことを言っていた。仮面はともかく、それがどういう意味なのか、薫にはさっぱりわからない。


　ただ、ひとつだけ気づいたことがある。今のエドガーの不ふ愉ゆ快かいそうな顔つきは、昨日ダニエルが逃にげ帰った後「あの顔を見せろ」と迫ってきた、あのときのそれとそっくりだ。


「厄やつ介かいな奴だな。摑めそうで摑めない。……こういうのは苛いら々いらする」


「苛々って、そんなことより放してください。公おおやけの場ですよ」


　人目を気にした薫にエドガーは「またそれに戻もどったわけか」と舌打ちし、まるで気に入らない玩具おもちやを放りだす子供のように薫を突き放はなした。


「その仮面顔はいい加減、見み飽あきた。他ほかのにしろ」


「生あい憎にく、この顔以外に持ち合わせはございません」


　平静を装って答えたものの、理り不ふ尽じんな扱あつかいに薫は内心で憤いきどおる。


　──なんなんだ、いったい。


　強く摑まれた顎がじんじんするし、昨日からの仕打ちを考えれば怒りたいのはこちらのほうだ。それなのに、なぜ自分が睨にらまれなければならないのだろう。


　そもそも仮面だの無表情だのと責めるように言うけれど、執事が感情を抑よく制せいしていていったいなにが悪いのか。日本のホテルにいた頃は笑顔の重要性を常に意識していたけれど、ここは英国だ。屋や敷しき勤づとめの使用人が無表情なのは当たり前のことである。


　──笑えば笑ったで、きっと文句を言うくせに。


　エドガーが執事としての自分になにを求めているのか、薫にはまったくわからなかった。だから彼に対する怒りの根底には、常に困こん惑わくが揺ゆれている。


　主あるじの意図を摑めないようでは執事としては失格で、薫はそれが歯がゆくも悔くやしいのだ。けれどエドガーはほとんど屋や敷しきにいないし、嫌がらせのように山と与あたえられた指示や命令は大たい抵ていメモや電話越ごしである。つまり、真意を摑めるほどエドガーのことを知る機会など、薫には与えられていないのだ。


　──変な言いがかりをつけてくるのは、単に俺を追い出したいから？


　だが、それならなぜ彼は昨日、薫のミスを指し摘てきしなかったのだろうか。今だって、なぜこんなふうに人目につかない壁際に薫を連れてきたのだろう？


　──そういえば、あのときも……。


　レセプションのテーマや室内装そう飾しよくに触しよく発はつされたのか、ふと薫の脳のう裏りを一枚の絵皿が過よぎった。


　白しろ薔薇ばらの茂しげみの下、暖かな陽射しに照らされて花びらを風にそよがせている匂におい菫すみれが描えがかれたそれは、伯はく爵しやく家に伝わる美術品についての知識をエドガーに問われたとき、リンゼントの磁器だということ以外にはなにも答えられなかった唯ゆい一いつの品だ。


　素そ朴ぼくな絵え柄がらでありながら、リンゼントの製品らしく高貴な美しさを誇ほこるその絵皿は、しかし飛びぬけて優すぐれた作品のようにも歴史的な価値があるようにも思えなかった。ただ、見ているだけで胸が締しめ付けられるような、強きよう烈れつに心に訴うつたえかけてくるものがあった。その絵皿には、ありったけの愛情をかき集め、絵にしたそれが色いろ褪あせることのないようにと必死の思いで焼き付けたかのような切実さがあり、エドガーに対する疑問と共に薫の中に強い印象を残している。


　リンゼントの製品では見たことのないパターンだったし、伯爵家当主の寝しん室しつに飾かざられているということは、なにか特別な思い入れか、曰いわくのある品なのだろう。


　その「曰く」を薫は答えられなかったのに、なぜかエドガーは「知るはずはないか」と皮肉な笑みを見せただけで咎めなかった。些さ細さいなことだが、あれも失態のうちのひとつのはずだ。それなのに、なぜ彼はあのとき自分をクビにしなかったのだろう。


　──この人は、なにを考えているんだろう？


　なにを望んでいるのだろうか。


　プライベートでは他人に興味も関心もない薫だが、執事としては主人の気持ちを少しでも知りたかった。近づいて、理解したい。彼の望みを摑みたい。そうすればもっと完かん璧ぺきな仕事ができるのに。


　睨み合ったまま、薫は無意識に灰色の瞳の奥を探さぐった。


　執事が主に向けるにしては不ぶ躾しつけなほどまっすぐな視線に、エドガーが数ミリ片眉を上げる。


　睨み合いがいつの間にか互たがいの真意をガードしたままの探り合いへと変わってゆき、そんな二人の様子を傍かたわらで見ていたナイジェルがくすりと小さく笑った。


「うん。これはなかなかいい傾けい向こうだ」


「なにがだ」


「なにがですか」


　異口同音に問いを重ね、エドガーと薫は同時にナイジェルの方を見る。


　ナイジェルはそれにも笑うばかりで、なにも答えてくれなかった。











　レセプション・パーティが始まり、主しゆ催さいの挨あい拶さつや来らい賓ひんのスピーチ、ショーアップされた新コレクションのお披ひ露ろ目めなどが一通り終わると、薫は壁かべ際ぎわに控ひかえ、さり気なくエドガーを目で追っていた。


　華はなやかな雰ふん囲い気きの中で人々は料理や歓かん談だんを楽しんでおり、エドガーも今はその中だ。彼は今夜、このホテルに宿しゆく泊はくすることになっている。好みの美人を見つけたら会場を抜ぬけ出すから部屋を取っておけなどと、恥はずかしげもなく命じてきたのは昨夜のことだ。その言葉を現実のものにするために、エドガーは数人の女性に囲まれながら、少し離はなれた場所にいるブロンドの美人女優と意味深な視線を交かわしていた。


　──相手が決まったなら、早く抜け出してくれないかな。


　気を抜くと壁かべに寄りかかりそうになる身体からだを叱しつ咤たして、薫はあくびを嚙かみ殺す。萎なえそうな膝ひざを立たせておくのも背筋をぴしりと伸のばし続けるのも、そろそろ限界に近いのだ。


「もういい。おまえの仕事は終わりだ。帰るなり遊んでいくなり好きにしろ」


　メインイベントが終わると同時に、薫はエドガーからそう言われた。けれど伯爵家の執しつ事じとしてここに来た以上、お役やく御ご免めんになったからといって、すぐさま主を放り出して帰宅したり遊び惚ほうけるわけにはいかないのだ。エドガーが今夜の遊び相手に目配せを送る間にも、様々な業界の関係者が彼の影えい響きよう力を目当てに擦すり寄よってきているので、いつなにがあるとも限らない。


　とはいえ、傍に張り付いていたのでは邪じや魔まになるので薫は人目につかない壁際に控え、なにかあった場合には素す早ばやく対応できるようにエドガーから目を離さずにいたのだが。


「きみ、さっきからずっとひとりでいるね」


「え──？」


　寝ね不ぶ足そくが続いて疲ひ労ろうが溜たまっているせいだろうか。エドガーに集中するあまり自分の周囲に気を配る余よ裕ゆうのなかった薫は、気づけば数人の男達に囲まれていた。


「スタッドフォード卿きようを放っておいていいのかい？」


「彼が恋こい人びとをひとりにするなんて珍めずらしいな。喧けん嘩かでも？」


　一見、紳しん士し的な態度だが、好意的と言うには彼らの目つきはあからさま過ぎる。


「いえ、そのようなことは。それに誤解なさっているようですが、わたしはスタッドフォード卿の恋人ではありません」


　舐なめるような視線に寒気がしたが、薫は儀ぎ礼れい的な笑みを浮うかべて丁てい寧ねいな対応を心がけた。そうしながらエドガーの姿を見失わないように会場にも目を配る。もっとも、エドガーは群を抜いて目立つので人込みに紛まぎれたくらいで見失うようなことはないのだが。


「でも、一いつ緒しよに来ただろう？」


「わたしはスタッドフォード伯爵家の執事を務めさせていただいております。今夜は卿のお供で参りました」


「執事だって？　じゃあ本当に恋人じゃないのか？」


　男達が一様に驚おどろきを示し、薫を囲む輪を狭せばめてくる。東洋人の薫に比べて彼らの体格は良すぎるほどに良く、こうして目の前に並ばれるとまるで壁のようだ。


　エドガーの姿が確かく認にんしづらくなったので、薫はさり気なく彼らから距きよ離りを取った。エドガーになにかあったらいけないし、呼ばれたらすぐに動かなくてはならない。そしてなにより、彼が会場を抜け出したら薫は晴れて帰宅できるのだ。主人の動向チェックは今、薫にとって最重要事じ項こうだった。


　──もう早く帰りたい。帰って寝ねたい。


　そのためにもさっさと今夜の相手を決めて、一秒でも早く予約したスイートへ向かってくれないだろうか。


　そう思ったとき、まるで薫の願いを聞きつけたかのようにエドガーが振ふり返った。目が合い、はっとして薫は頰ほおを引き締める。


　──なにかあったのか？


　エドガーが不快そうにこちらを見たのが気になった。なにか不都合なことがあったのだろうか。薫は急いで彼の許もとへ行こうとしたが、なぜか彼は咎とがめるようにこちらを睨にらみ、すぐに顔を背そむけてしまった。最後に手を払はらう仕草をしたのは、こっちに来るなという意思表示だ。


「……だから。なにがどうしてそういう態度なんですか、貴方あなたは」


　もう腹を立てる気力もなく、薫は思わず溜め息をつく。すると、


「疲つかれているようだね」


　そんな台詞せりふと共に視界をディナージャケットに遮さえぎられた。同時に金色の繊せん細さいな泡あわの立ち上るグラスが目の前に現れて、薫は瞬まばたきをする。


「スタッドフォード卿に仕つかえているのなら、さぞや気苦労が多いだろう？　気難しいことで有名だし、仕事に限らず色々と話題になる人物だし。……きみは、とても美しいし？」


「い、いえ。そんなことは」


　とっさに愛あい想そ笑いを浮かべた薫は、エドガーに気を取られるあまり自分を取り巻く状じよう況きようをすっかり忘れていた。いきなり口説き始めた男の台詞の後半は聞かなかったことにして、差し出されたシャンパングラスの前にそっと右手を立てる。


「せっかくですが、勤務中なのでご遠えん慮りよさせていただきます」


「ああ、シャンパンは嫌きらい？」


　ならこれを、と別の男が通りがかりのボーイからカクテルを受け取ったので薫は内心慌あわてた。


「いえ、そういうことではなく。申し訳ありません、アルコールは苦手なのです」


「それは好都合……いや、立場的には不都合だろう？　嗜たしなむくらい、できなくてはね。それに多少の息いき抜ぬきも必要だ」


「そうさ、そろそろスタッドフォード卿のお守もりは終わりにしてもいい頃ころだしな。その役目は、ほら、彼の周囲のご婦人方やあの女優が務めてくれそうだ」


　だから少し羽目を外してもいいだろう、としきりに酒を勧すすめてくる彼らは、どうしても薫を酔よわせたいようだ。その意図はわかっても原因がわからず薫は内心で首を傾かしげていたのだが、彼らの周囲にパートナーの女性がひとりもいないことにふと気づいた。そしてたった今、彼らが見せたエドガーへの怒いかりと妬ねたみに満ちた眼まな差ざしに、その狙ねらいが透すけて見えていた。


　彼らのパートナーは、おそらく今エドガーを取り巻いている女性達だ。エドガーにパートナーを奪うばわれたことを腹立たしく思い、彼らはそれを自分を嬲なぶることで晴らすつもりなのだ。


　──あの人の執事っていうだけで、なんでこんな厄やつ介かい事に巻き込まれなきゃならないんだ。


　このまま彼らに付き合っていたら、なにをされるかわからない。まるで舌なめずりをする獣けもののような男達の顔つきを見れば、彼らの頭の中で既すでに自分がとんでもない状態にされていることは明らかだ。欲望が剝むき出しになった男達の目つきに、薫は心底ぞっとした。


　今すぐこの場から逃にげ出したい。だが、エドガーが何事もなく会場を出るのを確認するまで薫は帰るに帰れない。どうしようかと数秒考え、薫は急にポケットの携けい帯たい電でん話わが鳴ったというような振りをした。


「──あ、申し訳ございません。ちょっと失礼いたします」


　彼らの狙いに気づかぬふうを装ったまま、その場からするりと逃のがれ出る。肩かたや腕うでを摑つかんで引き止めようとする男達の手を上手うまくかわし、薫は囲みを突とつ破ぱした。このまま人込みに紛れてしまえば逃げられると薫が密ひそかに安堵したとき、いきなり正面に思わぬ伏ふく兵へいが現れた。


「やあ、マツユキ」


「ダニエル卿──!?」


　薫の行く手を遮るようにダニエルが立ちはだかった。


　まさか背後の男達と結けつ託たくしているのではと薫は警けい戒かいしたが、それは杞き憂ゆうだったらしい。


「なんだ、きみは。彼をどうするつもりだ」


「俺はスタッドフォード伯はく爵しやく家の者で、彼に話があるんだ。家の中のことは他人には聞かれたくないのでね、悪いが彼を借りるよ」


　ダニエルは薫の肩に手を回し、不服そうな男達をやんわりと遠ざけた。そして人込みを横切り、会場の隅すみに置かれた椅い子すまで薫を誘ゆう導どうする。


「ダニエル卿、なぜ」


「ここにいるのか？　それは招待されたから。で、きみを助けたのは昨日眼鏡めがねを蹴けってしまったお詫わびだよ」


　助けてもらった礼を言いながら、しかし薫は当とう惑わくした。現在のダニエルの印象が、昨日のそれと重ならないせいだ。


　出会った直後のダニエルは人好きのする笑顔が印象的で、穏おだやかそうな人物に見えた。しかし、その後すぐに粗そ野やな一面が浮き彫ぼりになり、エドガーが現れてからはもっと暗くて荒すさんだなにかが垣かい間ま見みえたのだ。薫は、後者のほうが彼の本質に近いのではと考えている。


　けれど今目の前にいるダニエルからは、出会った直後と同じ印象を受けた。あの奇き妙みような歪ゆがみを思わせる一面を目にした後では、この好青年ぶりは却かえって不気味だ。


「そんなに警戒しなくても、こんなところではなにもしないさ。俺は貴族階級の出なんだよ？　さっきの成金の奴やつらなんかと一緒にしないで欲しいな」


　まるで冗じよう談だんを言うようにダニエルはその台詞を口にしたが、そこに含ふくまれた差別的な響ひびきに薫は眉まゆをひそめた。彼の言葉の九割が噓うそだとエドガーは言ったが、今のはたぶん本音だ。


「あんな礼れい儀ぎ知しらずに絡からまれて疲れただろう。一息入れるといい」


　はい、と唐とう突とつに手て渡わたされて思わず受け取ってしまったそれは、クラッシュドアイスを詰つめたグラスにフルーツを飾かざったトロピカルドリンクだ。


「心配しなくてもノンアルコールのカクテルだよ。オレンジとレモンとライムのジュースを混ぜたやつ。これなら大だい丈じよう夫ぶだろう？」


「え、ええ。ですが……」


　薫はここに遊びに来ているわけではないので、そんなものを楽しんでいられる立場ではない。それにエドガーに妙みような誤解をされている身としては、ダニエルと一緒にいるところを見られたくないというのが本音だ。しかし先ほどの男達を遠ざけてもらった上に、飲み物まで用意してもらっては断るのも気が引ける。


「念のため、炭酸も抜ぬきだ。ときどき苦手な人がいるからね」


　駄だ目め押おしのようにダニエルが言った。ここまで配はい慮りよされては断れない。


　──まぁ……少しならいいか。今日の勤務は終しゆう了りようだって、一応雇こ用よう主が言ったんだし。


　ジュース一いつ杯ぱい分くらいの休きゆう憩けいなら自分に許してもいいだろう。


「それでは、せっかくですのでいただきます」


　人目につかない会場の片かた隅すみで、薫はストローに口をつけた。柑かん橘きつ系の爽さわやかなカクテルは冷たくて喉のど越ごしが良く、一口飲んだら止まらなくなる。自覚はなかったが、実はとても喉のどが渇かわいていたのだ。薫はそれを一気に飲み干してしまった。


「はぁ……」


　渇きが癒いやされてほっと息をつくと、脈みやく絡らくもなくダニエルが問いかけてきた。


「エドガーはきみのこと、なんて呼んでるんだ？」


「え？」


　ご馳ち走そう様さまでしたと立ち上がる予定だったのに、そのタイミングを逸いつした薫はダニエルを見上げ、くらりと目め眩まいに襲おそわれた。一息ついたら気が緩ゆるんで、疲れが出てきたのかもしれない。


　ダニエルはばつの悪そうな顔をしていた。


「いや。マツユキ、というのは俺にはちょっと発音しづらいんだ。エドガーは日常的にきみのことを呼ぶだろうし、そのときはなんて呼ばれてるのかと思ってさ」


　そういえば昨日名乗ったとき、ダニエルは口の中でマツキとかマシュリとか呟つぶやいていた。それなのに今きちんと発音できているということは、もしかして練習したのだろうか？　それを想像したらおかしくなって、薫は小さく吹ふき出した。


「なんだよ、笑うことはないだろう」


「申し訳ございません。呼びづらいようでしたら、薫と呼んでください。スタッドフォード卿きようも、お屋や敷しきに勤めている人たちも皆みな、わたしのことは名前で呼びます」


　エドガーは「おい」とか「おまえ」で済ませることが多いが、名前を呼ぶときは最初から「薫」だった。ナイジェルがそう呼んでいたから、それでいいと判断したのだろう。呼びづらそうにしていた使用人たちには、薫のほうから名前で構わないと申し出た。


　ダニエルがほっとしたように「カオル」と呼びかけてくる。そのぎこちない発音がなんだかおかしくて笑っていると、急に身体からだが熱くなり、なぜだか頭がぼうっとしてきた。


　──……？　なんか、変だ。


　妙に身体がふわふわした。すぐ傍でダニエルがなにか話しているが、声は聞こえるのに内容が理解できなくなってくる。


　──おかしい、な。


　身体がだるい。こんなところで眠ねむくなるなんて考えられない事態だが、抗あらがいがたい眠ねむ気けに襲われて瞼まぶたがどんどん重くなる。眠気を追いやろうと頭を振ふっても、目眩と共に意識が霞かすんでいくばかりだ。それなら、と椅子から立ち上がってみたが余計に目が回ってしまい、ダニエルに身体を支えられた。


「凄すごい効き目だな。一発じゃないか」


「……な、に？」


　隣となりでなにか話しているダニエルを、薫はとろんとした目で見上げる。距きよ離りが近いせいか、ダニエルの呟きがすっと耳の中に入ってきた。


「アルコールに弱いってのは本当だったんだ」


　逃げ口こう上じようじゃなかったのかと、ダニエルが含み笑いを漏もらしている。


　──アルコール……？　じゃ、もしかしてさっきのカクテルは……。


　そうだ、ダニエルの言うことは九割が噓。信じるなと言われていたのだ。


　全身を駆かけ巡めぐった危機感に薫の意識は鮮せん明めいになったが、それはほんの一いつ瞬しゆんで、またすぐくらくらと目が回ってしまう。


「大丈夫か？　ほら、俺に摑まって」


「や……」


　無ぶ遠えん慮りよに抱だき寄よせられ、薫はダニエルから逃れようとした。しかし身体に力が入らない。


「なぜ、こんなこと……っ」


　酔よいに焦しよう点てんを失いかけた瞳ひとみで薫は必死にダニエルを睨にらんだ。騙だまされたことは悔くやしいが、今はダニエルを責めるより、醜しゆう態たいを晒さらさずにこの場を乗り切ることが重要だ。


「放してください。わたしは、これで……もう、これ、で……」


　失礼しますと言おうと思うのに、舌がもつれて言葉が出ない。懸けん命めいに意識を保とうとしても、蕩とろけたような視界が頼たよりなく揺ゆれて、ふとした拍ひよう子しに気が遠くなる。


　それでも流されまいと抗あらがう薫の様子は、見る者に別の姿を想起させた。


　ごくりとダニエルの喉が鳴り、それを半ば本能で感じ取った薫は、身体に回された腕を渾こん身しんの力で撥はね除のけた。けれど、身体の自由が利きいたのはそこまでだ。逃げようと足を踏ふみ出した途と端たん、かくんと膝ひざが砕くだけた。


「薫──！」


　もう限界だった。身体がくずおれるのを止められない。


　沼ぬま地ちに沈しずむように意識がどろりと重くなり、聞き慣れた声に名を呼ばれても薫は答えることができなかった。





　　　　＊





　ゆらゆらと揺れる浮ふ遊ゆう感かんに、ふと意識が浮ふ上じようした。


　温かい。心ここ地ち好い。こんな温もりを薫はよく知っている。


　けれど、それはずっと前に失ったはずだ。


　夢のような安心感に、あぁそうか、と薫は納得した。


　夢のような、ではない。これは正しよう真しん正しよう銘めい、夢なのだ。


　それなら少しくらい甘えても許されるだろうか？


　恐おそる恐る、自分を包み込むものに薫は頰ほおを擦すり寄せた。夢だからだろう、拒こばまれないことが嬉うれしくて、痛いほどの幸福感に包まれる。


　やがて揺れが止まり、背中にひんやりとしたものが触ふれた。その冷たさに思わず身体を丸めると、温もりが離はなれていきそうになって、


　──待って。


　薫はとっさにそれを引き止めた。


　──嫌いやだ、待って。置いていかないで。


　懸命に伸のばした手になにかが触れて、その正体もわからないまま必死に手た繰ぐり寄せる。


　──なんでもする。言うこときくから、ひとりにしないで──……。


　泣きそうになりながら、それを強くかき抱いだくと、


「……訳ありか。やっぱりな」


　溜ため息混じりの声がして、確かな温もりに全身を包まれる。


　置き去りにされる予感に竦すくんでいた心が、ほっと緩んだ。


「まぁ面めん倒どうだが、執しつ事じを抱き込まれるよりはマシか」


　なにが面倒なのだろう？　不思議に思ったけれど、強こわ張ばりの解けた意識は安あん堵どにゆるりと溶とけ崩くずれ、再び眠りに落ちていった。





　　　　＊





　目を開くと、カーテンの隙すき間まから月が見えた。


　ぽきん、と今にも折れてしまいそうな三日月が青白い光を放っている。その冴さえざえとした光をぼんやり眺ながめていると、ギシリとなにかが沈むような振しん動どうが背後から身体に伝わってきた。


「起きたのか」


「……!?」


　薫は驚きよう愕がくのあまり硬こう直ちよくした。英国に来てから誰かとベッドを共にしたことは一度もないのに、寝ね起おきで他人の声がするなんて変だ。恐る恐る振り返ると、そこに意外すぎる人物を見つけ、薫は二、三度瞬まばたきをした。


「え……？」


　なんで、と声にならない呟きが零こぼれる。


　──え。なに？　どうしてこの人が？


　なにがどうして、こんな状じよう況きようになったのだろう？


　同じベッドに長々と身を横たえ、エドガーがシーツに片かた肘ひじをついて薫を見下ろしていた。


「あ、あのどうして、これはいったい……!?」


「うるさい。騒さわぐな」


　慌あわてて飛び起きようとした薫は、しかしエドガーの腕うでに捕とらわれて再びベッドへ沈められた。


　──な、なにしてるんだこの人!?　ていうか、なにが起きてるんだ？


　深しん紅くのベッドカバーが掛かけられた巨きよ大だいなベッドで、なぜか上半身にはなにも纏まとっていないエドガーの胸に、どうして自分はすっぽりと収まっているのだろう。しかも薫が身に着けているのはバスローブ一枚だ。下着もなくなっていることに気づいて、薫は一気に青ざめた。


　──ま、まさか……。


　嫌な予感がしたが、ちょっと頭痛がするものの身体にそれらしい違い和わ感かんはない。どうやら最悪の事態ではないようだ。しかし、今の状況こそが最悪でないとも言い切れない。


「これはどういう……あの、マイ・ロード？」


　内心はどうであれ、表向きは常に冷静沈ちん着ちやくであることを自分に課してきた薫だが、今回ばかりは激しくうろたえ、この状況を説明できる唯ゆい一いつの男に縋すがるような目を向ける。


　そんな薫をしばらく眺めていたエドガーがにやりと口元を歪ゆがめ、


「おまえ、見た目に反して体温高くて気持ちいいな。俺も少しだが良く眠れた」


　抱き心地がいい、と薫にとっては心の底からどうでもいいことを口にした。その上、薫の身体を柔やわらかく抱き直すという信じられない行動にでて、更さらなる混乱へ追い込もうとする。


「は、放してください！　それと説明してください。なにがどうして、こんなことになっているんですか!?」


「どうしたもこうしたも」


　と、エドガーがうるさげに顔を顰しかめ、薫の上に乗り上げてきた。


「おまえがしがみついて離れないから添そい寝ねなんぞする羽目になったんだろうが。挙げ句、熱いとうるさく騒ぐから服も脱ぬがせてやったんだ」


「そ、それは……大変失礼いたしました」


　薫は神しん妙みように謝りながらも、裸はだかの上にバスローブ一枚というこの恰かつ好こうの理由がわかってほっとした。たぶんエドガーは面倒で、スラックスも下着も靴くつ下したも靴もまとめて一度に脱がせたのだろう。やり方は乱暴だが、その後でバスローブを着せてくれたのは有り難かった。


「──で？　主人にここまで世話を焼かせた元げん凶きようたるスコーピオンは美味うまかったか？」


「スコーピオン？」


「おまえが騙されて飲んだカクテルだ。口当たりはいいがベースがラムとブランデーだから、アルコール度数はかなり高い。それにおそらく、即そつ効こう性の睡すい眠みん導どう入にゆう剤ざいでも使ったんだろう。そうでなければいくら睡眠不足だとはいえ、カクテル一いつ杯ぱいで倒たおれはしないだろうからな」


　そういえば、と、ダニエルに渡わたされたカクテルを飲んだ直後、急激な目め眩まいに襲おそわれたことを薫は思い出した。あのときは疲つかれのせいかと思ったが、そうではなかったのだ。


　──こんな単純な手に引っかかるなんて。


　警けい戒かい心が緩ゆるんでいたことを認めないわけにはいかなかった。


　ダニエルの狙ねらいなど考えるまでもない。薫の曖あい昧まいな態度に付き合っていたら埒らちが明かないと思ったか、或あるいは手順を踏むのが面倒になって、手っ取り早く事に及およぼうとしたのだろう。


「それじゃ、もしかして貴方が……？」


　助けてくれたのかと視線で問うと、恩に着せるでもなくエドガーが頷うなずいた。


「仕方なく、な」


「ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございませんでした。ですが、なぜ？」


　不思議に思って薫はエドガーを見つめた。なにしろ昨日、顔以外はむかつくと面と向かって言われたばかりだ。エドガーは軽く鼻を鳴らした。


「俺とあいつは犬けん猿えんの仲だ」


　短い答えだったが、十分に納得がいった。


　エドガーが薫をダニエルの毒どく牙がから救ったのは、単に仲の悪い異母弟の邪じや魔まをしたかったというだけのことだ。


　それならもしかしたらダニエルも、エドガーの執事を自分が落として優ゆう越えつ感に浸ひたりたいがために薫に手出しをしたのかもしれない。随ずい分ぶん安く見られたものだが、その推測が正しければダニエルを袖そでにするのも気が楽だ。


「とりあえず、これでおまえがダニエルと繫つながっている可能性は消えた。繫がっていれば、一服盛るなどという面倒な真似をする必要はないからな」


　ひとり頷くエドガーに、本気で疑われていたのかと薫は驚おどろくと同時に半ば呆あきれた。彼は人ひと嫌ぎらいというよりも、人間不信なのではないだろうか。


　──まぁその辺は、俺も人のことは言えないけど。


　胸中でそう呟つぶやき、薫はエドガーを見上げた。


「疑いが晴れたのならば幸いです。ところで、どいていただけませんか」


　いつの間にかエドガーに組み敷しかれた恰好になっていた。薫は軽く相手の胸を押しやりながら、周囲の様子に目を走らせる。


　天てん蓋がいつきの広々としたベッド。窓辺に置かれたドレッサー。格調高く、女性が好みそうな優ゆう雅がな内装。おそらくここは昨夜予約したクラリッジのスイートだ。


　──ということは、ここはウェスト・エンドの真ん中か。


　あと十数分で日付が変わる。なるべく早く休まないと明日の仕事に差し支つかえるので、早くノッティング・ヒルの屋や敷しきに帰りたかった。


「マイ・ロード？」


「……」


　カーペットに脱ぎ散らかされた服を確かく認にんしてから、薫は促うながすように呼びかけた。しかしエドガーは動かない。不ふ審しんに思って見上げれば、彼の眉み間けんにはなぜだか深い皺しわが刻まれている。


　──なんで、そこで怒おこるんだよ。


　薫は溜め息をつきたくなった。


　どけと言ったのがまずかったのだろうか。口答えのように感じて不ふ愉ゆ快かいだったのかもしれない。それとも別のなにかが気に障さわったのか。いずれにせよ、短気なエドガーがなにをきっかけに怒り出すのか、薫には普ふ段だんからわからない。もちろん今もさっぱりだ。


「おまえ、くだらない男ども相手にへらへら笑ってたな」


　脈みやく絡らくもなくエドガーが妙みようなことを言い出したので、面めん倒どうだったが薫は仕方なく自みずからの記き憶おくを探さぐった。思い当たることが一つある。たぶん、あの獣けものじみた男達に囲まれたときのことだろう。


　──まあ確かに愛あい想そ笑いは浮うかべていたと思うけど。でも、へらへらってなんだよ。


　その言い方もさることながら、目が合ってすぐに睨にらまれた挙げ句、犬を追おい払はらうように手を振ふられたことを思い出し、薫はむかむかしながら「そうですね」と頷いた。


「ダニエルには、随分と色っぽい顔をしてみせた」


「それは覚えがありません」


　今度は即そく座ざに否定した。今夜、薫は最初からダニエルの態度を訝いぶかっていたのだ。だからそんなことをするはずがない。しかし、


「おまえが覚えていなくても俺は見た。それで十分だ」


　薫の反論は一方的な断言によって一刀両断にされてしまった。身勝手な主張にむっとしなくはないけれど、騙だまされてカクテルを飲んだ後のことはあまり覚えていなかったし、エドガーには助けられてしまっている。悔くやしいが反論できない以上、口を閉ざすしかない。


　むっつりと唇くちびるを引き結んでいると、エドガーが薫の顔の両りよう脇わきについた腕を折り、肘ひじをついた。険のある目が至近距きよ離りから顔を覗のぞき込んでくる。


「──で？」


「で？　と、おっしゃいますと……？」


「おまえが人形なんて可愛かわいいものじゃないってことはよくわかった。あちこちで色気を振りまいているからな。で、俺の前では常にその面おも白しろみのない仮面顔なのはどういうわけだ。主あるじは後回しか？」


　真上から睨んでくるエドガーが本気で機き嫌げんを損そこねていることが、そのぴりぴりした空気から伝わってくる。けれど彼の言い分は、まるで仲間はずれにされた子供のそれだ。


　薫はすっかり呆れてしまった。彼は身の回りに置く人間のことを細かい部分まで把は握あくしていないと気が済まないのだと以前ナイジェルが言っていたが、これほどまでとは思わなかった。いつ、どこで、どんな顔をしていようとそれは薫の自由だし、仕事にだってなんの支障もないではないか。


「なにをおっしゃっているのか、わかりかねます」


　型通りに切り返すと、エドガーの眦まなじりが切れ上がる。それを目にして、薫の脳のう裏りに昨日の出来事が蘇よみがえった。今のこの状じよう況きようはあのときの展開とそっくりだ。


「俺はな、おまえが俺の前でだけ無表情なのが気に入らないんだ。ナイジェルの前ではあれほど無防備になるくせに、奴やつがいなくなると途と端たんにその取り澄すました仮面をつけて本心を隠かくす。ダニエルにさえあんな顔を晒さらしておきながら、俺にはなにもかも隠すというのはどういうことだ。おまえは自分の主が誰か、さっぱりわかっていないようだな」


　だったらわからせてやる、とエドガーが唇を寄せてきた。そうくると思って身構えていた薫は瞬しゆん時じに腕うでを跳はね上げて、エドガーの口を手のひらで押さえる。


「悪ふざけが過ぎます」


　鋭するどく言って押しのけようとすると、


「悪ふざけだと？」


　エドガーが眉まゆを逆立てた。彼は無造作に薫の両手を一ひと纏まとめにして摑つかみ上げると、頭上に押さえつけてくる。


「ちょ、なにをするんです!?　放してください！」


「黙だまれ。俺に逆らうな」


　昨日のように顎あごを摑まれ、抗こう議ぎの言葉ごと唇を無理やり奪うばわれた。


「…っ、んんっ……」


　拘こう束そくしてくる腕や強ごう引いんに絡からんでこようとする舌から、なんとか逃にげようと薫は必死に抗あらがった。しかしエドガーの腕は強きよう靱じんで、押さえつけられた両手はどんなに力を込めても自由にならない。暴れる脚あしはエドガーの膝ひざで押さえられ、身動きもできなくなってしまった。


　そんなふうに無理を強しいる彼の口づけは、しかし腹立たしいほど巧たくみだった。いとも容易たやすく薫を刺し激げきし、官能を引き出しては翻ほん弄ろうする。快感や人の温もりに弱く出来ている薫は次し第だいに酔よわされて、いつしか舌を強く搦からめとられて甘い吐と息いきを零こぼしていた。


「どうして、こんなこと……っ」


　長くて深いキスの後、図らずも潤うるんでしまった目で睨みつけると、エドガーがにやりと口元で笑えんだ。


「その目はいいな。ぞくぞくする」


　キスひとつで薫を乱したエドガーは、やはり昨日と同じように冷静だった。他人を支配しなれた傲ごう慢まんな双そう眸ぼうが、なにか偽いつわりや誤ご魔ま化かしがないか、どんな変化も見み逃のがすまいと薫をじっと見下ろしている。


　──なんで、こんなふうに扱あつかわれなきゃならないんだ。


　悔しくて、蹂じゆう躙りんされて痺しびれたようになっている唇を嚙かみ締しめる。と、エドガーが尋たずねてきた。


「おまえ、男が好きなのか」


「……なんの話です」


「あれだけ男を引き寄せておいて、違ちがうわけはないな。答えろ」


　詰きつ問もんから逃のがれるように薫は睫まつ毛げを伏ふせた。エドガーの視線はいつも強くて容よう赦しやがなくて、受け止めていると氷の破は片へんに貫つらぬかれるような気持ちになる。そして次第に心が疲ひ弊へいするのだ。


　この目から逃れる手段はひとつしかない。薫は仕方なく口を開いた。


「男性に言い寄られることはよくありますが、それを嬉うれしいと思ったことはありません。女性を好きになったこともありませんが、人を好きになること自体あまりないので、自分が男を好きなのかどうかはわかりません」


　目を伏せたまま正直に答えた。エドガーは美しければ性別を問わない男らしいので、偏へん見けんの目で見られる心配はない。それでも小声になったのは、あることを思い出したからだ。


　過去に一度だけ、本気で好きになった人。その男の面おも影かげが閉ざした瞼まぶたに蘇る。


　ふと泣きたいような気持ちになったとき、余所よそ見みをするなと言わんばかりに摑まれたままの顎を軽く揺ゆすられた。薫は仕方なく瞼を持ち上げ、エドガーを漆しつ黒こくの瞳ひとみに映す。


「男を好きになったことはありそうだな。いつだ」


「ずっと前に。一度だけ」


「そうか。なら問題はないな」


「なにがですか？」


「その顔にこの身体からだだ。経験がないとは言わせない。今、特定の相手がいないなら抱だいても問題はないだろう？」


　え、と目を見開いた薫は、次の瞬しゆん間かん、壊こわれそうな勢いで首を振った。


「あ、あります！　問題ないわけないでしょう!?」


「ああ、そうだな。問題なら許しがたいものがあった。おまえは俺に隠し事をした上、今夜の予定を台無しにしたんだ。主人を騙した挙げ句、楽しみを潰つぶした責任は重いぞ。文句の言える立場だと思うな」


　そんな、と理り不ふ尽じんな要求に薫は頰ほおを強張らせた。


　エドガーの言う今夜の予定とは、おそらくあのブロンドの美人女優とのことだろう。彼女をこの部屋に招くはずだったのに、薫がダニエルの幼よう稚ちな策略に引っかかってしまったせいで彼は予定の変へん更こうを余よ儀ぎなくされた。そのことについては申し訳なく思うけれど、だからといってその責任をこういう形で取らされるのはご免めんだ。


　──でも、隠し事ってなんだろう？


　身に覚えがなくて戸と惑まどっていると、ぐいと顎を持ち上げられた。


「俺はおまえの主だ、他の誰よりおまえを知る権利がある。だがおまえは俺に対し、本来必要のない眼鏡めがねで顔を隠していた」


「それは」


「今夜の反応から察するに、ナイジェルはおまえの素す顔がおを知っていたはずだ。だが、おまえは俺には隠した。それだけでも腹立たしいのに、俺の屋や敷しきでおまえが最初に素顔を晒したのも、感情を見せたのもダニエルの前だ、忌いま忌いましいことにな。だったら俺はナイジェルもダニエルも知らないおまえの姿を暴いて、俺のものにするまでだ」


「そんな勝手な……！」


　薫の中で怒いかりが弾はじけた。


　エドガーの言っていることは単なる好こう奇き心と独どく占せん欲よく、子供じみた競争心の現れだ。嫌いや々いやながらも雇やとった執しつ事じは自分の家のものだから、自分以外の人間がその執事についてより多くのことを知っているのが我が慢まんならないだけなのだ。


　そんなくだらない理由で身体を好きにされては堪たまらない。


「お断りです」


　薫は冷ややかな怒りを全身に纏まとった。


「どうしてだ。別に初めてでもないだろう」


「それはそうですが、わたしにも相手を選ぶ権利があります。仕事とプライベートは分ける主義ですし、ましてや貴方は主人でしょう。妙みような関係になる気はありません」


　無礼なほどきっぱり断ったのに、なぜかエドガーの双眸が楽しげに光った。手ごたえのある獲え物ものを見つけた獣けもののような顔をしている。


「逆らう気か。俺のどこが不満だ」


「不満なら売るほどありますが。それ以前に、遊びでも職場の人間とは関係を持ちたくないんです。だから放していただけませんか」


「随ずい分ぶんムキになるじゃないか。……ああ、そうか。怖こわいんだな。自信がないんだろう？」


　侮あなどるような目を向けられて、薫は眉を跳ね上げる。


「どういう意味です？」


「言葉通りだ。他人に対して自分を偽ったり、必要以上に人との間に距きよ離りを置くおまえのような奴やつは、案外と他人の体温に弱いからな。それに大たい抵てい、臆おく病びようだ」


　図星を指され、薫はぎりっと奥歯を嚙み締めた。構わずエドガーが続ける。


「抱かれたら温もりに溺おぼれるかもしれない。抱いた男に惚ほれるかもしれない。それが怖いんだろう？　遊びのはずが本気になって、捨てられることを恐おそれているんじゃないのか」


「怖くなんかない！」


　固く引き結んでいたはずの唇くちびるから、知らず切りつけるような叫さけびが迸ほとばしった。


　自分は温もりに弱くなんかない。優やさしく包み込まれたとしても、脆もろく崩くずれたりはしない。抱かれたくらいで人を好きになったりはしないし、そもそも薫は人を好きには決してならない。だから捨てられることを恐れる必要など、どこにもありはしないのだ。


　──セックスなんて、快楽を得るための手段のひとつに過ぎないじゃないか。


　特別なことじゃない。怖がる必要なんてない。そんなことは自分にとって大したことではないはずだ。


　怒りに瞳をきらめかせ、薫は叩たたきつけるように宣言した。


「わたしは誰も好きにはなりません。もし今、貴方に抱かれたとしても、本気になるのはわたしじゃない。貴方のほうだ」


　へぇ？　と、エドガーがいかにも面白そうに片方の眉まゆを吊つり上げる。


「言ったな。なら、試してみるか？」


　エドガーの挑ちよう発はつに乗せられているのはわかっていたが、もう後には引けない。引くつもりもない。


　先ほどのエドガーの台詞せりふを、身をもってでも否定し切らなければ薫の気が済まないのだ。


「後こう悔かいしても知りませんよ」


　薫は挑いどむようにエドガーを見上げ、ゆっくりと伸のし掛かかってくる男の重みを受け止めた。











　……身体が熱い。


　視界や吐息が赤く染まっていくかのようだ。


　熱く霞かすんでいく意識をなんとか繫つなぎとめ、押し寄せてくる快楽の波に薫は首を振ふって抗あらがう。


「…っ、くぅ、っ……」


　尖とがらせた舌先に執しつ拗ように乳ち首くびを嬲なぶられて、堪こらえきれず身体が跳はねた。


「男のくせに、こんなところも感じるのか」


　揶や揄ゆする唇にそこを含ふくみ取られ、違ちがう、と薫は首を振る。違わないと返されて、もう一方の乳首を指で転がされ、鋭するどい刺し激げきがそこから身体の奥へ走り、びくびくと全身が反り返った。


　──こんなはずじゃ、ない。


　悔くやしくて、意地でも声を出すまいと薫は指の背を嚙み締しめる。右手の甲こうで目め許もとを覆おおうと、それを見み咎とがめてエドガーが上体を起こした。


「隠かくすな」


　薫の両手を顔の前から外させると、早くも快楽のために涙なみだを滲にじませた黒瞳を覗のぞき込んでくる。


「や、っ……」


　見られるのが嫌いやで顔を背そむけると、強ごう引いんに正面を向かされた。


「一方的に好きにされるのは悔しいか？　だが、よさそうじゃないか。ん？」


「誰、が……っ」


「おまえがだ。他ほかに誰がいる？」


「あっ、んんっ……」


　舌で散々に嬲られて嫌というほど敏びん感かんにされた乳首をきゅっと摘つままれる。予期せぬ刺激に背筋が跳ねて腰こしまで甘く痺しびれてしまい、嚙み殺せなかった嬌きよう声せいが上がった。


「…っ、ふ、……やぁっ……」


「いいんだろう？　そういう声だ」


　含み笑いでからかわれ、摘んだそれをやわやわと擦こすられる。そうしながら感じている顔を間近で見ているエドガーの余よ裕ゆうが腹立たしくて、腰が捩よじれそうになるのを薫は必死で堪えた。そうして眦まなじりをきつくし、エドガーを睨にらみつける。


「──いい表情だ」


「い、あぁっ……」


　尖った乳首を押し潰されて、切ない刺激に瞼まぶたが震ふるえた。それを見ている男の唇が満足そうな弧こを描えがき、目め尻じりに浮うかんだ涙を拭ぬぐう。その唇は泣きぼくろにまで触ふれてきた。


　──あ、そこは……。


　自分の顔のなかで一番嫌きらいなところだ。薫を男にだらしない人間に見せる、忌むべき箇か所しよ。そんなところに指でなくわざわざ唇で触れるなんてどうかしていると、ちりちりとした苛いら立だちが胸を焼く。


「ここは嫌いか？」


　思ったことが顔に出たのか、エドガーがふと笑った。その吐と息いきが耳をくすぐり、薫は思わず肩かたを竦すくめる。


「…っ……ぅっ」


「敏感だな。耳も弱いのか」


　否定する間もなく、彼の舌が耳の中に入り込んできた。濡ぬれた温かいものが耳の中で蠢うごめく感かん触しよくが異様で、けれどぞくぞくしてしまう。


「…あ、ぁっ……やぁ…っ」


　シーツを蹴けった爪つま先さきがぎゅっと丸まり、堪えきれない嬌声が上がった。とっくに反応していた自身を大きな手に包まれて、濡れた音がしたことに薫はいたたまれなくなる。


　こんなふうに一方的に与あたえられるだけのセックスになるなんて、思わなかった。


　なにしろ相手はエドガーだ。普ふ段だん、あれほど自分勝手で尊大な男だから、ベッドでも当然、そんなふうに振る舞まうのだろうと薫は疑いもしなかった。


　だから命じられる前に自分からさっさと愛あい撫ぶを仕し掛かけ、あわよくば口での奉ほう仕しで満足してもらおうと密ひそかに企たくらんでいた。奉仕など好きこのんでしたくはないが、最後までしたら確実に明日の仕事に差し支つかえる。だから嫌なことでも我慢して、身体からだに負担のかからない方法で早めに終わらせたかったのだ。


　薫の思っていた通り、エドガーはベッドでも自分勝手だった。しかし「自分勝手」の方向性が、薫の予想とまるで違った。


「おまえはなにもするな。なにも隠さず、拒こばまず、俺の好きにさせろ」


　触れられるのは好きじゃないとエドガーは言い、その言葉通り、薫の仕掛けようとした愛撫の手をことごとく押さえつけてきた。


　どんなに乱暴にされるのだろうとさすがに最初は身構えたが、エドガーは好き勝手にしながらも、とても丁てい寧ねいに薫の身体を扱あつかった。乱暴はせず痛みを与えず、手や指や唇で、薫の感じる場所をひとつひとつ探し出し、快楽だけをこれでもかと注ぎ込んでくる。


　そのやり方に自分を落とすつもりだと悟さとり、それならせめて声は出すまいと薫は意地を張っていたのだが、それもとっくに限界だった。


「……っ、く、ぅ……んんっ」


　少しでも反応したところには執拗なほどの愛撫が施ほどこされる。脇わき腹ばらを辿たどる唇に幾いくつも赤い痕あとをつけられて、そのたびに薫は悲鳴をあげてしまいそうになった。


　弱いところをきつく吸われて、腰が恥はずかしいほど淫みだらにくねる。大きな手のひらにすっぽりと包まれて擦りたてられている薫の熱は、既すでに先せん端たんから透とう明めいな雫しずくを零こぼしていた。


「……ぁ、っ」


「なんだ、もうこんなに濡らして。いきたいのか？」


　薫はぎゅっと目を閉じ、顔を背けた。こんなに簡単に反応してしまう自分の身体が厭いとわしい。きっと男を引き寄せてしまうのは、こんないやらしい身体だからだ。


　しかし自己嫌けん悪おに陥おちいる暇ひまもなく、首筋に甘く歯を立てられて薫の思考は霧む散さんする。


「いきたいなら、ねだってみろ」


「……っ」


　艶つやのある声で囁ささやかれ、うなじの辺りがぞくりとした。エドガーは薫の耳みみ朶たぶを柔やわらかく唇くちびるで挟はさみ、舌先でそこを嬲ってくる。薫の熱はエドガーの手の中で揉もみしだくように刺激されていて、もうどうすればいいのかわからない。


「……は、ぁ…っ」


「言え。どうして欲しい？」


　低い美声が身体に響ひびいて、薫はびくりと身を竦すくめる。


「ほら、言えよ。ちゃんと言えたら、その通りにしてやる。……いきたいんだろう？」


「い、やっ……やだ……っ」


　鎖さ骨こつを辿った唇が、散々に弄いじられて過か敏びんになった乳首を捕らえる。尖らせた舌先でくすぐるように先端を嬲られて、そのじれったいような淫らな刺激に薫は思わず首を振った。すると、


「なんだ。いきたくないのなら早く言え」


　長い指に根元をぎゅっと押さえられ、薫ははっと目を開けた。


「や、なに……？」


「いくのは嫌なんだろう？」


　人の悪い笑えみをエドガーは浮かべた。胸への刺激から意味もなく薫が口走った台詞を、彼はわざと曲解してみせたのだ。そして薫を追い詰つめるためにその長い指を器用に使い、熱を吐はき出せないように抑よく圧あつしながら先端を嬲ってくる。


「いや、手、放し…っ……あ、やっ、いやぁっ……」


　先端から零れた雫がとろりと伝い落ちた。それを下からなぞり上げてきた親指に拭ぬぐわれて、ひくひくと性器が震える。そのまま這はい上がった親指に、濡れそぼった先端をぬるぬるとなぞられ、堰せきき止められたまま煽あおられる苦しさに薫の腰が何度も跳はねた。


「や、やめ……嫌だ、こん、な……の、やぁっ……」


「じゃあどんなのがいいんだ。こう、か？」


「──ッ！」


　くちゅ、と先端の割れ目をくじるようにされた。敏感な部分を容よう赦しやなく刺激され、声もなく背筋が反り返る。


「あ、あ…っ、や、め……」


「これも嫌なのか？　ああ、そうか、おまえはこっちのほうが好きそうだな」


　前を堰き止められたまま、後こう孔こうに触れられた。薫の零した蜜みつをまとった指が入り口を確かめるように撫なで、く、と押すように圧あつ迫ぱくしてくる。それを何度か繰くり返し、ずるりと指が入り込んできた。


「ひ、あ…っ」


　ゆっくりと指が身体の奥へと沈しずみ込んでくる。どうしても収縮してしまう粘ねん膜まくをエドガーの指に拓ひらかれて、そのリアルな感触に薫は身を硬くして急速に目を潤うるませた。


　──や、だ……怖こわい。


　泣き出しそうに顔が歪ゆがむ。


　英国に来てから、薫は誰とも寝ねていなかった。最後に身体を開かれたのは、一年以上も前のことだ。


　久しぶりなのに、体内を侵おかされていく刺し激げきを痛いと感じない自分の身体が恐おそろしかった。粘膜を擦りながら奥まで長い指を差し入れられる、そんなことをなぜ快感として自分は受け入れてしまうのだろう。しかもこれは気持ちの伴ともなわない行こう為いなのに。


　──違ちがう。怖くなんか、ない。


　薫は身体の中を弄られる感触に喘あえぎながら、自分自身を否定するかのように首を振ふった。


　触れられれば感じる、それは当たり前のことだ。エドガーは薫が感じるように触れているのだから尚なお更さらだ。それに、これは確かに気持ちの伴わない行為だけれど、それがなんだというのだろう。今いま更さらじゃないかと、弱くなりかけた心を必死に立て直す。


　薫のことなど、誰も抱だき締しめてはくれない。本当の意味では欲しがってもらえない。


　求められるのはいつだって身体だけだ。一いつ瞬しゆんの快楽だけ。


　──そういうものだって、わかってたじゃないか。


　もうずっと前から、自分はその程度の人間だとわかっていたのだから、今更傷つく必要などないはずだ。


　ふいに湧き起こった恐きよう怖ふや葛かつ藤とうを、薫がそうして無理やり飲み下すと、


「……強ごう情じようだな」


　これまでずっと薫の反応や表情をつぶさに見ていたエドガーが、なにを思ったのかふと呟つぶやいて、奥まで沈めた長い指を急に動かし始めた。


「ひぁっ、あんっ、あぁ……っ」


「この状じよう況きようで他ほかの事を考えるとは、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるじゃないか。ん？」


　濡れそぼった先端が更さらに蜜を零すのを、エドガーの親指が押し戻もどすようにぐりぐりと弄り回してくる。体内で蠢く指が薫の弱いところに触ふれた。前と後ろからどうしようもなく感じる箇か所しよを一度に弄られ、薫はびくびくと腰こしを震ふるわせながら甘く濡れた悲鳴を上げる。


「や、だめ、それだめ……っ、はな、し……、お願、いっ……」


「ここか。おまえのいいところは」


　身体の中の感じるところに指の腹を強く押し当てられた。そのまま円を描えがくように刺激されて、くだらない思考は押し寄よせる快楽にたちまち飲み込まれていく。


「や、いや、やめ、て……っ」


　中と外から怖いくらいに感じさせられ、過ぎる快楽に苦しくなった薫はエドガーの腕うでに手をかけて手て酷ひどい愛撫を止めさせようと躍やつ起きになった。けれど震える指には力が入らず、必死にエドガーの腕に爪つめを立てても、止めさせるどころか後ろに指を増やされてしまう始末だ。そのまま音を立てて弄り回され、もうどうすることもできなくなる。


「は、あん…っ、い、やぁ……っ」


「嫌いやじゃないだろう、こんなに腰を振って。中も、俺の指に食いついてくる」


　エドガーの手を阻はばめずに、薫は泣きながら上半身を捩ねじると崩くずれるようにシーツに縋すがりついた。滑なめらかな背中に肩けん甲こう骨こつが浮うき上がり、薫が身を震わせるたびにかすかに動く。窓から差し込む月光の下、瀕ひん死しの蝶ちようを思わせるその艶なまめかしい姿を、エドガーが食い入るように見つめていた。


「……驚おどろいたな。普ふ段だんあれほど取り澄すました顔をして、スーツの下にこんなにいやらしい身体からだを隠かくしていたのか」


「そ、な……違、う……っ」


「どこが違う。ここを指で弄られて、こんなに濡ぬらして、乱れて」


「や、もうやめ、て……や、あん…っ、あぁっ……」


　泣いて許しを請こうほどに散々指で弄られて、薫はもう息も絶え絶えだ。


　身体の奥は甘く溶とけ、縛いましめられたままの熱は張り詰めて震え、切なく雫を滴したたらせている。


「もう、いや……欲し、い……も、挿いれて……っ」


　すっかりとろけたそこは、既に指での刺激では物足りなくなっていた。じくじくとした疼うずきが身体の奥から全身に広がって、立てた両りよう膝ひざが勝手に大きく開いていく。


　きちんと望みを口にしたことを褒ほめるかのように額にキスが落ちてきた。指がまとめて引き抜ぬかれ、欲しいところにエドガーのものが宛あてがわれる。


「力を抜け」


「…っ、あ、あぁっ……」


　先せん端たんを呑のまされたら、もう拒こばめない。あんなに大きなものを受け入れるなんて絶対に無理だと最初は思った。だから口で終わらせるつもりだったのだ。けれど、十分すぎるほど柔らかく解ほぐされたせいか、エドガーの猛たけりは熱くとろけた体内をさほどの苦もなく奥まで貫つらぬいてくる。


「……は、ぁっ…」


　痛みはほとんどないけれど、さすがに圧あつ迫ぱく感かんが酷ひどい。息が上手うまく継つげなくて浅い呼吸を繰り返し、薫は胸を喘がせる。


　けれど、圧あつ倒とう的な質量を受け入れさせられた苦しさよりも、いっぱいに満たされた快感のほうがずっと強かった。身体の中の熱を絞しぼるように締めつけながら、我が慢まんできずに腰を揺ゆらしてしまうほどに。


　そんな薫の焦しよう点てんを失った瞳ひとみを覗のぞき込み、この期ごに及およんでエドガーが尋たずねてくる。


「さぁ、次はどうして欲しい？」


　理性などとっくに崩ほう壊かいしていた薫は、泣きながら望みを口にした。


「抱き、締めて……くだ、さ……っ、ぎゅって、強く……」


　エドガーが驚いたように眉まゆを上げたが、薫は気づかずに懇こん願がんした。


「お、願……っ、放さ、ないで……っ、最後、まで、ずっと……抱き締めた、まま…で……」


　切れ切れに訴うつたえる薫の声には噓うそも秘密も打算もなく、それが切ないまでの本心なのだと容易に知れるものだった。そしてそれは、内容はともかくエドガーの望みに適かなうものだ。


「想像以上に手のかかる奴やつだな。……だが、こういうのも悪くない」


　エドガーの腕が薫の身体に回された。望み通りに抱き締められて、薫も広い背中へと手を伸のばす。暗くら闇やみを怖がる子供のようにぎゅっと強くしがみついても、今度は咎とがめられなかった。


　エドガーが腰を引く。ぞくりと震えた身体を抱き締められたまま、敏びん感かんになった内ない壁へきを擦こすり上げるようにしてゆっくりと奥まで犯される。


「あ、あぁ……っ」


　エドガーの質量に慣れるまで、引いてはじわじわと押し入られた。じくじくと疼く腰の奥がそんな刺激では足りないと焦こがれて跳ねるまで、それは続いた。


　粘膜が柔やわらかくエドガーを包み、波打つように纏まとわりつくようになると次し第だいにリズムが速くなる。やがて激しく揺さぶられ、薫はエドガーに懸けん命めいにしがみついた。


「あ、あっ、い、あぁっ」


　もっと、と唇くちびるだけで呟いて、快楽に潤んだ瞳で薫は無意識にエドガーを見上げる。しっとりと濡れた睫まつ毛げが切なく震えて伏ふせられるさまが、えもいわれぬ風ふ情ぜいを醸かもし出し、エドガーの視線を釘くぎ付づけにしていたが薫には気づく余裕もない。


「そんな顔……あの取り澄ました仮面のどこに隠していたんだ、おまえは」


　快楽に染まる薫の姿は凄せい絶ぜつなまでの色いろ香かを放っていた。それを凝ぎよう視しする灰色の瞳のまばたきの回数が極きよく端たんに少なくなっていることに、薫はもちろんエドガー自身も気づかない。


「もっと見せろ。──もっと」


「あ、あんっ、やぁっ……──ッ！」


　激しく突つき上げられ、揺さぶられるたびにエドガーの腹に擦られていた濡れそぼったものがとうとう弾はじけた。


　高い嬌きよう声せいを放ってびくびくと反り返る背中を、しっかりと抱き締められる。その間も薫は思うさま揺さぶられ、吐はき出している最中の性器を擦られていた。


「あ、あぁ…っ、待って、まって、だめ、やだ、いやぁっ……！」


「最後まで、放さないで欲しいんだろう？　だったら逃にげるな。望み通りにしてやる」


　抱き潰つぶされそうなほど強く拘こう束そくされて、顔中にキスの雨が降る。そんな優やさしげな仕草とは裏腹に身体の中はめちゃくちゃにかき回されて、凄すさまじい快楽を絶え間なく送り込まれていた。


　限界を超こえて与あたえられる刺激が怖くて逃げようと身を捩っても、抱き締める腕にいっそう力を込められて阻まれる。


　やがて再び絶頂へと追い上げられた薫は、本当に身動きもできないほど強くエドガーの腕の中に閉じ込められたまま、その奔ほん流りゆうを身体の奥で受け止めた。




　　　　３







　その朝、薫は六時三十分ちょうどにエドガーの寝しん室しつをノックした。


「おはようございます、マイ・ロード。ご起き床しようのお時間です」


　呼びかける声は無機質で平へい坦たんだ。ドアを見つめる面おもてには、この数日で更に強固になった執しつ事じの仮面がぴたりと張りついている。


「五分後に居間へ行く」


「かしこまりました」


　エドガーの返事を受けた薫は扉とびらに向かって一礼すると、居間へ向かった。途と中ちゆうで擦すれ違ちがった従じゆう僕ぼくに食しよく卓たくの準備の段取りを伝え、朝の紅茶の支し度たくをする。ティーポットの中でアッサムのルーズリーフがちょうどいい具合に広がる頃ころ、エドガーが居間へ現れた。


「おはようございます」


「ああ。……切り替かえの早さは相変わらずだな、執事どの」


　薫は最近、寝室のドアをノックするなり嫌味や皮肉を浴びせられることはなくなった。が、今度は意味深な眼まな差ざしと言い回しとでエドガーに絡からまれるようになった。


「さようでございますか」


　当たり障さわりなく答えながら紅茶のカップをテーブルに置くと、手首をエドガーに摑つかまれた。強く引かれ、前のめりになった薫の耳に彼は唇を寄せてくる。


「つれないな。泣きながら必死に縋りついてきた昨夜のおまえはどこへ行った？」


「……っ」


　胸の下で心臓が跳はねた。薫は無言で上体を起こし、周囲の気配を素す早ばやく探さぐる。従僕やメイド、メイド頭の立ち働く物音は遠く、かすかだ。


　──よかった。居間の周辺には誰もいなかったみたいだ。


　内心で安あん堵どの息をつくと、エドガーがにやりとした。表には出ない薫の動どう揺ようを彼は見み透すかしているのだ。楽しげに目を細めたエドガーは薫を解放し、紅茶のカップを手に取った。


「どこかに切り替えのスイッチでもあるのか、或あるいは涙なみだぐましい努力の賜たま物ものか。どちらにしても夜と朝とじゃ別人だな。毎度毎度、見事なものだ」


「……恐おそれ入ります」


　薫はあからさまなエドガーの揶や揄ゆを、少なくとも表向きは眉ひとつ動かさずに受け流した。そうした態度は以前なら確実にエドガーの目を険しくさせたが、今は逆だ。機き嫌げんを損そこねるどころか、むしろ面おも白しろがられている。


　これ以上遊ばれるのは癪しやくなので、エドガーの前に新聞を並べた銀ぎん盆ぼんを差し出すと薫はさっさと退室する。扉を閉めると、は…、と短い溜ため息が漏もれた。


「なんで朝からこんなに疲つかれなきゃならないんだ」


　眼鏡めがねを失ってからというもの、薫は殊こと更さらに完かん璧ぺきな執事としてストイックに振ふる舞まっていた。ピンと張った弦げんのように隅すみ々ずみまで神経を張り詰つめさせて職務に徹てつし、自分の周囲に一いち分ぶの隙すきもなく壁かべを作る。それは物理的な盾たてを失った今、どうしても必要なことだ。


　けれどその一方で、そんな自分の頑かたくなさに薫は呆あきれてもいた。


　──なにをムキになっているんだ、俺は。


　自意識過か剰じようだと自分でも思う。けれど素顔を晒さらしている今、触ふれれば落ちるようなだらしのない印象をできる限り払ふつ拭しよくしたかった。それに、少しでも隙を見せたらエドガーとの関係を誰かに見み抜ぬかれてしまいそうで不安なのだ。


　エドガーと、主人と執事という立場を超えて一夜を共にしたあの日以来、エドガーの帰宅が早くなり、彼の遊び相手が薫の携けい帯たいを鳴らす頻ひん度どは極端に減った。


　セックスは、あの一度きりでは終わらなかった。なにかの拍ひよう子しに強ごう引いんに始められ、抵てい抗こうしきれず押し流されるように何度か抱だかれてしまっている。


　遊び相手はたくさんいるはずなのになぜ自分にまで手を出すのかと、腹立たしく思うと同時に単純な疑問を抱いた薫は、一度エドガーに問い質ただしてみたのだが、


「今のところ、おまえが一番鑑かん賞しようのしがいがあるからだ」


　返ってきたのは、そんな人を馬ば鹿かにしたような答えだった。


「どんなに美人でも感じ始めると醜みにくくなるタイプがいるんだが、俺はそういうのは駄だ目めだ。萎なえる。その点、おまえは追い詰めてぼろぼろに崩くずしても十分鑑賞に堪たえるからな。おまえの泣き顔や反応は癖くせになるんだ。それに身体からだの相性もいい」


　他の身体を抱く気がしない、と笑ってみせる意地の悪い目つきからは、それが本心なのか戯たわむれなのか、判断がつけられなかった。


　そして不本意極きわまりないことだが、エドガーの言葉の一部については薫も密ひそかに似たようなことを感じている。


　──あの人の言う通り、相性はいいんだ。たぶん。


　ただ薫の感じている相性の良さは、エドガーの言うような身体の相性とは少し違ちがう。


　──なんだろう。肌はだが合うっていうか、なにか通じるものがあるっていうか……。


　エドガーとは、精神的にとても近いところで触れ合っているような気がする。


　いつも薫は一方的に乱され、追い詰められてばかりだが、不思議と自分だけが身体や心を暴かれているようには思えなかった。エドガーからもなにかが流れ出し、それが薫に伝わってくる。その「なにか」の正体はわからないけれど、薫には馴な染じみのあるもののように思えた。それを感じるたびに、快楽だけじゃなく精神的ななにかをエドガーと共有しているような気持ちになり、その感覚が心ここ地ち好よくて癖になりつつあるのかもしれない。


　それはおそらく薫の錯さつ覚かくなのだろう。けれど、抱き合っていると互たがいの欠けた部分を埋うめ合えるような一体感があり、なぜだか身体だけでなく心まで満たされるような気がしてしまう。


　──嫌いやだな。恋こい人びと同士でもないのに。


　薫は無意識に眉まゆ根ねを寄せた。


　そもそもエドガーと薫の間には精神的な繫つながりなど欠片かけらもない。主従としての信しん頼らい関係さえまともに築けていないのだ。エドガーにとって薫はいつでも解かい雇こできる使用人であると同時に、性的な欲望や征せい服ふく欲、独どく占せん欲を満たすための都合のいい道具に過ぎない。薫にしても、伯はく爵しやく家に紹しよう介かいされる直前までは新しい主人に真面まじ目めに仕つかえる心積もりでいたけれど、今は侯こう爵しやく家の面目を保ちたい一心で首を切られないよう必死に仕えているだけだ。


　それなのに、なぜこんなことになってしまったのだろう？


　どうしてエドガーはあんなふうに自分のことを抱くのだろうか。


　エドガーのセックスは自分勝手なのに、酷ひどく甘い。愛あい撫ぶは執しつ拗ようなほど丁てい寧ねいだし、薫が達するとその後で甘やかすようなキスをたくさんくれる。彼が最後を迎むかえるときは、必ず強く抱き締しめてくる。まるで本当の恋人を相手にしているかのように。


　初めて抱かれた夜の記き憶おくは途中からすっぽり抜ぬけ落ちていたが、きっとあの夜もそうだったのだろう。たぶん薫の身体はそうされたことを覚えていて、無意識にそれを追い求め、だから二度目にベッドに引きずり込まれたときも抵抗しきれず、押し流されてしまったのだ。


　その甘かん美びな呪じゆ縛ばくは回数を重ねるごとに甘さを増して、より深く薫を搦からめとる。


　──悪あく循じゆん環かんっていうか……なんだか弱みを握にぎられた気分だ。


『アンダー・ザ・ローズ』──ふたりの最初の夜となったあのレセプションのコンセプトは、今となっては実に皮肉だ。その言葉の意味する通り、あの夜から誰にも知られないように密かに関係が続いている。


　薫はふと、エドガーの寝室の絵皿を思い起こした。未いまだに来歴のわからない絵皿に描えがかれている匂におい菫すみれは、薔薇ばらの下に咲さいている。美しいのに、見ているだけで妙みように切なくなる理由は使われているモチーフが作者の気持ちを表しているせいだろうか。


　アンダー・ザ・ローズには「密かに」とか「内ない緒しよで」とか、そんなふうな意味があるし、匂菫の花言葉は秘密の恋こいだ。


「誰にも言えない秘密の恋、か。これじゃ昔とそっくりだ」


　溜め息と共に呟つぶやいた薫は、直後、自分の言葉にぎくりとした。


『──もう遊びは終わりにしよう』


　優やさしげな男の声と、闇やみを埋めるように舞う雪のイメージが閃ひらめくように浮うかび上がる。


　それは過去の記憶だった。七年も前の、消したくても消えない失しつ恋れんの記憶だ。


　一生、誰も好きにはならない。そう決めている薫だが、過去にひとりだけ、自分の一生を捧ささげてもいいと思うほど好きになった人がいた。


　相手は七つ年上の男性で、名を松雪孝たか司しといった。父方の従兄いとこだ。


　十歳の頃ころに交通事故で両親を亡くした薫は、有名な老舗しにせ旅館『松まつ乃の屋や』を営む伯お父じ夫婦に引き取られた。突とつ然ぜん独りぼっちになった薫の寂さびしさをなにかと気き遣づかってくれたのが孝司だった。


　孝司はお洒落しやれで恰かつ好こう良くて、勉強やスポーツはもちろん、なんでもできる人だった。優しくて、いつも穏おだやかな人好きのする笑顔を浮かべており、人に嫌きらわれる要素がなく、事実誰からも好かれていた。そんな年上の従兄に薫は幼い頃から憧あこがれていた。


　伯父の家に引き取られてからは、その気持ちはいっそう強くなった。寂しさと心細さに震ふるえていた薫を優しく包んでくれたのは、忙いそがしい伯父夫婦ではなく孝司だったからだ。


　父のようで兄のようで友達のようで、そのどれでもない孝司が、薫にとって世界で唯ゆい一いつの人になるのにそれほど時間はかからなかった。


　幼い憧れが恋こい心ごころに変わり、自覚した薫が忘れよう、堪えようとすればするほど思いは募つのり、とうとう抑おさえ切れなくなって告白したのが高校に入学した春のことだ。


『可愛かわいいな、薫は』


　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの告白の後、独り言のように呟いた孝司にキスをされ、そのまま抱かれて薫は有頂天になった。まさか自分の気持ちを受け入れてもらえるとは思っていなかったのだ。


　降って湧わいたような幸福感に目が眩くらみ、孝司が伝統と格式ある老舗旅館の跡あと取とり息むす子こであることや、自分が居い候そうろうだという現実を薫は忘れてしまった。


　馬鹿だったのだ。


　かつての自分を顧かえりみるたび、頭のどこかが痺しびれるように冷たくなる。


　同性同士の恋など真しん剣けんにするものじゃない。ただえさえ先のない関係だ。本気になったら、疎うとまれて捨てられる。それは当然のことなのだ。


　高校三年の冬、薫はそれを孝司から学んだ。


『──遊びは、そろそろ終わりにしよう』


『遊び……？』


　思いがけないことを言われて、驚おどろくよりもただきょとんと目を丸くした薫を、孝司は柔やわらかな眼まな差ざしで見下ろしていた。


『そうだよ。薫は美人で色っぽいし、俺のことを可哀かわい相そうなくらい一いち途ずに好きでいてくれたから、ついずるずるとここまで付き合ってしまったけど。これ以上真剣になられるのは正直、とても困るんだ。薫も知って……いや、知らなかったかな。俺が六月に結けつ婚こんするってこと』


　瞬しゆん間かん、世界は色を失なくし、あらゆる音が消えたと思った。けれどそれは錯覚に過ぎず、薫はあのとき舞っていた雪の白さも、嫌だと叫さけんだ自分の声も、静かに首を振った孝司の眼差しの柔らかで残ざん酷こくな色みさえ、鮮せん明めいに思い出すことができる。


『遊びとはいえ従兄弟で、しかも男同士で付き合っていたなんてバレたら外聞が悪いだろう？　立場もあるし』


　立場とはなんだろう。薫が親もいない居候の身だったのに対し、孝司は大事な跡取り息子だということか。


『薫が彼女に告げ口するなんて思っているわけじゃないんだ。でも、くだらないことを耳に入れて彼女を煩わずらわせたくない。だから、悪いけど──』


　くだらないこと。そんな言葉で自分達の関係を切り捨てた孝司は少し困ったような、けれど罪悪感のかけらもない柔にゆう和わな微笑を浮かべ、更さらなる刃やいばを振ふり下ろした。


『──高校を卒業したら、出て行って欲しい』


「……っ」


　あの言葉を思い出すと、今も身が竦すくむ。


　薫は中学生の頃から旅館の雑用を手伝っていた。外国人の宿しゆく泊はく客にも居心地よく過ごしてもらえるようにと英語の勉強も必死でした。薫のことをとても可愛がってくれたアーリントン卿きようとナイジェルが春と夏には必ず長期滞たい在ざいしたからクイーンズ・イングリッシュを身につける機会にも恵めぐまれた。そうして旅館の仕事を少しずつ覚えていったのは、自分を引き取ってくれた伯父夫婦に対する恩返しの気持ちもあったけれど、なにより孝司の傍にいたかったからだ。


　思いがけず孝司と付き合うことになってからは、恋人であることを公おおやけにはできなくても一生彼を支えていけたらそれでいいなんて、夢のようなことを考えていた。


　愚おろかなのにも程がある。


　孝司がいずれ、しかるべき女性を妻に迎えることはわかりきったことだったのに、初めての恋に夢中だった薫にはなにも見えてはいなかったのだ。


　同情で付き合ってもらっていたことも、ただ遊ばれていたのだということも。


　親のない居候の身で、身体からだ目当ての馬ば鹿かな男ばかり惹ひきつけてしまう自分なんかに、本気で愛される価値があるはずはなかったのに。


　薫は細く息をつき、翳かげの落ちた黒い瞳ひとみを青ざめた瞼まぶたで静かに覆おおった。


　──もう二度と、あんな馬鹿な真似はしない。


　同性の、しかも立場や身分の違ちがう相手に恋などしない。それ以前に、誰のことも好きにはならない。恋れん愛あいなんて、くだらない茶番だ。


　確かに今の状じよう況きようはあの馬鹿げた初はつ恋こいのそれと似ているけれど、決定的な違いがある。


　薫とエドガーの間には恋愛感情がまったく存在しないことだ。


　エドガーにとっては遊びなのだと薫は最初から承知しているし、自分の気持ちも彼にはない。それ以前に彼は貴族で自分は執しつ事じだ。身分の差は歴然としており、貴族であるエドガーがいずれ名家の令れい嬢じようを妻として迎えることはわかりきったことである。


　──大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとわかってるから、俺は間ま違ちがえたりしない。


　たとえエドガーがどれほどベッドで甘く振る舞まっても、彼に抱だかれることで寂しい心がどれほど満たされ癒いやされても、勘かん違ちがいしたりほだされたりはしない。絶対に。


　薫はすっと目を開けた。翳りは瞳の奥に沈しずみ、硬こう質しつな意志の光だけがその表面を覆っている。


「時間だ。行かなきゃ」


　意識を切り替かえ、朝食の給仕のために薫は食堂へ向かった。





　　　　＊





　木曜日の午後。


　薫はナイジェルに誘さそわれて、ノッティング・ヒル・ゲート駅から程近いレストランで彼とランチを共にした。


　互たがいに近きん況きようを報告し合ったり、冗じよう談だんを言い合ったりして楽しい時間を過ごした後、薫はナイジェルと別れ、本屋を覗のぞいたりプライベート用の紅茶を幾いくつか購こう入にゆうしたりと、久々に羽根を伸のばすことができた。そして晴ればれとした気分で帰宅したのだが、


「どこへ行っていた」


　帰ると同時に不ふ機き嫌げんなエドガーに捕つかまってしまい、せっかく解ほぐれていた気持ちは瞬またたく間に硬こう化かした。


「なにか御ご用ようでしょうか？　今日はわたしは休きゆう暇かをいただいておりますが」


「おまえ、もう俺以外からの電話には出るな」


　薫の言葉には耳も貸さず、書しよ斎さいへ引きずり込んだかと思うとエドガーが唐とう突とつに命じてきた。


「は……？」


　今度はまたなにを言い出したのかと薫は思わず首を捻ひねった。


　エドガーには、怒いかりや苛いら立だちが高じると途と中ちゆう経過をすっぱり飛ばして結論だけを伝えてくるという悪い癖くせがある。今もそうで、薫には彼の真意がさっぱり摑つかめない。ただ、途中経過や事情はどうあれ頷うなずける内容でないことは確かだ。


「それでは職務に差し支つかえます」


　薫が命令を退しりぞけると、エドガーが眼差しを鋭するどくする。


「今でも支障だらけのはずだ」


　なんのことか訳がわからず、薫は首を傾かしげた。すると、薫が黙だまったほんの数秒で痺れを切らしたらしく、エドガーが苛々と言葉を継つぐ。


「おまえ、うちの秘書に便利に使われていただろう」


「便利……？」


　薫はますます首を傾かたむけた。打ち合わせやスケジュール確かく認にんのためにエドガーの秘書たちと頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取ってはいるが、別に使われた覚えはない。


　なんのことだろうかと少し考え、あ、とひとつ思い当たった。


　エドガーの秘書のひとりから、国外の会社や資産家などの資料を集められないかと助力を請こわれたことがあったのだ。


　その秘書は短時間で資料を揃そろえろとエドガーに命じられたらしかった。しかし聞いたことのない企き業ぎよう名や個人名がいくつかあり、その中には通常の手順で調べただけでは詳しよう細さいのわからないものもあったようで、途と方ほうに暮れたその秘書は、外国人なら別の伝つ手てがあるのではと藁わらにも縋すがる思いで薫に連絡してきたのだ。


　薫が以前勤めていたホテルは国こく賓ひんクラスの人々を始め、各界の重じゆう鎮ちんや有名人が好んで宿泊していたため、一いつ般ぱん人の常識をはるかに超こえた無茶な要求を突つきつけられる機会が多々あった。それらに対応するために、様々な情報の入手経路や優ゆう秀しゆうなリサーチ会社などのリストが薫の頭には大量に詰つめ込まれている。


　一度、その秘書のために知識の一部を活用したら、彼はなにか困ったことがあると連絡してくるようになった。薫はその都度協力していたのだが、それが裏目に出たのだろうか。


「お役に立てたらと思ったのですが、却かえってご迷めい惑わくだったのでしょうか？」


　もしや自分がなにかミスをして秘書を窮きゆう地ちに立たせたのではと、心配になった薫はエドガーをひたと見上げた。だが、それは杞き憂ゆうだったようだ。


　エドガーは胸の前で腕うでを組み、憮ぶ然ぜんとして首を振った。


「俺が言っているのはそういうことじゃない。おまえの職業はなんだ」


「執事です」


「どこの執事だ」


「スタッドフォード伯はく爵しやく家の執事です」


「だったら俺以外の人間に仕つかえる理由はないはずだ」


　違ちがうか？　と皮肉たっぷりにエドガーが片かた眉まゆを引き上げる。


　そうして彼の不機嫌の理由が明らかになると、あぁまたか、と薫は思わず大きな溜ため息をついてしまいそうになった。


　エドガーにはどこか子供じみた独どく占せん欲よくがある。主人を差し置いて、他ほかの人間に先に素す顔がおを見せたとか笑いかけたとか、そんなことで機嫌を損そこね、キスをしてきたり身体を奪うばったりするような男だ。自分の屋や敷しきの執事が他人に、しかも自分の部下に使われているなど我が慢まんできないことなのだろう。或あるいは、伯爵家の執事が一般人に顎あごで使われるなど、家の体面に関かかわると思っているのかもしれない。


「わかったら秘書の仕事を奪うな。余計な口出しだ。おまえはおまえの仕事をしろ」


「かしこまりました」


　電話を受けるか受けないかはさておき、頼たよられたからといって秘書の仕事に口を出したのは確かに余計で、差し出がましいことだった。そこはエドガーの言う通りなので、薫は自分の非を認めた。だが、彼がそうまで言うのなら薫にも言わせて欲しいことがある。


「今後、会社のことに口出しをするのは控ひかえるようにいたします。ですがマイ・ロード、そこまでおっしゃるのでしたら、わたしの携けい帯たいを鳴らす人間を減らす努力をしてください。随ずい分ぶん少なくなったとはいえ、未いまだに貴方の遊び相手がスタッドフォード卿きように繫つないで欲しいと電話をかけてくるので困っています」


　助力を請うてくる秘書よりも、こちらのほうがよほど仕事に障さわりがあるのだ。しかし、そう訴うつたえた途と端たん、エドガーがにやりとした。


「なんだ、妬やいたのか？」


「ご冗談を」


　薫は冷れい淡たんに切り返したが、胸の奥でなにかがぎくりとしたのに気づいた。


　──え？　なに、今の。


　鼓こ動どうが少し速くなったが、今の言葉のどこに動どう揺ようする要素があったのか、薫にはさっぱりわからない。


　まさか彼の言う通り、嫉しつ妬としたわけじゃあるまいし──と、そう思った瞬しゆん間かん、いきなり胸が騒さわぎ始めた。今の会話や嫉妬などとはどう考えても繫がらないはずの疑問が浮ふ上じようしてきて、そのことを考えると和紙に落とした墨すみのように嫌いやな感情がじわりと広がっていく。


　──いや別にこれは嫉妬じゃなくて、ちょっと気になるだけなんだけど。


　心の中で誰にともなく言い訳をしながら、薫はエドガーを盗ぬすみ見る。


　──この人……誰にでもああなのかな。


　彼は一晩の遊び相手にも、自分を抱だくときのようにキスをしたり抱き締しめたりするのだろうか。もし、そうだとしたら……。


　──だったら、どうだっていうんだ。


　胸がちくりと痛んだ気がしたが、くだらない、と薫はすぐさまその考えを打ち捨てる。と、そのとき思考を完全に遮しや断だんするかのようにプライベート用の携けい帯たい電でん話わが着信を知らせた。


「──あ。ナイジェルさまだ」


　さっき別れたばかりだが、ナイジェルのことを思うと懐なつかしさに似た安あん堵ど感かんが込み上げる。どこか救われたような気持ちになって、通話ボタンを押しながら足早に退室しようとすると、


「出るなと言っただろう」


「あっ!?」


　エドガーに携帯電話を奪われた。


「ちょっと、なにをするんです!?　返してください、それはプライベートの……！」


「いいから、おまえは黙ってろ」


　顔を上げられないように片手で頭を押さえられてしまい、エドガーが放った高圧的な第一声を薫は彼の足元を睨にらんだままで聞かされることになった。


「これになんの用だ」


『やあ、エドガー。随分と機き嫌げんがいいようだね』


　ナイジェルの笑い声が聞こえた。直前のふたりの攻こう防ぼうは筒つつ抜ぬけだったようだ。薫はじたばたするのを止めて、漏もれ聞こえてくるナイジェルの声にじっと耳をそばだてる。


「俺の機嫌などどうでもいい。なんの用だと聞いているんだ」


『きみには別になんの用もないが？』


「そうか。なら切る」


『わかったよ。そう苛々しないでくれ。電話をかけたのは、薫が書店に寄ると言っていたのを思い出したからなんだ。もしまだ書店にいるのなら、ついでに僕の探している本があるかどうか確かく認にんしてくれないかと頼たのみたかった。それだけだよ』


　なにがそれだけだ、とエドガーの声が険を含ふくむ。


「忘れたか？　他ならぬ侯こう爵しやく家のご意向により、これはうちの執しつ事じになったんだが」


『もちろん覚えているよ』


「だったら本屋くらい自分で行け。俺の許可なくこれを使うな、主人気取りで気安く電話をかけてくるな。不ふ愉ゆ快かいだ」


　叩たたきつけるようにそう言うと、エドガーは通話を切ってしまった。あっ、と薫は抗こう議ぎの声を上げたけれど、もう遅おそい。


　──なんで勝手に切るんだ。俺にかかってきた電話なのに。


　薫は唇くちびるを引き結んだ。が、不満を飲み込むことはできても、勝手に電話に出られた挙げ句、一言の会話も許されないまま通話を切られた腹立たしさは簡単に消えるわけがない。頭を押さえつけていた圧あつ迫ぱく感かんがなくなり、顔を上げた薫の瞳ひとみが反はん抗こう的にきらめいた。


「……なんだ。電話に出るなとおっしゃったのは、貴方の方こそ妬いているというわけですか」


　軽く伏ふせた瞳に抑よく揚ようのない声、いつもと変わらぬ無表情で薫は聞こえよがしに呟つぶやいた。冷ややかな揶や揄ゆは、もちろん本気ではない。エドガーの身勝手な振ふる舞まいに対する意い趣しゆ返がえしだ。


「馬ば鹿か言うな。誰が妬くか」


　顔を顰しかめたエドガーにほんの少し溜りゆう飲いんを下げていると、携帯電話を投げ返された。


「ついでにこれをやる。つけておけ」


　続けて小さなものが飛んでくる。それはスタッドフォード伯爵家の紋もん章しようの入った小さな美しい記章だった。侯爵家では記章を身につけることはなかったから、これは伯爵家独自の習慣なのかもしれない。


　──ということは、もしかしてこれは執事として認められた証あかし？


　もしそうなら今の意地悪は水に流してもいい、と薫はかすかな期待を胸に目を上げた。


「あの、これは──」


「電話には出るな」


　記章の意味を尋たずねようとした矢先にエドガーが話を振り出しに戻もどしたので、薫の中の小さな期待はたちまち苛いら立だちに塗ぬり潰つぶされた。むっとして言い返す。


「それはできません。職務に支障をきたすと先ほど申し上げました」


「いいから出るな。腹が立つ」


　そう言い捨てたエドガーは宙を睨み、なにか難しい問題に直面したかのように眉み間けんに皺しわを刻んでいる。


「最近、おまえが他の人間と話したり笑ったりしているのを見ると、これまで以上に不愉快だ。我慢ならない。どういうわけか苛々する」


　エドガーは独りごち、再び薫を睨むように見た。


「そういう訳だ。とりあえずおまえは俺以外の人間と会うな。話すな。笑いかけるな」


「……は？」


　思いがけないエドガーの主張に、薫はしばし啞あ然ぜんとした。


　たった今、妬いていないとエドガーは言明したばかりだ。もちろん、それはそうだろう。自分など、彼にとっては星の数ほどいる遊び相手より価値の低い玩具おもちやに過ぎず、薫もそれを承知の上でエドガーをからかったのだ。


　──でも、今のはなんだか物もの凄すごく……。


　嫉妬しているのだと、わかりやすい言葉で表現されたような気がする。


　呆あつ気けに取られて険しい表情を見上げていると、エドガーがじろりと睨み下ろしてきた。


「なにを見ているんだ」


「あ、いえ」


　慌あわてて目を伏せながら、もしかしたら無自覚の嫉妬なのだろうかと薫は密ひそかに考えた。そうでなければ恥はずかしげもなくあんな言葉を堂々と口にできるはずがない。


　──いや、でも無自覚なんて馬鹿みたいなこと、この年になってあり得ないし。


　やはり例の独どく占せん欲よくからそんなことを言っているのだろう。自分のものは人に取られるのはもちろん、貸し出すだけでも嫌なのかもしれない。それはとても納得のいく答えだ。


　疑ぎ惑わくが解消してほっとしつつも、胸のどこかでなんとなく薫が落らく胆たんしたとき、今度は来客を報しらせるベルが鳴った。


「あ、お客様が……」


「おまえはいい」


　習慣で玄げん関かんへ向かいかけた薫をエドガーが制止した。


「誰が来たのかはわかっている。おまえは出るな。ここにいろ」


　薫を押しのけるようにしてエドガーが足早に書しよ斎さいを出て行く。その様子に胸むな騒さわぎがして、薫はとっさに後を追った。見み間ま違ちがいでなければ、脇わきを擦すり抜ぬけたエドガーの横顔は今までのような単なる不機嫌では済まされない、尋じん常じようならざる苛か烈れつな怒いかりに彩いろどられていたのだ。


「来るなと言っただろう。同じことを何度も言わせるな」


「ですが、見過ごしてはならないような気がします」


　上手く言い表せない漠ばく然ぜんとした不安が胸に立ち込めて、薫は今いま更さら、気がついた。


　──どうしてこんなに早い時間に、この人が帰宅しているんだ。


　まだ三時過ぎだ。まさか薫に文句を言うために帰ってきたわけではないだろう。


　──なら、なんのために？


　エドガーは誰が来たのかはわかっていると言った。それなら早過ぎる帰宅の理由は、今ベルを鳴らした客にあるはずだ。しかしエドガーの様子では、相手は招かれざる客といった感じだ。


　青白い怒りを纏まとった背中を薫は急いで追いかけた。しかし、こういうときには体格の差が歩ほ幅はばやスピードの差となって如によ実じつに表れる。薫が階段の半ばに差し掛かかったとき、エドガーは既すでに玄関の扉とびらに手を掛けていて、従じゆう僕ぼくに脇にいるように合図をすると彼は自らドアを開いた。


「あ、」


　ドアの向こうにはダニエルがいた。目が合い、薫は身を強こわ張ばらせ、それを見たダニエルが必死の表情で口を開く。


「カオル！　聞いてくれ、きみに謝りに来たんだ……！」


「今更だ」


　短く言い捨て、エドガーがダニエルの肩かたを突つき飛ばした。ダニエルが後ろへよろめき、薫の視界から消える。


「あ、あの……っ」


「おまえは出てくるな」


　玄関ホールに降りてきた薫がなにか言う前にエドガーが制し、「執事を押さえておけ」と従僕に命じる。「え、いいんですか!?」と驚おどろいた従僕を一ひと睨にらみで黙だまらせて、彼は外に出ると扉を閉めてしまった。


「お待ちください、なにをなさるおつもりです!?」


「うわ、ちょ、ちょっと落ち着いてください！」


　物ぶつ騒そうな気配を感じた薫は、エドガーを追いかけようと必死になって抗あらがった。だが、長身の若い従僕に力任せに羽は交がい締じめにされてはどうしようもない。


　抵てい抗こうを諦あきらめると、薫の耳はエドガーとダニエルの言い争う声や、外から近づいてくる数人分の足音を捉とらえた。エドガーが何事かを命じると、誰彼構わず口くち汚ぎたなく罵ののしるダニエルの声が引き摺ずられるようにして遠ざかっていく。


　やがて戻ってきたエドガーの合図で従僕の拘こう束そくから自由になると、薫はなんとも言えない表情でエドガーを見上げた。


「被ひ害がい者しやのわたしならともかく、なぜ貴方がそんな態度を？　仮にもご兄弟でしょう」


　珍めずらしく感情をあらわにした薫をしばらく黙って見つめた後、


「──書斎へ来い」


　エドガーが顎あごをしゃくった。











「大方のことは知っているだろうが──」


　メイドが運んできた紅茶のカップが二客載のったテーブルを挟はさみ、エドガーと薫は向かい合って座っている。


　カップから立ち上る湯気を目で追うエドガーの話に、薫は耳を傾かたむけた。


「我が伯はく爵しやく家の家族は不仲だ。義母と彼女の息子ダニエルと、俺との不仲は二十年越しだ」


　その原因は色々ある。そのひとつは父親である十一世スタッドフォード伯爵がエドガーの母と結けつ婚こんした当初から愛人を囲っていたことだろう。


　エドガーの母は気き丈じようだったが身体からだが弱かった。家庭を顧かえりみない夫の冷たさは愛する我が子を慈いつくしむことで乗り越えられたが、出産が彼女の寿じゆ命みようを縮めてしまった。


　エドガーが五歳になる前に母は亡くなり、それから一年も経たたないうちに父は愛人と再さい婚こんして、義母とふたりの子供が屋や敷しきにやってきた。ふたりの子供のうち上の男の子がダニエルだ。


　生母を亡なくしたエドガーは新しい母親と兄弟を得たが、正妻の子と、元は愛人とその子供という間あいだ柄がらでは互たがいに反感を抱いだきこそすれ、歩み寄れるはずがない。


　しかも驚いたことにエドガーとダニエルの年の差はわずか五ヶ月だった。エドガーのほうが先に生まれたとはいえ二人は同じ年ねん齢れいだったのだ。


　それがふたつめの原因になったと、エドガーは淡たん々たんと続けた。


「あの女はアメリカ人で、この国では貴族は当主とその長男のみという制度を認められなかったようだ。貴族といっても名ばかりで特権などひとつもないのに、どうしても我が子に爵しやく位いを与あたえたかったらしい」


　厳密に言えば爵位は当主だけのもので、父親が亡くなるまでは長男も法的には貴族ではない。けれど長男は名目上、父親の二番目の爵位を名乗るという慣例がある。


　わずか五ヶ月の差でエドガーは子し爵しやくを名乗ることを許され、家や財産を相続する権利が認められていた。それに対し、次男のダニエルは爵位はおろか財産を分けてももらえない。義母はそれが許せなかったのだ。


「彼女の不満は俺に向けられた。暴力を振ふるわれ、食事を抜かれ、まあ一通りの虐ぎやく待たいは受けた。ダニエルも調子に乗って色々と嫌いやがらせをしてきたが、奴やつは昔から馬ば鹿かだったからな。大した被ひ害がいは受けなかったし、報復は倍返しにした。互いの憎ぞう悪おを膨ふくらませるには願ってもない環かん境きようだったわけだ」


「そんな……お父上はどうなさっていたのです？」


　ダニエルはともかく、義母は大人おとなだ。幼いエドガーには対たい抗こうできなかっただろうし、屋敷の女主人のすることならば使用人も止められなかったはずだ。唯ゆい一いつエドガーを助けられる立場にいた父親は、跡あと取とり息むす子こが虐待されていることに気づかなかったのだろうか。


　エドガーは灰色の瞳ひとみに強きよう烈れつな侮ぶ蔑べつの光を浮うかべ、右の口角を吊つり上げた。


「面めん倒どうなことには関かかわりたくなかったんだろう。あの男は別の愛人に家をあてがい、そこに入り浸びたっていた」


　生命の危機にまで追い詰つめられていることに気づき、危あやういところでエドガーを救ったのは父親ではなくその友人、アーリントン侯こう爵しやくだった。


　エドガーは手て酷ひどく痛めつけられた身体を侯爵の庇ひ護ごの下で癒いやした。その後数年を侯爵家で過ごしたが、このままでは義母とダニエルに家を乗っ取られてしまうとエドガーは次し第だいに危機感を強めた。屋敷には母が結婚したときに持ち込んだ品々があったのだ。それを義母の好きなようにされるなど、許せない。


　エドガーは殺さつ伐ばつとした屋敷へ戻もどった。屋敷での生活は凄せい惨さんを極きわめ、学校では貴族の子息とは思えないほど荒すさんでいたエドガーを生徒達は遠巻きにしていた。パブリックスクールでエドガーの周囲にいたのは、由ゆい緒しよある伯爵家のお家いえ騒そう動どうを面おも白しろおかしく囃はやし立てる者か、美術界に強い影えい響きよう力を持つ伯爵家におもねる者かのどちらかだ。それ以外の生徒達はエドガーの無ぶ愛あい想そうで不ふ遜そんな態度に反発していた。そんな環境だったから、エドガーは誰も信用しなかった。当時かろうじて友人と言えたのは、聡そう明めいで裏表なく思ったことを口にするアーリントン侯爵の長男ナイジェルくらいだった。


「諍いさかいは父が死ぬまで続いた。その後、俺は自分の当然の権利として爵位と財産を受け継ついだ。それが腹に据すえかねたのか報復を恐おそれたのかは知らないが、義母は必死でしがみついていたこの屋敷から逃にげ出した。今はパリにいる。だが、ダニエルはロンドンに残った」


　あれはフランス語がまったく出来ないからな、と鼻で笑う。


　エドガーはなんでもないことのように淡々と語っていたが、そのあまりに痛ましい内容に薫はどんな顔をすればいいのかわからなかった。これではダニエルに対するあの態度も当然だ。


「ダニエル卿きようはキングス・ロードで画が廊ろうを経営なさっているとか」


「あんなもの、もう潰つぶれたも同然だ」


　エドガーの瞳を物騒な光が過よぎった。


「これまで奴は、義母が密かにこの屋敷から持ち出した名画を売り捌さばいていた。それを買い上げていたのは俺だ。気づかれないように代理人を立ててな。だが、その絵も底をついた。すべて買い戻したから俺はもう奴の画廊に用はない。その結果、奴が顧こ客きやくだと思い込んでいる人間からの連れん絡らくはすべて途と絶だえた」


　それを知らないダニエルは、ストックがなくなる前に独自に絵を入手しようと有名作家らに連絡を取ろうとした。しかし彼はスタッドフォード伯爵家の人間とは思えないほど芸術に疎うとく、教養がなかった。それでなぜ画廊を経営しようと思ったのかといえば、単に貴族階級出身の若者がつく職業としてはなかなか様になるというだけのことだ。


　結局ダニエルは名のある作家には相手にされず、才能ある若手を発はつ掘くつすることもできず、コレクターの信用もなければ優すぐれた企き画かくを立てる能力もなく、画廊は開店休業に追い込まれた。


「その挙げ句、奴は上手い話に乗せられて贋がん作さくを摑つかまされた。少しばかり見る目があれば、すぐにわかる粗そ悪あくなものだったらしい。その結果、奴の許もとには莫ばく大だいな借金だけが残った」


　別にエドガーが罠わなに嵌はめたわけではない。彼はただ、自分の屋敷から無断で持ち出された絵を買い戻していただけだ。ギャラリストとして身を立てるだけの力も才覚もないダニエルがいずれ自じ滅めつすることは目に見えていたので、わざわざ手出しをするまでもなかった。


「だが、ダニエルは想像以上の愚おろか者だった」


　苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔でエドガーが呟つぶやいた。


　騙だまされて贋作を摑まされ、多額の負ふ債さいを抱かかえ込んだダニエルは、起死回生を狙ねらってこの屋敷の隠かくし財産を探しはじめたのだ。


「昔、使用人から聞いた確かな話だと主張しているが、奴の言う高価な隠し財産とやらは存在しない。この屋敷にも、スタッドフォードの別宅にもだ。だが、俺の言うことなどあれは信じないからな。ないものを探して度たび々たび屋敷に忍しのび込むようになった」


　薫ははっと目を瞠みはった。


「では今日、それに先日も早くお帰りになったのは、ダニエル卿がお屋敷にいらしたから……ダニエル卿の動向を監かん視しなさっていたのですか？」


　そうでなければダニエルが屋敷に忍び込んだことや、今日訪ねてくることをエドガーが知っているはずはない。


「さすがに二度目とあっては愚ぐ鈍どんなあれでも気づくだろう。今後は動きが摑みづらくなるかもしれないが、それについては既すでに幾いくつか手を打ってある」


　そんな台詞せりふで薫の質問を肯こう定ていしたエドガーは、紅茶のカップに口をつけ、ぬるくなったそれに眉まゆを顰ひそめると受け皿に戻した。


「そういうわけだ。おまえがどんなに悲痛な顔をしても、ダニエルとは和解のしようがない。それに他人の心配をしている場合じゃないぞ。奴はおまえに目をつけた」


　急に話の矛ほこ先さきを向けられ、薫は目を瞬またたかせる。


「奴はおまえに個人的な興味がある。そこにもうひとつ、別の目的が付ふ随ずいしていたようだ」


「別の目的？」


「奴がおまえに手出しをしたのは、まず個人的な興味からだっただろう。その後、自分の側へ抱き込んで隠し財産を探させることを思いついた。執しつ事じなら、屋敷のどの部屋にでも入り込めるし怪あやしまれることもないからな。そのために、とりあえずおまえを抱いて自分に惚ほれさせるか、それが無理なら映像にでも記録して、それをネタにおまえを利用する算段だったんだろう。今日謝罪に来たのも、目もく論ろみは失敗してもおまえの心証さえ悪くしなければまた隙すきを狙うことができると踏ふんだからだ」


　下げ種すが、とエドガーが吐はき捨すてる。思いがけないことを聞いて、薫は驚おどろき、怖こわくなった。


「そんな……そんな方だとしたら、もしかしたらダニエル卿はいずれ貴方に直接手出しをしてくるかもしれません」


　今日、エドガーはダニエルを手酷く追い返している。あのレセプションのときの様子からしてダニエルは決してプライドの低い男ではないだろう。仕返しを企たくらんでもおかしくない。多額の負債を抱えているなら尚なお更さらだ。切せつ羽ぱ詰つまってなにをするかわからない。


「貴方が心配です、マイ・ロード。わたしはなにかお役に立てますか？」


　薫がエドガーをまっすぐに見つめると彼は一いつ瞬しゆん、驚いたように目を見開き、すぐにいつもの皮肉な笑えみを浮かべた。


「珍めずらしくストレートな物言いだな。惚れたか」


「こんなときに冗じよう談だんはおやめください。本当に心配なんです」


「心配？　同情の間ま違ちがいじゃないのか」


　口元の笑みはそのままに、灰色の瞳が温度を下げて薫を睨にらみつけてくる。


　こういう表情に、薫はとても馴な染じみがあった。あの手酷い失しつ恋れん以来、自分にもこういったところがあるからだ。


　本当は寂さびしくて、誰かに傍そばにいて欲しいのに素す直なおにそう言えなくて、けれどいざ傍にいてくれそうな人が現れるとそれは本心なのかと疑ってしまう。信じて、裏切られるのは怖いからだ。同情されるのもプライドが許さない。可哀かわい相そうだと思われるなんて真っ平だ。だからつい、誰かが手を差さし伸のべてくれると、その手を取るより先に必ず威い嚇かくするように睨んでしまう。


　自分などよりはるかに辛つらい思いをしてきただろうエドガーのことを、簡単に理解できるとは思わない。けれど、ほんの少し、薫には彼の痛みがわかるような気がした。


　──この人のことを、守りたい。


　そんな思いが胸の奥から込み上げて、信じて欲しいと願う気持ちが薫の瞳に表れる。


「同情ではありません。わたしは伯はく爵しやく家の執事です。誰かがご当主である貴方を傷つけようとするのなら、わたしがお守りいたします。必要としてくださる間は、ずっと。貴方が邪じや魔まだとおっしゃるまでお仕つかえしたいと思います」


　薫が静かにそう伝えると、真しん偽ぎを見極めるかのようにエドガーが無言で見み据すえてきた。錐きりのように鋭するどい視線は、まるで薫の瞳を穿うがち、そこから本当に心の奥まで見通しているかのようだ。


　その眼まな差ざしを受け止めているうちに、エドガーとの心の距きよ離りがだんだんと近づいていくような気がした。そのまま重なるのではと錯さつ覚かくしそうになったとき、エドガーが組んでいた足を解いて腰こしを浮うかせ、テーブルに手をつくと静かにこちらへと身を乗り出してきた。


　ふたりの距離が物理的にも近づいていく。


「……」


　すっと伸びてきたエドガーの右手が薫の頰ほおを包み込む。


　上向かされた顔に影かげが落ち、唇くちびるがそっと重なって、離はなれた。


「馬ば鹿かが。……好きにしろ」


　口調だけ乱暴な呟きを残し、エドガーが書しよ斎さいを後にする。扉とびらの閉まる音で我に返った薫は、遠ざかる足音を全神経で追いかけながら、痛いほど早はや鐘がねを打っている心臓を押さえた。


「なに、今の」


　指先で唇に触ふれてみる。指と唇のどちらもが小刻みに震ふるえている。


　今までもっと深いキスをエドガーとは何度もしたし、身体からだだって繫つないだ。けれど、こんなに動どう揺ようするのは初めてだ。


　──どうしよう。


　ただ触れるだけのキス。なんてことのないそれは、しかし薫の中に決定的ななにかを刻みつけた。焼き印のように、決して消えない痕あとを。


「まずい、かもしれない……」


　絶対に人を好きにはならない。恋こいなんてもう二度としない。


　そう決めていたのに、心が揺ゆらぎはじめていた。





　　　　＊





　一見なにも変わらない日常が淡たん々たんと過ぎてゆく。


　けれどこの数日の間、エドガーと薫の間は微び妙みように変化し、妙な緊きん張ちよう状態が続いていた。


　これまで何事につけても冷静沈ちん着ちやくで動じなかったはずの薫はエドガーの言動に過か剰じようなほど敏びん感かんになり、皮肉や嫌いや味みを言ってばかりだったエドガーは薫をからかうどころか声もかけない。


　変わったのはそれだけではない。


　触れるだけのキスをしたあの日から、エドガーは薫を抱だかなくなった。そうかといって以前のように遊び回ることもなく、帰宅してからはほとんどの時間をひとり書斎で過ごしている。


　今夜もそうだ。夕食が済むと十時にお茶を持ってくるように言いつけて、持ち帰った仕事を片付けるために書斎へ籠こもってしまった。


「──お茶をお持ちしました」


　ティーカップを載のせた銀ぎん盆ぼんを片手に薫がドアをノックすると、入れとすぐに返事があった。


　執事の仮面が剝はがれないように注意深く目を伏ふせたまま、薫はティーカップをテーブルに載せる。


　このテーブル越ごしにしたキスのことを思い出したりしないように、必死で別のことを考えようとしたが、その努力は失敗し、薫は肌はだがぴりぴりするほどエドガーを意識する羽目になる。なぜならエドガーが瞬まばたきもせず、こちらをじっと見ているからだ。


「あの、なにか……？」


　居い心ごこ地ちの悪さに薫はそろりと目を上げる。するとエドガーは、今初めて薫を見ていたことに気づいたようにはっとして瞬きをし、不ふ機き嫌げんそうに眉根を寄せ、こちらに背中を向けるのだった。


「……なんでもない。もういい、下がれ」


　ありがたい命令に薫はそそくさと身を翻ひるがえした。部屋を出てドアを閉めるとほっと安あん堵どの溜ため息が漏もれる。全身から力が抜ぬけて思わずその場にしゃがみこんでしまいたくなったが、さすがにそれはできず、そっとドアへ背を凭もたせ掛かけた。


「も、ほんと勘かん弁べんして欲しい……」


　つい弱音が零こぼれた。けれど、それも仕方のないことだ。なにしろ最前のようなやりとりは今朝から数えて六度目なのだから。


　あの触れるだけのキスの後、薫は頻ひん繁ぱんにエドガーの視線を感じるようになった。ただでさえ意識しているのに、その当人から手で触れられそうなほど強い視線を注がれるのだ。その緊きん張ちよう感かんは並なみ大たい抵ていのものではない。


　──やっぱり眼鏡めがね、買おうかな。


　薫は縋すがりつくように銀盆を胸に抱きかかえた。このままでは胸の奥に溜まっていく熱いなにかが堰せきを切って溢あふれだしてしまいそうだ。


　だが眼鏡をかけたらエドガーの視線をレンズに遮さえぎられてしまう。それは嫌いやな気がした。あの眼差しをまっすぐに受け止めたいと心のどこかで望んでいるのかもしれない。


　それにしても、なぜこんなに意識し合う羽目になったのだろう？


　なんでもない振ふりをしてはいるが、それは意外と大きなストレスだ。けれど身体を繫げることもなくなったし、このまま静かに時間が過ぎれば自分の気持ちも鎮しずまっていくに違ちがいない。


　──そうだ。あの人は貴族で、主人だ。


　好きになっても仕方がないし、最初からそういう意味では彼を好きになどなっていない。


　──それを今いま更さらあんなキスくらいで、意識したり動揺したりしてどうするんだ。


　抱き締しめた銀盆に顎あごを載せ、薫は自分を叱しつ咤たする。


　エドガーのことがこんなにも気になるのは、きっと彼の孤こ独どくを知ったせいだ。あの日から薫はごく自然に、エドガーのことを守りたい、力になりたいと思うようになっていた。


　そんなふうに気持ちが変化したのは突とつ然ぜんのことだったから、エドガーに対する好意にまだ慣れなくて、つい意識してしまうのだろう。時間が経たてばこの気持ちにも慣れて、過剰な好意はエドガーに対する忠誠心へと変わるはずだ。それまで静かに待てばいい。


「──うん。それまでは、とにかく仕事に専念しよう」


　そうして薫は騒さわぐ胸を宥なだめ、戸と締じまりや火の始末を確かく認にんするために歩き出した。


　その翌日のことである。


　エドガーを仕事へ送り出し、銀器の手入れを済ませた後、ワインセラーのチェックをしていると慌あわてふためいた従じゆう僕ぼくが薫を呼びに駆かけ込んできた。


「た、大変です！　門の一角が歪ゆがんで、欠けています！」


「門が？」


　見てください、と先に立った従僕に続こうとしたとき、薫の耳にエドガーの声が谺こだました。


『勝手に外へ出るな。単独では厳禁だ。いいな？』


　出社前に玄げん関かんホールでエドガーが毎朝そう念を押すのは、ここ最近の変化のひとつだ。そんな子供の我わが儘ままのような命令を受け入れるわけにもいかず、かといってあまりにも真しん剣けんな顔をしているので拒きよ絶ぜつするのも憚はばかられ、薫はいつも「職務に支障のない限りは」と答えていた。


　門は当然外にあるので、ついエドガーの無茶な言いつけを思い出してしまったが、従僕と一いつ緒しよなのでひとりではないから構わないはずだ。それに、これは仕事である。


　薫は従僕と共に屋や敷しきを出て、門へ向かった。


　外は濃こい霧きりが立ち込めて視界が悪かったが、肩かたを怒いからせて従僕が指差した部分は、顔を近づけたり目を凝こらしたりしなくても十分にわかるほど深刻な被ひ害がいを受けていた。


「これですよ、これ。とんでもないでしょう!?」


「本当だ。これは酷ひどいな」


　憤ふん慨がいしている従僕に頷うなずき、薫は眉まゆ根ねを寄せる。


　飲酒運転か居い眠ねむりか。おそらく、そんな状態の車にぶつけられたのだろう、華か麗れいな模様を描えがいていたアイアンが内側へ向けてぐにゃりと歪み、それを支える石造りの部分も大きく欠けて、そこから亀き裂れつが走っている。


「修しゆう繕ぜんを頼たのんでいいですよね？」


「そうだね。このままにはしておくのは危険だ」


「じゃあ俺、業者に電話してきます！」


　薫の同意を得た従僕は勢い込んで屋敷の中へ駆け戻もどっていった。それを見送り、再び薫は壊こわれた門へと目を戻す。


「参ったな……。なにやってたんだろう、まったく気がつかなかったなんて」


　いつこんな状態になったのか、言われるまで気づきもしなかった自分が情けなくて薫は自己嫌けん悪おに陥おちいった。エドガーのことで注意力が散さん漫まんになり、屋敷を管理するという大切な役目を気づかぬうちにおろそかにしていたのかもしれない。


「本当にきれいな門だったのに」


　傷つけられた箇か所しよを見つめ、申し訳なさに自然と眉が下がった。無残に歪んだ部分へと薫はそっと手を伸のばす。しかし指先が門へ届くその寸前、薫は突然何者かによって背後から羽は交がい締じめにされた。


「……っ!?」


　声をあげようと息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、薬品を含ふくませた布で口と鼻を覆おおわれる。思い切り吸い込んでしまった強い刺し激げき臭しゆうに、どろりと意識の輪りん郭かくが崩くずれた。


　──な、に……？


　なにが起きたのかわからないまま、身体からだが崩れて視界が歪む。


　ひしゃげた門が濃い霧に包まれて急速に遠のいていった。




　　　　４







　──あたまが、いたい……。


　それに身体がだるくて肌はだ寒ざむい。耳の奥がガンガンする。


　不快感に身体を丸めようとして、けれどなぜだかそうできず、妙な違い和わ感かんに薫は薄うすく目を開けた。


　ぼやけた視界に薄うす汚よごれた天てん井じようが映る。見覚えのない部屋だった。染しみだらけの壁かべ際ぎわに寄せられた粗そ末まつなベッドに薫は横たわっている。


　なぜこんなところにいるのだろうか。いつから？　どうして？　思い出そうとしても頭痛に邪じや魔まされて上手うまくいかない。


　──今、何時だろう？


　カーテンが締め切られた部屋は薄うす暗ぐらく、時間の経過がわからなかった。腕うで時ど計けいを見ようとして、左腕が横おう臥がした身体の下した敷じきになっていることに気づく。どうりで腕や肩が痛むはずだと納得しながら身じろいで──置かれた現状に背筋が寒くなった。


　──なんで。


　両の手首を背中で一ひと纏まとめに拘こう束そくされていた。両足首もロープできつく縛しばられている。


　そうだ、と薫は思い出した。屋敷の門の前で、いきなり誰かに襲おそわれたのだ。


　──誰がこんなことを？


　周囲に視線を巡めぐらせると、スーツの上着が床ゆかに放られているのが見えた。襟えり元もとにエドガーから渡わたされた記章が光っているから間ま違ちがいなく薫のものだ。だが、いつ誰にそれを脱ぬがされたのかがわからない。


　耳鳴りが治まると、足元のほうから話し声が聞こえてきた。殊こと更さらにアクセントの柔やわらかいクイーンズ・イングリッシュと、外国訛なまりのある英語だ。前者の声には聞き覚えがあり、まさかと思いながらそちらへ目を向けてみると、予想に違たがわずそこにはダニエルの姿があった。


　──これだったんだ。あの人が毎朝くどいほど外に出るなって言った理由は。


　エドガーは言葉の足りない人で、一から十まで説明などしてくれない。それをわかっていたのだから、あの一言に込められた意味を薫は察しなければならなかった。それを怠おこたったのは薫のミスだ。


　──だけど、まさか拉ら致ちされるなんて。


　こんな状じよう況きようは予想の範はん囲いを超こえている。薫はダニエルの暴挙に怒いかりを覚えたが、同時に易々と拉致された自分の不ふ甲が斐いなさにも腹が立って仕方がなかった。


「気づいたようだな」


　こちらに近づいてきたダニエルがベッドの端はしに腰こし掛かけた。瞼まぶたを開くと茶色の瞳ひとみと視線が合う。その瞬間、びくっと薫は凍こおりついた。


　ダニエルの顔つきや印象が、驚おどろくほど変わっていた。


　きれいに後ろに撫なでつけていたはずの褐かつ色しよくの髪かみは乱れ、顔色は土気色にくすみ、スーツも薄汚れている。そんな中、目ばかりをぎらぎらと血走らせているさまは、まるで飢うえた獣けものか狂きよう犬けんのようだ。それなのに口元には薄い笑みが浮うかんでいて、そのバランスの悪さが病的な凶きよう暴ぼう性を感じさせる。


「ダニエル卿きよう……？」


　瞬まばたきもせずに凝ぎよう視しされ、薫は背筋が寒くなった。もし目を逸そらせば、その瞬間、獣のように襲い掛かかってきそうな気がして身動きが取れなくなってしまう。ダニエルの異様な視線に固定された薫の視界を、金を数えながら出て行く男の姿が過よぎった。ドアが閉まる音に、ぎくりと肩が揺ゆれる。この狭せまい密室で、薫はダニエルとふたりきりにされてしまった。


「なかなか目を覚まさないから待ちくたびれたよ」


　男が出て行くと、ダニエルが口元を更さらに歪め、薫を囲い込むようにシーツに両手をついた。


「あんまり退たい屈くつだったから、馴な染じみの男に色んな薬を持ってきてもらったんだ。それを使っておまえで遊ぼうと思ってさ。ところで気分はどう？」


「……おかげさまで、良くはありません」


　声が掠かすれたのは、吸い込んでしまった薬品と恐きよう怖ふのせいだ。だが、薫は冷静に、少なくとも表面的には落ち着いた様子でダニエルに視線を据すえていた。


「ダニエル卿、こんなことをする目的はなんですか？　わたしは負ふ債さいを抱かかえたギャラリストのお力にはなれませんし、伯はく爵しやく家の隠かくし財産の有無も所在も知りません」


「なんだ、そこまで知ってるのか」


　ダニエルがひょいと片眉を上げた。


「話が早くて助かるよ。さっさと仕事が済みそうだ。だが、あぁ本当に……」


　間近に迫せまったダニエルの双そう眸ぼうが、陶とう酔すいしたように濁にごっていく。


「……いい目だ。こんなふうに睨にらまれるとぞくぞくするよ」


「……っ」


　急激に危機感が増し、薫は目を閉じるか顔を背そむけるかしたかった。けれど下手に動いてダニエルを刺し激げきするのは怖こわい。彼の機き嫌げんひとつでなにをされてもおかしくない状況なのだ。


　魅み入いられたかのようにダニエルが顔を近づけてくる。


「レセプションのときもそうだったな。アルコールで肌はだが上気して、その黒い瞳が酔よいのせいで潤うるんで蕩とろけて……見ているだけで抱だいているような気分になったよ。あんまり色っぽいからむしゃぶりついてぐちゃぐちゃに乱してやりたくて仕方がなかった」


「や、っ!?」


　無造作に覆い被かぶさってきたダニエルに首筋を嚙かまれ、薫は身を竦すくませる。ダニエルは硬こう直ちよくした薫の耳の下に唇くちびるを押し当てると、喉のどを鳴らす獣のように低い笑い声を発した。


「こんなに震ふるえて……期待してるのか？　だが、もうちょっと待ってろ。俺だっておまえには散々焦じらされたんだからな。用が済んだら存分に可愛かわいがってやる」


　ダニエルはゆっくりと身を起こし、テーブルの上の携けい帯たい電でん話わを摑つかみ取った。


「な、なにをするつもりです……っ」


「なにって、そんなの決まってるだろ」


　薫は起き上がろうとしたが、ダニエルに喉を摑まれてベッドに押さえつけられた。そのまま首を絞しめるように圧あつ迫ぱくされると身動きができなくなる。ダニエルは携帯を握にぎり締め、異様な光を目に浮かべた。


「おまえと引き換かえに伯爵家の隠し財産を手に入れるんだ。エドガーにここまで運ばせる。奴やつには帰りがけに居い眠ねむり運転で事故を起こしてもらうことにしたよ。面おも白しろい薬が手に入ってね、強力な睡すい眠みん剤ざいなんだけど、使用後の検査ではそれらしい成分が検出されないんだ」


　携帯電話を置き、彼は薫の目の前で右手を開いてみせた。中指になにか嵌はめている。指輪のようだが、それにしては随ずい分ぶんとごつい。スクエアの飾かざり、というよりもむしろ小さな箱のようなものが手のひら側についている。


「この中に薬が仕込んであるんだ。これを開けて奴のどこか──首でも腕でも、どこでもいい。針を刺さして注入する。眠ねむったら車に乗せてどこか適当な建物にぶつけて、炎えん上じようさせればいいんだ。そうしたら伯爵家の財産が丸ごとこの手に転がり込んでくる。奴には子供がいないからな。俺は借金を清算し、財産と爵しやく位いを継けい承しようするんだ」


　明日になれば俺は十三世スタッドフォード伯爵だ、とダニエルは込み上げる歓かん喜きを抑おさえ切れないかのように小刻みに肩かたを震わせている。


　薫は背筋が冷たくなった。ダニエルの語った犯罪計画は馬ば鹿かげた空想、いや、妄もう想そうだ。こんなことを本気で実行しようとするなんて、おかしくなったとしか思えない。


「お止めください、ダニエル卿」


　怖おじ気けづきそうになる自分を必死で押し留とどめ、薫はダニエルに語りかけた。


「完全犯罪など不可能です、どうか冷静になってください。それに隠し財産など存在しないと、以前からスタッドフォード卿はおっしゃっています。そんなものはどこにも存在しないのです」


「あるさ」


　ダニエルの笑い声がぴたりと止んだ。乱れかかる前まえ髪がみの奥で、暗い目が鈍にぶい光を放っている。


「おまえは騙だまされているんだ。だって俺は聞いたんだからな。あいつの母親が生きていた頃ころ、何度も見み舞まいに来たっていうあいつの祖父、十世スタッドフォード伯爵が他ほかの誰にも内ない緒しよだと言って隠し財産の在あり処かを教えていたと。それはノッティング・ヒルの屋や敷しきにあるはずなんだ。古い使用人がそう言った」


「それでも、貴方の計画は無茶です。もし隠し財産があったとして、わたしなどと引き換えにできると本気で思っているのですか!?」


　エドガーがそんな馬鹿なことをするはずがない。それは考えるまでもないことだ。


　しかし、ダニエルは携帯電話を親指で操作しながら自信たっぷりに宣言した。


「思ってるさ。奴は必ず取引に応じる」


「あり得ません」


「へぇ？　自己評価が低いんだな。その謙けん虚きよな態度に免めんじて教えてやるよ。エドガーが他人に執しゆう着ちやくしたのは、たぶんおまえが初めてだ」


　思わぬ言葉に薫は目を見開いた。この非常事態に、場ば違ちがいにも心臓が大きく跳はねる。


「そんな、そんなことは……」


　あり得ない。ダニエルの言うことは、そのほとんどが噓うそなのだ。


　そう思うけれど一度跳ねた心臓は落ち着かず、ますます早はや鐘がねを打ち始める。


　──ない。絶対にない、そんな都合のいい話。


　信じるな、期待するなと、脳のう裏りに蘇よみがえるエドガーの眼まな差ざしを薫は必死に打ち消そうとした。しかしそれは上手くいかず、逆に頭の中がエドガーのことで一いつ杯ぱいになってしまう。


　見つめられると身動きができなくなるほど強い彼の視線の意味を、これまで何度も考えた。そのたび一つの結論に至り、それだけはないと否定してきたけれど、まさか本当にエドガーに執着されているのだろうか？　それも、彼にとって初めて──？


　こんなときだというのに胸に喜びが込み上げた。抑えきれないその感情に、薫はエドガーに対する自分の気持ちを自覚しないわけにはいかなくなる。


　生まれた思いをそっとしておけば、いつか忠誠心に変わるだなんて噓だ。


　薫はもう、とっくにエドガーのことを好きになってしまっていた。


　──けど、どうして今、そんなことに気がつかなくちゃいけないんだ。


　無意識に目を逸らして気づかないようにしていたものを、冷静でいなければならない今、こんな形で思い知らされる羽目になるなんて状況が悪すぎる。


「……ああ、兄さん？　先日はどうも」


「──！」


　電話がエドガーに繫つながった瞬しゆん間かん、薫は自分の気持ちを無理やり抑えてそちらに意識を集中させた。


　エドガーは世間の評判が悪く、性格も意地悪で自分勝手だ。しかし事業家として、そして伯爵家の当主としての彼の優ゆう秀しゆうさは誰もが認めるほどだから、選せん択たくを誤りはしないだろう。


　けれど、どうしても不安を拭ぬぐえないのは、エドガーの持つ不器用な優やさしさを知ってるからだ。


　たとえばあのレセプションのときだ。会場で人目を気にしていた薫を背中に隠し、目立たない場所でそっと休ませてくれた。一服盛ったことを謝りたいとダニエルが屋敷へ来たときは、薫がダニエルと顔を合わせずに済むように配はい慮りよしてくれた。あのときは気づけなかったけれど、今ならわかる。それは彼の優しさだったのだ。


　わかったからこそ薫の不安は濃こくなった。自分を取引の材料に使われたとき、その優しさと責任感が仇あだになって、もしかしたら彼は判断を誤るかもしれない。


　──そんなの駄だ目めだ。こんなことになったのは俺の不注意のせいで、あの人には関係ない。


　スタッドフォード伯爵家は由ゆい緒しよ正ただしい名家だ。その当主と異母弟による骨肉の争いなど警察に届けるわけにはいかない。しかもダニエルは隠し財産どころかエドガーの命を狙ねらっているのだ。こんなことが表おもて沙ざ汰たになればとんでもないスキャンダルに発展し、伯爵家の名めい誉よは地に落ちる。


　そんな事態だけはなにがあっても避さけなければならない。エドガーと伯爵家を守るのは執しつ事じである薫の役目だ。エドガーにもそう誓ちかった──いや、執事だとか誓いだとか、今はもうそんなことよりも。


　──好きだから、守りたい。


　その為ためには、どうすればいい──？


「この間もらった傷が酷ひどく痛んで、治ち療りよう費が相当かかりそうなんだ。そうだなあ、伯爵家の隠かくし財産が丸々必要なくらいかな。──え？　ない？……へぇ、まだ言い張るんだ」


　どこか間延びしたダニエルの声が虚うつろに響ひびく中、薫は必死に思考を巡めぐらせた。


「ああ、そうだ。そういえばあんたの大事なものを預かっているんだ」


　喉を押さえていた手がシャツの襟えり元もとを鷲わし摑づかんだかと思うと、薫は乱暴に引き起こされた。突とつ然ぜんのことに目め眩まいに襲おそわれ、小さく呻うめくと、耳に当てられた携帯電話から「薫か!?」とエドガーの声が聞こえてきた。


　──馬鹿、喜んでる場合か。


　息を詰つめ、薫は気を引き締める。そうしないと、ダニエルの言った「大事なもの」と、今の微かすかな呻き声からエドガーが自分の名前を呼んでくれたことに、胸がおかしいほどに震えて決心が鈍ってしまいそうだ。


「助けてくれと言え。泣いて頼たのめ」


　電話とは反対側から、ダニエルが脅おどしつけてくる。いつの間にか彼はナイフを握にぎっていた。


「言わないと、死ぬほど酷い目に遭あうぞ」


　ナイフの切っ先が喉のどに柔やわらかく食い込んでくる。


　薫は小さく頷うなずくと、携けい帯たい電でん話わの向こうに向かって凜りんと声を放った。


「──暇いとまを取らせて頂きます」


　それは予想外の言葉だったのだろう。電話の向こうと隣となりの男が、驚きよう愕がくに固まった。


　その隙すきに、薫は頭の中に用意した台詞せりふを読み上げる。


「突然のことで申し訳ございませんが、今日を限りにお暇を頂きます。貴方の身勝手な振ふる舞まいにはほとほと嫌いや気けが差していましたし、貴方の弟君の境きよう遇ぐうを思うとお気の毒で放って置けません。これからはダニエル卿きようにお仕つかえいたします。これまでの間、大変お世話になりました」


　もちろん、それは噓だった。いくら急いで用意したからといって、あまりに粗そ末まつなその内容は、もしも相手がナイジェルならば絶対に信じてもらえなかっただろう。


　けれど、相手はエドガーだ。


　人を信じられない彼ならば、手のひらを返すような突然の裏切りもきっとそれほど疑わない。信じて欲しいと懇こん願がんされるより、裏切りのほうがむしろ受け入れやすいだろう。まさか、と思いはするかもしれないが、ああやっぱり……、と納得してしまえるはずだ。これまで薫がそうだったように。


　──ごめんなさい。


　もしかしたら芽生えていたかもしれないエドガーの信しん頼らいを、薫は酷い言葉で裏切った。傷つけてしまったかもしれない。少なくとも絶句させる程度の衝しよう撃げきを与あたえたのは確かだ。


　そう思うと胸が苦しくなって、本当は違ちがうのだと言いたくて堪たまらなくなった。


　けれど薫は、どうしてもエドガーを守りたいのだ。喉元のナイフがいつ突つき立てられるかと思うと怖こわくて身体からだが震ふるえたけれど、必死に冷れい淡たんな声を作った。


「どうぞこの先もお健すこやかに過ごされますように。──さようなら」


　唇くちびるを閉ざし、薫は携けい帯たいからそっと耳を離はなす。その途と端たん、


「な、なにを言い出すんだッ」


　我に返ったダニエルが薫を突き飛ばし、携帯を両手で握り締しめると大声で怒ど鳴なった。


「と、とにかく！　あんたの大事な執事がいるのはわかっただろう？　これを無事に帰してほしければ……は？　なんだって？　裏切り者はいらない!?」


　薫の胸に切り裂さかれるような痛みが走った。


　ダニエルが目を剝むき、信じられないというように手の中の携帯電話を見下ろしている。


「馬ば鹿かじゃないのか、信じるなよそんなこと！」


　ダニエルがもう一度、薫の耳に携帯電話を押し当ててきた。


「噓だと言え」


　呻くような恫どう喝かつに、エドガーの問いかけが重なる。


『今のは本気か』


　抑よく揚ようのない冷え切った声こわ音ねが、心臓に突き刺ささってくる。薫はぎゅっと目を閉ざし、


「本気です」


『わかった。好きにしろ』


　それきり通話が途と切ぎれた。


　これでエドガーはダニエルの要求には応じない。罠わなに嵌はまることもない。


　ほっとしたが、薫は同時に言いようのない痛みに苛さいなまれた。


　──切り捨てられた……。


　目の前が真っ暗になったような気がした。だが、それがなんだというのだろう？


　裏切り者はいらない──そんなことをエドガーに言わせたのは自分だ。自分で捨てられるように仕向けて、実際に捨てられたら傷つくなんて馬鹿げている。


　そう思うのに、どうしようもなく胸が痛くて苦しくて、薫はもうなにも考えられなくなっていた。呼吸の仕方さえわからなくなってしまいそうだ。


　しかし悲ひ嘆たんに暮れている暇ひまはなかった。


「こいつ、勝手なことを……！」


　逆上したダニエルに突き飛ばされ、薫は壊こわれた人形のように力なくベッドに倒たおれ込んだ。ダニエルは薫を仰あお向むけに転がし、すかさず乗り上げてくる。


「おまえのせいで計画が台無しだッ、どうしてくれる!?」


　元が無茶で穴だらけの計画なのだから、失敗して当然だ。薫はぼんやりとそう思ったが、手加減なしに左の頰ほおを打たれて口にはできなかった。


「償つぐなわせてやる……ッ、おまえなんか、めちゃくちゃにぶっ壊してやる！」


　ダニエルが薫のシャツを摑つかみ、力任せに引き裂いた。


「──ッ!?」


　ダニエルがなにをするつもりなのか、考えるまでもない。もうどうなってもいいと思っていたが、この男に好きにされるのだけは嫌いやだ。薫は手足を縛しばられたまま、逃のがれようと身を捩よじった。


「やめてください、ダニエル卿……！」


「うるさい、黙だまれ！」


　今度は右頰を張られた。頭の芯しんまでぐらぐらするような威い力りよくだ。


　ぐったりとした薫に構わず、ダニエルは薫のスラックスのベルトを引き抜ぬき、前を寛くつろげて薫をうつ伏ぶせにした。足首のロープをナイフで断たち切り、下着ごとスラックスを引き剝はがす。


「嫌だ、やめろっ」


「俺に仕えるんだろ？　だったら黙って従え！」


　剝き出だしになった下か肢しを外気がひやりと撫なでた。ダニエルはベッドの足元にあるテーブルから、先ほどの男が置いていったローションのボトルとカプセルを数個摑み取ると、薫の腰こしを摑んで引き上げる。


「嫌だ……！」


　薫は前へ這はいずって逃にげようとした。しかし未いまだ痺しびれは身体に残り、両手は背後で縛られたままだ。ろくな抵てい抗こうもできずに強ごう引いんに膝ひざを立てさせられて、薫は腰をダニエルへ突き出すような恰かつ好こうにされた。


「ぶっ壊してやる……っ、おまえなんか、めちゃくちゃにしてやる」


　譫うわ言ごとのように繰くり返し、ダニエルが後こう孔こうに触ふれてきた。ローションを塗ぬりこめてびしょ濡ぬれにし、カプセルを押し込んでくる。


「やっ、なに!?」


「このカプセルはな、どんな貴婦人でも淫いん売ばいに引き摺ずり落とす楽しい薬だ。精液で中和するしかないから、これを使われるとどんなにお堅かたい女でも腰を振ってねだるようになる」


　くく、と嫌な笑い声をたて、ダニエルがカプセルを幾いくつも押し込んでくる。そのまま指まで入れられて、いやらしく中をかき回された。


「あ、っ、嫌…っ」


「本当はひとつで十分なんだが、特別にたくさん使ってやるよ。楽しみだろ？　感じて感じて、頭がおかしくなるかもな」


　嫌がって締まる薫の中をぐちゃぐちゃと好きにかき乱し、カプセルを奥のほうへ押し込むとダニエルが指を引き抜いた。再び薫を仰向けにすると、脚あしの間に身体を割り込ませてくる。


「や、だ……っ、放せ！」


「逆らっても無む駄だだ」


　暴れる薫の両りよう脚あしを広げさせ、ダニエルは狂きよう気きを孕はらんだ目を向けてきた。


「おまえのココ、すぐに凄すごいことになるぞ。男が欲しくてどうしようもなくなるんだ。俺が飽あきても足りなかったら、外にいる奴やつらを呼んでやるよ。おまえを拉ら致ちしてきた奴とか、薬を調達してきた奴とか、ろくでもないクズばかりだが構わないだろう？　すぐに男ならなんだってよくなるんだ。なぁ、楽しいお仕置きでよかったなあ？」


「な、……っ」


　ダニエルが強引に唇を塞ふさいできた。


　酷ひどい嫌けん悪お感に襲おそわれて、無理やり押し入ってきたダニエルの舌に薫は思わず歯を立てる。


「──っつ、」


　弾はじかれたように身を放し、ダニエルが目をつり上げた。


「この──！」


「や、んん、ぅーっ……」


　顎あごを摑まれ口を開かされて、薫は舌を摑み出された。仕返しとばかりに嚙かみつかれ、そのまま口こう腔こうを蹂じゆう躙りんされる。


　獣けものじみた行こう為いに嫌悪と恐きよう怖ふを搔かき立てられて、薫は必死に首を振ふって逃れようとした。だが、そのたび舌に歯を立てられて、嚙み切られる恐怖に縛られ身動きが取れなくなっていく。


　と、突とつ然ぜん外でガラスの割れる高い音が響ひびいた。思わずびくりと身を縮めた薫に、ダニエルは唇を離して獰どう猛もうに笑う。


「怖いか？　なんなら泣いても叫さけんでもいいぞ。この辺りじゃ悲鳴や銃じゆう声せいが聞こえても誰もなんとも思わないからな。どんなに叫んでも助けは来ない。──諦あきらめな」


　ダニエルの言葉が黒いインクのように胸に落ちた。それは薫の胸を冷たくしながら、じわじわと広がっていく。本当にもう駄だ目めなのかもしれない。そう思い、絶望が薫を包み始める。そんな薫を余所よそに、下の騒さわぎは上へと移動し、こちらに近づいているようだった。


　現実から逃とう避ひするかのようにその騒ぎに耳を傾かたむけていた薫は、ふとある音に気がついた。


　──まさか……。


　薫の聴ちよう覚かくは耳に馴な染じんだひとり分の足音を捉とらえていた。


　そんなはずはない。彼のわけがない。けれど、どんどん近づいてくるその足音が誰のものなのか、薫にはわかってしまうのだ。自分でも驚おどろくほどはっきりと、その音を聞き分けることができる。


　黒い絶望の侵しん食しよくが止まった。潮が引くようにそれは消え、熱い鼓こ動どうが蘇よみがえる。


「なんだ？　なんの騒ぎだ」


　気力を取り戻もどした薫は、苛いら立だたしげに顔を上げたダニエルの隙すきを窺うかがった。


　あの足音が大きくなる。どんどん近づいて、ドアの前でぴたりと止まると、


「薫──！」


　ダンッ、と音高くドアが開け放たれて、エドガーが飛び込んできた。


「なっ、なんでここが──!?」


　瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくのあまり完全に無防備になったダニエルの腹を、薫は思い切り蹴けりつけた。たいしたダメージは与あたえられなかったが、バランスを崩くずしてダニエルの上体が後ろへ傾く。


「ダニエル、貴様……っ！」


「うぐっ」


　エドガーが薫から引き剝がすようにダニエルを床ゆかへ引き摺り落とすと、拳こぶしを振り上げて容よう赦しやのない一いち撃げきを喰くらわせた。鼻の骨が折れ、悲鳴をあげてそこに手を当てたダニエルは、引き倒された弾はずみで仕し掛かけの外れた睡すい眠みん剤ざいの針を誤って自分の顔に刺してしまった。


「手て筈はず通りに片付けておけ」


　がくりとその場に倒れこんだダニエルを、エドガーが無造作にドアの外へと叩たたき出す。


　だが、薫にはそれを確かく認にんすることはできなかった。ダニエルを蹴ったとき、カプセルが溶とけて中の媚び薬やくが流れ出したのだ。それはたちまち粘ねん膜まくを侵おかし、ずくりと熱い疼うずきを生んだ。


「あ、っ……」


　ベッドの上で薫は身を縮めた。じくじくと身体からだの芯が爛ただれるように疼き始めている。かろうじて肩かたに引っかかっているシャツが肌はだに擦すれる、そんな些さ細さいな感かん触しよくが急に辛つらくなってきた。


　──どうしよう、どうしたら……。


　どうすればいいのかわからなくて身を強こわ張ばらせていると、ふわりと温かいものに包まれた。エドガーのスーツのジャケットだ。薫がそっと目を開くと、焦しよう燥そうを映した灰色の瞳ひとみが間近からこちらを覗のぞき込んでいる。


　──来てくれた……。


　じわりと視界が滲にじんだ。


　部屋の外で待機していた者たちがダニエルをどこかへ運んでいったけれど、そんなことはどうでもよかった。急速にぼやけ始めた視界には、もうエドガーしか映らない。


「大だい丈じよう夫ぶか」


「はい……でも、どうして……？」


　薫はエドガーに切り捨てられたはずだ。それなのに、なぜ彼はここにいるのだろう？


「おまえのへたくそな芝しば居いに乗ってやっただけだ。……だがな。もう二度とこんな茶番に付き合う気はないぞ」


　エドガーが拘こう束そくされていた薫の両手を自由にし、改めてジャケットでその身体を包み直す。


「どうして、ここが？」


「おまえには発信機をつけておいた。あれがどれほど馬ば鹿かでも、ＧＰＳ機能付きの携けい帯たいはさすがに捨てるだろうからな。……ああ、これだ」


　床に放り出されていた薫の上着を拾い上げると、エドガーは襟えり元もとの小さな記章を示した。


　伯はく爵しやく家の紋もん章しようの刻まれた記章は、ダニエルが謝罪に訪れる直前に渡わたされたものである。では、あのときからエドガーはこういう事態を想定していたのだ。


「帰るぞ」


　壊こわれ物を扱あつかうように薫はそっと抱だき上げられた。途と端たん、身体に触れたエドガーの腕うでにぞくりと全身が震ふるえる。堪こらえる間もなく甘い声を上げてしまい、驚いた様子で動きを止めたエドガーに、薫は首筋まで赤くなった。


「おい」


「…っ、くすり、を……」


　眼まな差ざしで問われ、あれです、と薫がテーブルに散らばったカプセルを指差すと、


「……っの馬鹿が！」


　その正体を知っているのか、エドガーの眦が切れ上がった。くそ、と毒づいたエドガーが薫を抱く腕に力を込める。全身をエドガーの温もりに包まれた薫は息が詰つまるような密室から荒あら々あらしく連れ出された。











　ＢＭＷを乱暴に飛ばしてノッティング・ヒルの屋や敷しきに帰り着くと、エドガーは自分の寝しん室しつに直行し、ベッドに薫をそっと下ろした。


　ひんやりとしたシーツの冷たさが火ほ照てった身体に心ここ地ち好よい。けれど媚薬で無理やり昂たかぶらされた身体には、それは一いつ瞬しゆんの慰なぐさめでしかなかった。


「……っ……ぁ……」


　ひりひりと痛いほどに熱をあげた肌を少しでも冷まそうと、シーツの冷たい場所を薫は無意識に探した。けれどそのたび肌を掠かすめる絹の感触に、ぞくぞくと背筋が震えてしまう。


「…あん、いや……」


　泣き出しそうになりながら、薫は身を震わせた。身じろぐたびに掛かけられていたスーツの上着がずれて、その細やかな刺し激げきにも薫は身み悶もだえてシャツの裾すそを乱してしまう。


　それはとても扇せん情じよう的な姿だったが、体内に仕込まれた薬の効果は激げき烈れつで、薫はそんな自分の痴ち態たいを堪えるどころか自覚することもできなかった。


「医者を呼ぶか」


「や、嫌いやです……っ」


「しかし──」


「医者は、嫌です……お願い」


　いくら薬のせいとはいえ、こんな状態の身体を医師に診みられるなんて考えられない。


　薫は必死に手を伸のばし、エドガーのスーツの袖そで口ぐちを摑つかんだ。


「お願いです……」


　疼く身体が苦しくて、薫は必死にエドガーを見つめた。


　熱く目が潤うるんでいるのが自分でもわかる。きっといかにも物欲しそうな、浅ましい顔をしているのだろう。実際、薫の身体の奥は、そこを埋うめてくれるものを欲しがって溶けだしそうに疼いている。


　いったい自分はどうなってしまうのだろう？


　凄すさまじいまでの媚薬の効果に怯おびえながら、薫は縋すがるようにエドガーを見つめた。


「……マイ・ロード……っ……」


　この熱を鎮しずめて欲しい。どうすればいいのかは、薫もエドガーもわかっている。


　──抱いて欲しい……。


　そう思うけれど口には出せず、薫はエドガーのシャツの袖口を小さく引いた。


「薫」


　精せい一いつ杯ぱいの誘さそいを拒こばむことなくエドガーが覆おおい被かぶさってきた。瞬まばたきもせず、こちらを凝ぎよう視しする灰色の瞳。その眼差しの強さにくらくらした。そこにどんな感情が込められているのか、その目に今の自分がどんなふうに映っているのか、そんなことを気にする余よ裕ゆうは今はない。


「お願い、だから……」


　……助けて。と、溜ため息に溶けるほど密ひそやかな声で懇こん願がんした瞬間、薫はエドガーの胸に痛いほど強く抱き締しめられた。


「…ぁっ……」


「なぜ、あのときそう言わなかった──？」


　低く恫どう喝かつした唇くちびるが、狂くるおしく首筋に這はわされる。びくっと跳はねた薫の身体をエドガーは更さらに深くかき抱いだき、乱れたシャツの隙すき間まから手を差し入れて素す肌はだに触ふれた。


「…ひぁ…っ」


　痛いほど張り詰めた肌を撫なでる手が、脇わき腹ばらから背中へ這い込んだ。ぞくりと駆かけ上がった甘かん美びな痺しびれを追いかけるように、指先が背筋をなぞり上げる。


「あ、あっ、せなか、いや……っ」


「わかってる。おまえはここがいいんだろう？」


　肩けん甲こう骨こつの周辺は薫の感じる場所のひとつだ。そこを撫でられると普ふ段だんから身体が竦すくみあがるのに、薬で敏びん感かんにされた今、その刺激は悲鳴をあげて身を捩よじるほど強きよう烈れつだ。


「や、あっ……や、め……っ」


　薫はシーツに髪かみを散らし、辛いだけだからとエドガーの愛あい撫ぶを必死に拒んだ。けれどエドガーは聞いてくれず、もう一方の手でうなじを鷲わし摑づかみ、薫に正面を向かせる。


「あっ……ぁ……っ」


「どうして俺に助けを求めなかった？」


　責めるように問いかけておきながら、エドガーは答える暇ひまも与あたえてくれなかった。激しく薫の唇を奪うばい、すぐに舌を差し入れてくる。


　深い口づけに身体の芯しんがわななくように震えた。エドガーが熱い舌を薫のそれに擦こすりつけるようにする。そうされると身体の芯が熱を持ち、とろりと蕩とろけてしまいそうだ。角度を変えて繰くり返されるキスはあまりに深く濃のう厚こうで、薫はなす術すべもなく溺おぼれていく。


「……っん、ふ、んん……っ」


　肩甲骨にあった手が、つうっと背骨を伝い落ちていく。その感触に大おお袈げ裟さなほど身を震わせながら、エドガーの指が双そう丘きゆうの狭はざ間まに入り込むのを感じていた。


　欲しい場所に触れられる予感に薫はたまらなくなって、いつの間にか脚あしの間に入り込んでいたエドガーの腰こしを、立てた両りよう膝ひざできゅっと挟はさみ込む。


　終わらないキスに自分からも舌を差し出して求めながら、薫は淫みだらな熱に侵おかされた腰をもどかしげに揺ゆらした。


　早く…、とあからさまな仕草で身体からだがねだる。その求めに応じるように入り口に触れたエドガーの指が、ローションで濡ぬらされ、媚び薬やくで蕩けるように熱くなった場所にずるりと入り込んできた。


「んぅ、あ、あぁんっ……！」


　待ち望んでいた刺激に身体が弓なりに反り返り、キスをしていた唇が外れた。エドガーは、突つき出すような形になった薫の胸の尖とがりに目を留とめ、今度はそこに狙ねらいを定める。


「ひ、ぁっ……!?」


　中を指でかき回されながらシャツ越ごしに乳ち首くびを吸われて、びくびくとはしたなく腰が跳ねた。


　胸を弄いじられると、どうしてエドガーの指を食はんでいるところがこんなに悦よくなってしまうのだろう。これも薬のせいなのだろうか。激しすぎる刺激から逃にげたくて、だけどもっとして欲しくて薫は惑わく乱らんに襲おそわれる。


「や、胸、いっ……やぁ……っ」


「ここは、中と一いつ緒しよに弄られるのが好きだろう？」


「でも、だめ、だめです…っ、今は、嫌……ぁっ、あぁんっ」


　身体の奥をくすぐるようにされながら、乳首をきゅっと引っ張られた。体内を走った切なさが弄られている二箇か所しよを結び、勃たちあがったものの先せん端たんをとろりと蜜みつで潤ませる。


「や、も……助け、て…っ」


　濡れたシャツがひやりと張りついて、乳首の赤さを透すかしていた。そこを舌で押し潰つぶされ、布越しに擦られると、痛いほどに反り返った自身から透とう明めいな雫しずくがとろとろと零こぼれていく。


　しかしエドガーはそこには触れてくれなかった。


　彼は上体を浮うかせて荒々しくシャツを脱ぬぎ捨すてると、乱れて身体に絡からんでいるだけになった薫の衣類も剝はぎ取った。薫の脚を押し開き、指を三本に増やして真っ赤になった後こう孔こうをめちゃくちゃにかき回す。


「ひ、あんっ、や、やぁっ…」


　感じきった身体のすべてをエドガーに見せている状態で、いかせてもらえず腰の奥を指で好きなように弄られる。感じて、感じすぎて苦しくなって、それでも満たされないやるせなさに薫は耐たえ切れずに身を捩った。


「こんな、の……や、いや、……っと、もっと、ちゃんと……っ」


　指では足りない。腰の奥まで含ふくまされた媚薬が粘ねん膜まくを熱く狂わせていた。じくじくとした狂おしい疼うずきが細さざ波なみのように広がって、薫の内部は刺激を求めて奥までいやらしく波打っている。


「……欲しいか」


　エドガーの囁ささやきに、薫ははっと目を開いた。奥までいっぱいに差し込まれていた指が、じりじりと引いていく。


「や、いや……っ」


　足りないながらも身体の疼きをいなしていた指が抜ぬかれてしまう。喪そう失しつの予感に、薫は泣いて首を振ふった。身体に勝手に力が入り、引き止めるようにそこを引き絞しぼる。けれど、指は熱くうねる内ない壁へきを意地悪く擦りながら、ずるりと出て行ってしまった。


「や、だ……どうして……っ」


「ここに欲しいか？」


　濡れた入り口をぬるぬるとなぞられる。


「……あ、あっ……」


「欲しいだろう？」


　たまらずそこがひくひくと口を開く。すると指を逸そらされる。


「や、いや、お願い……っ」


「欲しいなら答えろ。あのとき、なぜ俺に助けを求めなかった？　信用できないからか」


「そ、な……違ちが、う。違い、ま…す……っ」


　エドガーの声に潜ひそむ真しん摯しさを、薫は半ば溶とけかけた意識ではなく本能で感じ取った。懸けん命めいに首を振り、取り繕つくろう余裕もないまま、ただ必死に言葉を紡つむぐ。


「貴方を、守る……っ……そう、誓ちかい、ました……」


「あれはおまえが一方的に誓っただけだ。そんなことのために、なぜここまでする必要がある」


　怒おこったような眼まな差ざしは、エドガーがそれだけ真しん剣けんだからだ。薫にはそれが伝わってくる。


「俺のためか？　それとも仕事だからか？　誰にでもおまえはそうなのか、ナイジェルのためでもそうやって自分を投げ出すのか──!?」


　激情のままに叩たたきつけられた台詞せりふは予想外のもので、ただでさえ意識が朦もう朧ろうとしている薫には上手うまく理解できなかった。


　その代わりに最前の記き憶おくが押し寄よせて、ふっと現実感が遠のいていく。


　──もう駄だ目めだって……また捨てられたって、思ったのに……。


　エドガーは、電話に出たとき声を出す前に薫だとわかってくれた。


　守りたかったからとはいえ裏切るようなことを言ったのに、彼は薫を切り捨てず、助けに来てくれた。


　絶望する寸前で聞こえてきた足音と声。飛び込んできたその姿に泣きたくなるほどの安あん堵どと喜びに包まれた、あの瞬しゆん間かんのことを思い出し、激しく胸が揺さぶられる。


　躊ちゆう躇ちよなく抱だき締しめてくれた腕うでが今もこの身を包んでいると思うと、嬉うれしくてどうにかなりそうだ。


　その温もりに心の固い結び目がどうしようもなく解とかれていくのを、もう薫には止められなかった。


「……っ、貴方だけ、です……」


　目め尻じりに溜たまった涙なみだが溢あふれ、こめかみを伝う。


「貴方のこと……守れたら、それでよかった。だから、噓うそを……それなのに、見捨てないで……助けに来て、くれて……っ」


　嬉しかった、と薫は震ふるえる両手をエドガーの背中に回した。ひとつも傷のないその身体を愛しさのままに抱き締める。


「よかった……あなたが、無事で…本当に、ほんと、に……っ」


　泣きながらよかったと繰り返す。そんな薫を至近距きよ離りから見み据すえた灰色の瞳ひとみが、どうしていいかわからぬように揺れ、たまりかねた様子で引き絞られた。


「この、馬ば鹿かが……！」


　常の皮肉な冷静さをかなぐり捨てた呟つぶやきが薫の鼓こ膜まくを震わせたかと思うと、食らいつくようなキスが仕し掛かけられた。


　激しく狂くるおしく求められる官能的な口づけに身体が疼きを思い出し、薫は必死にエドガーへと身を摺すり寄せる。


「…マイ・ロー、ド……」


「呼ぶな。エドガーでいい」


　名前で呼べ、とキスの合間に命じられ、嬉しさのあまり薫はいっそう大だい胆たんになった。


「エドガーさま、も、きて……くださ……、お願、い」


　唇くちびるを触ふれ合わせたまま腰を揺らしてねだると、とろとろに蕩とろけたその場所にエドガーの猛たけりが宛あてがわれた。ぐちゅり…っ、と先端が中にめり込み、一息に奥まで貫つらぬかれる。


「んぅ、っ、んーっ……！」


　唇を塞ふさがれたまま飢うえていた空くう洞どうを埋うめられた。いきなり奥まで満たされる感かん触しよくに、きつく拘こう束そくしてくる腕の中で堪こらえきれず昇のぼり詰つめる。深く穿うがたれた腰を苦しく震わせながら、薫は目を閉じて、一度も触れられなかった性器から溜まっていた熱を吐はき出した。


　しかし、薫の身体はそれだけでは楽になれなかった。いつものように額や頰ほお、泣なき濡れた目尻や泣きぼくろに唇で触れてくるエドガーに焦じれて、爪つま先さきがもどかしくシーツを抉えぐる。


「ん、ふ、ぁ……エドガー、さ……ま……っ」


「まだ無理だ。そんなに腰を使うな、手加減できなくなる」


「そんなの、い、から……っ」


　薫の身体はまだエドガーの大きさに慣れていないし、達したばかりで呼吸もままならない状態だ。けれど、そんなことよりも内側から爛ただれてしまいそうな疼きのほうがよほど苦しい。こんな状態で気き遣づかわれるのは、焦じらされるのと同じことだ。


「あ、んっ…、もう……欲し、い……っ」


　奥まで呑のみ込んだ硬かたく熱いものに、内壁が卑ひ猥わいな動きで纏まとわりついた。動いて欲しくて焦れた腰こしが捩れ、両りよう膝ひざがもどかしげに動く。脚あしの間にあるエドガーの腰を、摺り寄せた内うち腿ももで悩なやましく愛あい撫ぶしているのは完全に無意識だ。これ以上焦らされたら、もう頭がおかしくなる。


「して、早く、ここに……して」


　エドガーの首に両手を回し、がっしりとした腰に細い足を絡めて薫は堪えきれずに腰を揺ゆらした。熱い身体からだを早くどうにかして欲しくて、エドガーの顎あごの辺りをそっと舐なめて誘さそい、すすり泣くように哀あい願がんする。


「お願い、中……なか、に、出して……っ……」


　すると、くそ、と余よ裕ゆうのない声がして、ずん、と重い衝しよう撃げきが身体の芯しんを襲おそった。


「ひぁっ、ア、あんっ……っ」


　奥まで激しく突つき上げられて、がくがくと視界が揺れた。待ち望んでいた刺し激げきに狂きよう喜きして跳はねる腰を押さえ込むように摑つかまれて、感覚の狂った粘膜を抉るように擦こすられる。


　耐え難いほどの快感が何度も電流のように背筋を駆かけ上がった。そのたびに頭の芯まで快楽に灼やかれ、瞼まぶたの裏が真っ白になる。


「あっ、……っ、い、やっ、あぁっ……」


　奥まで深く突き上げられて、びくびくと身体が快楽に跳ねた。何度も抉られ体内をめちゃくちゃにかき回されて、薫の肌はだが桜色に染まり、霧きりを吹ふいたような汗あせが浮うく。


「あ、んっ、……っと、もっと、欲し……っ」


「薫……っ」


　快楽を追うのに夢中になっていた薫は、苦しそうに名を呼ばれて固く閉ざしていた瞼を上げた。鼻がぶつかりそうなほど近くにエドガーの顔がある。息を詰め、なにかを耐たえるように眉み間けんに皺しわを刻んだその表情に視覚からも煽あおられて、薫はふるりと身を震わせた。


「……っ、エド、ガーさ、ま……っ」


　こんな顔を見るのは初めてだった。どんなときでも冷ややかな皮肉を湛たたえていた灰色の瞳。それが今は獰どう猛もうな熱を孕はらんで薫をじっと見つめている。薫だけを、見つめている。


　嬉しくて、どうにかなりそうだ。


「…っ、あんっ、す、っき……っ」


　理性も自我も、音を立てて崩ほう壊かいした。自分の気持ちを隠かくすことも、偽いつわることも、取り繕うこともできなくなって、薫は懸命にエドガーに縋すがり、赤せき裸ら々らに自分を曝さらけ出す。


「……すき…、好き、です……っ、貴方、が、好……き……」


「な、んだと？」


　エドガーが一いつ瞬しゆん、動きを止めた。


「今のは本心か」


　情欲の滲にじむ声を耳に直接吹き込まれ、背筋をぞくぞく震わせながら薫は浮かされたように焦しよう点てんの定まらぬ目をして頷うなずいた。


「ほん、と……本当、に」


「ナイジェルよりも……？」


「…イ、ジェ……さま、より……」


「いいのか、そんなことを言って。……信じるぞ」


　信じて、と疑い深く睨にらんでくるエドガーを薫は抱き締める。


「貴方が、好き……あなた、だ、け……っ」


　好き、と呟いた瞬間、壊こわれそうなほど強く抱き返された。


「薫……ッ」


「ひぁっ、あぁん…っ」


　一際深く抉られて、甘い悲鳴を放った。きゅうっと引き絞しぼるようにきつく締まったのに、エドガーの猛りにそこを強く押し開かれた。性器全体で内ない壁へきを擦られる容よう赦しやのない快楽に耐えかねた薫は、いやらしく腰を捩らせる。


「や、あっ、エド…っ、す、きっ……好き、」


「おまえは、俺のものだ。俺のものに、なれ。なると誓ちかえ……ッ」


　激しく揺さぶられ、なにを言われているのかわからないまま薫はがくがくと頷いた。


　こんなにめちゃくちゃに犯されるのは初めてで、もうなにがなんだかわからない。ただ抱き締めてくれる腕が嬉しくて、体内に埋め込まれた熱が愛いとしくて、薫はエドガーに求められるままに身体を開き、自分からも必死に腰を揺らす。


「あ、だめ、出して……っ、な、か……っ、もう、や、いやぁっ……！」


　やがて体内に注ぎ込まれる感触に薫は震えながら甘く啼ないた。けれど、


　──まだ、足りない……。


　もっと欲しい。終わりたくない。ずっとこのまま離はなれずにいたい。


　媚び薬やくの効果の切れない身体と心がそう望むまま、薫は抱き締めてくるエドガーの胸に自分からも身を摺り寄せる。そして未いまだに身体の中にある、吐き出しても硬いままの楔くさびをきゅ、と柔やわらかく締めつけて。


「お願い……もっと……」


　しっとりと濡ぬれた睫まつ毛げを羽ばたかせ、震える声で愛をねだった。
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　目覚めたとき、薫は自分がどこにいるのかわからなかった。


　身体がだるくてあちこち痛んだ。けれど全身を包み込んでいる疲ひ労ろう感かんはなぜだか蜜みつのように甘い余よ韻いんを伴ともない、どうしたことか胸の中まで綿わた菓が子しのように甘くふわふわとしている。


　こんな気分で目覚めるのは初めてのことだ。


　昨日、なにか良いことでもあっただろうか？　それとも夢見が良かったのかと薫は緩かん慢まんに瞬まばたきをした。


　──それより、今何時だろう……？


　時計を探して周囲を見回す。だが、あるべき場所に時計がない。その代わりに、自分の部屋には存在しない大理石のマントルピースを見つけ、薫は慌あわてて跳ね起きた。


「ここは……っ」


　マントルピースの上には、この屋や敷しきの当主の寝しん室しつにあるはずの絵皿が飾かざられている。


　──まさか、ここはエドガーさまの寝室じゃ……。


　そう認識した途端、薫の全身を覆おおっていた甘やかな余韻は一瞬で消し飛び、昨日の記き憶おくが凄すさまじいスピードで頭の中を駆け巡めぐった。


「そうだ、昨日──」


　薫はダニエルに拉ら致ちされて妙みような薬を使われて、おかしくなった身体をエドガーに鎮しずめてもらったのだ。たしか自分はそのときに、


　──好きです、なんて口走ったような、気が……。


　半身を起こしたベッドの上で、薫は顔色を失った。


　昨夜、自分はエドガーに好きだと打ち明けてしまった。一度だけでなく何度も、何度も繰くり返し告げて、なにもかもをエドガーの前に曝け出し、明け渡してしまった。


「そんな、どうしてあんなこと……っ」


　足元から冷たいパニックが這はい上がってくるのを薫は感じた。冷静さを取り戻もどして今後の身の振ふり方や善後策を講じなければならないのに、思考回路は凍とう結けつし、ぴくりとも動かない。


　とにかくエドガーの姿が寝室にないことを確かく認にんし、ほんの少しだけほっとした薫は、サイドテーブルに置かれたメモを見つけた。


『休きゆう暇かをやる。今日はここで休んでいろ。五時には帰る』


　単なる文字のはずなのに、そのメッセージがエドガーの声で再生されて胸の鼓こ動どうが速くなる。


「五時……五時には帰ってくるんだ……」


　今は午後の一時を回ったところだ。気を失うようにして眠ねむりについたのが朝になってからとはいえ、呆あきれるほどよく寝ねたようだった。


「あと四時間しかない」


　四時間経たったら、彼はここに帰ってくる。


　どうしよう、と薫はうろたえた。どんな顔をしてエドガーに会えばいいのかわからない。


　そんな薫を追い詰つめるように、窓を叩たたく雨音が激しさを増してゆく。


　──なんで。俺、どうしてあんなこと言ったんだ。


　いくら催さい淫いん剤ざいのせいで理性が甘くなっていたとはいえ、自分のあまりの愚おろかしさにいっそ絶望的な気分になった。


　薫は確かにエドガーのことが好きだ。


　けれどそれを認めたのは、エドガーにはもう会えないと覚かく悟ごを決めていたからこそだ。この気持ちを伝える気はなく、そんな機会もないとわかっていたから素す直なおになれただけのことで、そうでなければ認めるどころか自覚することさえなかったかもしれない。


　──どうしよう……あんなこと、言うつもりなんてなかったのに。


　薫は両手をきつく組み合わせた。それでも震ふるえが止まらなくて、組み合わせた手を冷えた唇くちびるに押し当てる。


　あんなことを言われて、エドガーはどう思っただろう？　気持ちが悪いと思っただろうか。同性を遊びで抱だくことと、同性から真しん剣けんに思いを寄せられることはまったく別の話だ。嫌けん悪おされても仕方がない。


　薫にしても、あんなにも赤裸々に気持ちを明かすことになるなんて予想外もいいところだ。


　ダニエルに襲おそわれて薬を使われたとき、この先自分はどうなるのかと怖こわくてたまらなかった。恐きよう怖ふが強すぎた分、絶望の一歩手前でエドガーが助けにきてくれたときの安あん堵どと歓かん喜きは、押し込めていた感情をいとも容易たやすく解き放ち、押し流し、堰せきを切って溢あふれさせるほど圧あつ倒とう的なものだった。


　好きだと言ったのは薬のせいだと言い逃のがれるのは、おそらく無理だ。あれだけ求めてしまった以上、とても誤ご魔ま化かせる状じよう況きようではなく、かといって開き直ることなど薫にはとてもできそうにない。


　本気になられるのは困るんだ──そんな幻げん聴ちようがエドガーの声で響ひびいてくる。


「わかってる……言われなくても、ちゃんとわかってるから」


　立場を忘れ、同性相手に身分違ちがいの恋こいなどしたらどうなるか、薫は身をもって知っている。ましてやエドガーは貴族で、身分の格差は過去の恋とはまるで比ひ較かくにならないのだ。


　エドガーは十二世スタッドフォード伯はく爵しやくだ。近い未来、伯爵家存続のために名家の令れい嬢じようを妻に迎むかえることは決まりきっている。それなのに、使用人という立場も忘れて思いを明かしてしまうなんて、なんて馬ば鹿かなことをしてしまったのだろう。


　──気持ちを知られたら、捨てられる。もういらないって、絶対、言われる。


　七年前と同じように、邪じや魔まだから出て行けと追い出されるに決まっている。


　そう断じる一方で、けれど薫はかすかな期待を抱かずにはいられなかった。


　エドガーは昨日、薫を助けてくれたのだ。自分など切り捨ててしまえばそれで済んだはずなのに、自ら助けに来てくれた。だから、もしかしたら追い出したりはしないかもしれない。


　──もし、そうでも……追い出されなかったとしても、それでここにいられるのか？


　薫は自分に問いかける。


　エドガーが結けつ婚こんしても、一番近くで仕つかえていくだけの強さが自分にあるだろうか。エドガーだけでなく、彼の妻となった女性にも心を込めて仕えていくだけの覚悟を持つことができるだろうか。


　──そんなの、無理だ。


　は…、と薫は泣き笑いの表情で息をついた。


　そんなこと、できるわけがない。そんな強さがあったなら、自分は今、英国にはいなかったはずだ。孝司の傍にはいられなくても、日本を離れはしなかっただろう。


　それに、薫は遠からず追い出されるに違ちがいないのだ。昨日の失態はさすがにエドガーの許容範はん囲いを超こえているだろう。その上、あんなことを口走ったのだ。


　エドガーにとって自分など、いくらでも替かえのきく使用人兼けん遊び相手に過ぎないのに。


　──そうだ。あの人が俺を抱くのは、単に都合がいい事と身体からだの相性がいいからじゃないか。


　思えば特別でもなんでもない、ただそれだけのことだった。


　昨日、助けてくれたのは雇こ用よう主としての責任感からだったのだろう。薫は確かに好きだと言ったが彼が応えてくれた記憶はないし、片思いだということはわざわざ確認するまでもない。


　じわりと視界が滲にじみそうになり、薫は慌てて目に力を込めた。胸苦しさに喉のどがしゃくりあげるような音をたてたが、それが嗚お咽えつになる前に無理やり飲み込む。


「これだから恋れん愛あいなんて嫌いやなんだ。こんなふうになるってわかってたから、もう誰も好きにはならないって決めたのに──……」


　いつの間に、こんなに好きになっていたのだろう？　出会ってすぐの頃ころ、あんなに嫌きらっていたのが噓うそみたいだ。


　──これから、どうすればいい？


　あと四時間でエドガーが帰宅する。それを思うだけで身体が震えた。面と向かって出て行けと言われるのはさすがに辛つらく、想像するだけで心臓が潰つぶれそうだ。エドガーの傍にいたいと願っているのに、今はもう顔を見るのも声を聞くのも考えただけで恐おそろしい。


　──どうしよう。


　役立たずの思考は結局そこへ舞まい戻る。平常心を失い、半ばパニックに陥おちいった薫はうろたえて視線をさまよわせるばかりだ。


　風と雨が強くなったのか、雨う滴てきが窓を斜ななめに流れてゆく。それを見ていたら、なぜだろう、ふいに闇やみに舞う雪のイメージが蘇よみがえり、薫は心臓を氷の手に摑つかみ取られたような衝しよう撃げきを受けた。


　──……駄だ目めだ。


　二度も捨てられるなんて、耐たえられない。


　かといって、ここに残るのも無理だ。


　──だったらもう、逃にげるしかない。


　発作的に決断を下し、薫は急いでベッドを降りると自分の部屋へ駆かけ戻った。


　一分一秒でも早く、ここから出て行かなければならない。そんな思いに急せかされて、慌あわただしくシャワーを浴び、身支度を整える。


　そして降りしきる雨の中、自分の気持ちに追い立てられるように薫は屋や敷しきを抜ぬけ出した。
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　アーリントン侯こう爵しやく邸ていはホテル・リッツの先にある。


　途と中ちゆうで拾ったミニキャブを降りてその扉とびらを叩いたとき、薫は血の気の引いた頰ほおを強こわ張ばらせていたが、ナイジェルの書しよ斎さいに通されて彼と顔を合わせたときには、なんとか笑え顔がおを作ることができた。


「事前になんの連れん絡らくもせず、突とつ然ぜん押おしかけて申し訳ありません」


　青ざめた顔での無理な笑顔にナイジェルは眉まゆをぴくりとさせたが、いや、と軽く首を振っただけで、それについてはなにも言わなかった。


　薫は勧すすめられた椅い子すにかけ、どう話を切り出そうかと滞とどこおりがちな思考を巡めぐらせる。その間に熱いミルクティーを運んできたメイドが退室し、ドアが閉まると同時にそれまで黙だまっていたナイジェルが口火を切った。


「訊ききたいことは色々あるが、とにかく無事な姿を確認できてよかった。明日、見み舞まいに行くつもりだったんだ。今日一日ゆっくり休養すれば薫も少しは落ち着くだろうから、その後でと思ってね」


　まるで昨日の出来事を知っているかのような口ぶりに、薫は伏ふせていた目を上げた。


「……ご存じなのですか？」


「大体のことは。ダニエルのことは、伯爵家の息のかかった病院へ預けると今朝エドガーから連絡があったよ。今日中にすべての手続きと身み柄がらの移送を済ませる、と」


　大変だったね、と続いた労いたわりの声が胸に響く。薫の不自然な行動と顔つきを昨日の一件のせいだと勘かん違ちがいして、ナイジェルが慰なぐさめるように背を撫なでてくる。その温かい手のひらに、ともすると弱くなった涙るい腺せんを刺し激げきされそうで薫は顔を俯うつむけた。


「──もう、無理です」


　話の順序を考えることもできず、気づけば薫は告げていた。


「ご期待にそえず、申し訳ありません。ですが、わたしはもう伯爵家には……」


「うん。そうか」


　ナイジェルが頷うなずく気配が伝わってきた。


「あんな目に遭あわされたのだから当然だ。薫が謝ることはないよ、頑がん張ばっていたことはよくわかっているのだからね。伯爵家に居づらいようなら、いつでもここに──」


「いいえ、違うんです。そうじゃない」


　力なく首を振ふり、薫は顔を上げた。


「その事は関係ありません。スタッドフォード卿きようやダニエル卿のせいではないのです。ただ、わたしの──わたしが、悪いのです」


「薫？」


　どうしたんだ、と言外に問いかけてくるナイジェルに、薫はますます人形のような無表情になった。


「わたしが悪いのです。自分の立場をわきまえず、身勝手なことをしてしまいました」


　努めて平へい坦たんな声を出すと、薫、とナイジェルが気き遣づかわしげに呼びかけてくる。その優しい響きが居たたまれない。


「お役に立てず申し訳ありませんでした。それだけ言いたくて……。それでは、わたしはこれで──」


　お暇いとまを、と今にも席を立とうとしていた薫は、次の瞬しゆん間かん、なんの前まえ触ぶれもなく核かく心しんを衝つかれて息が止まりそうになった。


「エドガーを好きになったのか？」


「──っ!?」


　問いかけるふうでありながら、確信を持ったナイジェルの指し摘てきに薫は違うと否定しようとし、けれど声が出せなかった。まるですべてを見み透すかされているかのようで、薫がなんとか紡つむぎだそうとした噓や誤ご魔ま化かしは喉の奥に封ふうじられてしまう。


「ナイジェルさま……」


　ただでさえ青ざめていた顔を今や紙のように白くして、薫は小さく首を振る。


　違う、という意思表示ではなかった。暴かないで欲しい、もうそこには触ふれないで欲しいという、それは必死の懇こん願がんだ。


　けれどナイジェルはその穏おだやかな物もの腰ごしに反して、追つい及きゆうの手を緩ゆるめようとはしなかった。


「隠かくしても無む駄だだよ、薫。僕はきみのことを子供の頃から知っているんだ。初はつ恋こいを自覚して辛そうにしていたことも、それが叶かなって幸せそうだった頃のことも知っている。もちろん、その後のことも」


「ナイジェルさま、どうかもう、それ以上──」


「自分ではわからないのだろうが、今の薫はあのときと同じ顔をしているよ」


「……っ」


　駄目だ、と薫は罪を暴かれた罪人のようにうなだれた。


　やはりナイジェルは誤魔化せない。


　役に立たなかった自分を彼は軽けい蔑べつしただろうか。そうでなければ懲こりずに同じ事を繰くり返す自分に呆あきれたかもしれない。


　諦あきらめにも似た気持ちで薫はそう思った。けれど、そっと肩かたに置かれた手の温かさにナイジェルを見ると、思し慮りよ深い緑の瞳ひとみは常と変わらぬ優しさを湛たたえてこちらに向けられている。


「……申し訳、ございません」


　安あん堵どと悲しみと自己嫌けん悪おが胸の中で一度に膨ふくらんだ。それは薫の喉を塞ふさぎ、涙腺を強く刺激する。だが、堪こらえた。泣いたって仕方のないことだ。


「ナイジェルさまのおっしゃる通りです。わたしは、エドガーさまを……」


　ナイジェルの眼まな差ざしに促うながされるまま、薫はエドガーと性的な関係を結んでいたことは伏せて、これまでにあったことや自分の気持ちの移り変わりを洗いざらい打ち明けた。ときに感情が乱れて混乱し、途と切ぎれ途切れに語られる話はさぞや聞きづらかったことだろう。けれどナイジェルは薫の話を最後まで黙って受け止めてくれた。


　やがて薫は告白を終えて、冷えた唇くちびるを結んだ。


　手付かずのまま冷めてしまった紅茶を新しいものに換かえさせて、ナイジェルはそれを一口飲むと、おもむろに口を開いた。


「──薫。クラリッジで開かれたレセプションで倒たおれたことを憶おぼえているかな」


「はい」


　急な話題転てん換かんだったが、薫がそれを疑問に思うことはなかった。これまで胸に溜ためてきたものを吐はき出したことで安心したような、空くう虚きよなような、奇き妙みような虚きよ脱だつ感に襲おそわれていた。


　それでもレセプションの夜の不ふ甲が斐いなさを思い出せば、さすがに惨みじめな気持ちになる。


　ダニエルに騙だまされたことは半ば忘れていたけれど、その後の、エドガーとの関係を一変させた出来事は薫の心に深々と刻みつけられていた。


「あのとき、僕は父の知人に捕つかまっていて身動きがとれなかったんだが、エドガーが意識のない薫を抱だいて会場から出て行くのは目にしていた。なにか体調に問題があったのかと心配になってね、様子を確認したかったから彼の携けい帯たいに電話をかけた。そうしたら、逆に質問されたんだ。ヒトリニシナイデとは、どういう意味か、と」


「え……？」


「きみがそう言って離はなれないんだと言っていたよ。他ほかにもいくつか尋たずねられた。すべて日本語だったからエドガーには意味がわからなかったんだ」


「なっ……!?」


　ひとりにしないで──。


　そう言って、自分はエドガーに縋すがったのか。酔よって正体を失なくして？


　──他にもいくつか、って……。


　いったい、なにを口走ったのだろう？　どうやらナイジェルは知っているようだが、確認するのは怖こわかった。


「父と僕がきみを伯はく爵しやく家の執しつ事じとして推すい薦せんしたのはね。こう言っては申し訳ないし、きみを傷つけるかもしれないが、きみのそういった面を心配していたのと同時に、期待してもいたからなんだ」


「期待……？」


　心配してくれていたというのは有り難いけれど、期待というのは理解できなかった。心配な面がある場合、きちんと仕事ができるかどうか不安になるものではないだろうか。


　薫の目に浮うかんだ疑問に軽く頷きながら、ナイジェルは話を続ける。


「エドガーは幼い頃ころにお母上を亡くし、義母の虐ぎやく待たいを受けて育った。父はエドガーを危あやういところで助けることができたけれど、それも随ずい分ぶん後のことだったからね。日常的に暴力と悪意に晒さらされ続けてきた彼は、息子の苦しみを知りながら放っておいた父親や見て見ぬ振りを決め込んだ周囲の人間の態度を見て、人を信じられなくなっていた」


　それは知っているね？　と目を覗のぞき込まれて、薫はこくりと頷く。ナイジェルも小さく頷き返した。


「そんなふうに育った人間はこの世に大勢いるのだろう。だが、僕は違ちがった。幸いなことに両親の惜おしみない愛情を受けて育ったんだ。だから想像することはできても、エドガーの苦しみの根本には近づけない。彼の方でも僕という存在を認めてくれてはいるようだが、ある一定の距きよ離りで線を引き、そこから先には踏ふみ込ませない。そして、それは薫──きみも同じだった」


　急に話の矛ほこ先さきを自分に向けられ、薫は目を瞬しばたたく。


「ナイジェルさま……？」


「きみは僕を兄のように慕したってくれている。それはよくわかっているんだ。きみは子供の頃も、この屋や敷しきの副執事として働きだしてからも、僕を信しん頼らいしてくれていた。だが、薫にはいつも遠えん慮りよがあっただろう？　あと一歩の距離を、それが縮めさせてくれなかった」


　それは、と反論しかけ、けれど薫はなにも言えなかった。ナイジェルの言うことは事実だったからだ。


　日本を離れ、侯こう爵しやく家で働くようになってようやく得た心の平へい穏おん。それを与あたえてくれた侯爵やナイジェルの信頼に応こたえようと懸けん命めいに仕えていたけれど、薫はいつも不安だった。


　バトラーとしての働きを見て、優ゆう秀しゆうだから副執事として迎むかえたいと侯爵は言ってくれたけれど、実はそれは口実で、必要とされているのではなく哀あわれまれているだけではないのかと、つい浅ましい疑念が湧わき起こってしまうからだ。


　薫の孤こ独どくと必死の恋こいをその目で見てきたナイジェルは、それが破れた後のことも知っていた。


　軽けい薄はくで性質たちの悪い男たちに欲望の対象として見られ、友達にも襲われかけて、なんでもない振ふりをしながらも実は酷ひどく傷ついていたことにも彼は気づいていたのだろう。もしかしたら友人達は冗じよう談だんのつもりだったのかもしれないが、薫にとっては笑って済ませられることではなかった。薫との友情や信頼関係など、彼らにとっては一時の欲望を満たすためには簡単に捨てられる程度のものだと宣言されたも同然だったからだ。


　やけになって遊び歩いた時期は精神的に最悪な状態だった。身体からだだけを求められ、性欲を処理するためだけに好き勝手に扱あつかわれる経験は、自分自身など紙くず以下の存在なのだと薫の心に刷り込んだ。


　自分になんの価値もないことはわかってる。だから愛して欲しいなんて、我わが儘ままは言わない。


　けれど、必要だと言って欲しかった。身体や外見だけでなく、薫自身が誰かに必要とされ、誰かの役に立ちたかった。


　その思いが断ち切りがたい初恋への未練と結びつき、薫をホテルへ就職させた。旅館に勤める気にはなれなかったけれど、せめて孝司と同じ業界に身を置いていたかった。同じ世界で人の役に立つ人間になりたかったのだ。


　そんな自分を侯爵とナイジェルは見守っていてくれた。薫がホテルに就職すると、日本へ来るときは『松乃屋』ではなく薫の勤めていたホテルに宿しゆく泊はくするようになった。


　バトラーは難しい仕事だったが毎日が充じゆう実じつしていた。けれど、そのホテルに孝司の妻が憧あこがれていたなんて薫は知らなかった。だから薫という伝つ手てを利用して、年に二回、結けつ婚こん記念日と彼の妻の誕生日に必ず夫婦で泊とまりに来ることになるなんて思わなかったのだ。


　仕事は好きだった。向上心もあった。周囲にも評価され、やりがいも感じていた。


　けれど心がどうしようもなく疲ひ弊へいして、苦しくてたまらなくなっていた。


　そんなときだ。英国で執事として働かないかと侯爵に誘さそわれたのは。


　それはとても有り難い申し出で、本場で勉強できるなんて薫には願ってもないことだった。けれど、困こん惑わくしてもいたのだ。


　──だって、ここまでしてもらう理由がない。


　家族もおらず、好きな人には遊ばれて捨てられ、友人達にさえ信頼関係を築く価値のない人間だと判断された自分などに、なぜここまでよくしてくれるのか。薫には、幼い頃から知り合いであるがゆえの同情心としか思えなかった。


　同情されるのは嫌きらいだ。こんな自分でもプライドはあった。


　けれど当時は今にも心が折れそうで、侯爵とナイジェルが相手では張り通すだけの意地もなかった。彼らの同情に限りなく近い厚意に甘えてしまったことは、薫のなかで負い目になってしまっている。慎しん重ちように隠かくしていたはずのそれを、聡さといナイジェルは見み抜ぬいていたようだった。


「馬ば鹿かだな、薫は」


　黙だまりこんだ薫の頭をナイジェルが軽く小こ突づいてきた。


「気にしすぎるのはきみの悪い癖くせだ。利用できるものは利用すればいいし、甘えていいと言われたら素す直なおに甘えればいいんだ。自分の良心と相手の信頼を裏切りさえしなければ、それは少しも悪いことじゃない。もっとも今回、父と僕のしたことはその境界を越こえたものだったようだ。反省すべきは僕らのほうだね」


　きみの信頼を裏切るような真似をしてしまった、とナイジェルが表情を曇くもらせる。


「そんな、これまでも今も、ナイジェルさまに裏切られたなんて思ったことはありません」


　薫は慌あわてて首を振ったけれど、薄うすく微ほほ笑えんだナイジェルの瞳ひとみから後こう悔かいの色は消えなかった。


「いや。やはり自分勝手な思い込みだった。きみならエドガーの孤独に触ふれられるんじゃないかと、父と僕はきみに一言の相談もなく考え、それを一方的に押し付けたんだ。きみはご両親を亡なくし、恋を失なくし、他にも色々と傷ついて色んなことを諦あきらめてしまったが、人のために尽つくしたり、心を痛める優やさしさを失うことはなかったから」


　だから期待してしまったのだと、ナイジェルは自じ嘲ちようして立ち上がる。


「愛することや愛されること、喪そう失しつ、裏切り、孤独。そうしたものを等しく心に刻んだきみなら、エドガーに添そうことができるのではないかと思ったんだ。そして、上手うまくいけばふたり一いつ緒しよに救われるのではと期待した。きみには迷めい惑わくな話だったね。すまなかった」


「そんな、迷惑だなんて」


　窓ガラスに映ったナイジェルに向けて、薫は必死に首を振ってみせる。


　アーリントン卿きようとナイジェルが、エドガーだけでなく自分のことまで心配してくれていたなんて夢にも思わず、驚おどろいたけれど、それを迷惑だと思うはずがなかった。彼らの密ひそかな企たくらみは薫を傷つけるものではなく、むしろ有り難いことだったのだ。


　薫が素直にエドガーを主人と仰あおぎ、執事として忠実に仕えていれば問題はなかったのだろう。ナイジェルたちの期待通り、徐じよ々じよに歩み寄れたかもしれない。それなのに恋をするなんて大きな間ま違ちがいを犯したせいで、なにもかもぶち壊こわしにしてしまった。


「謝るべきなのはわたしの方です。本当に申し訳ございません。スタッドフォード伯爵家の執事はアーリントン侯爵家から遣つかわされたと、広まってしまっているのに」


　こんなに簡単に伯爵家を離はなれたら、侯爵家の使用人の質を問われることになりかねない。それがわかっているのに、どうしても伯爵家には戻もどれない。


「侯爵家の体面など、どうでもいいよ。きみが後悔しないのなら」


　後悔なら、今まさにしているところだ。しかし、続いたナイジェルの言葉に薫は思わず顔を上げていた。


「辞やめるのはかまわない。それについて侯爵家のことは考こう慮りよに入れる必要はない。だが、薫。よく考えてごらん。それで本当にいいのかどうか」


「ナイジェルさま？」


「あれから初めてだろう、誰かを好きになることができたのは。それなのに、このまま逃にげ出していいのか？」


「それは……」


　いいのかと問われれば、よくはない。本音を言えばエドガーの傍にいたかった。けれど薫はおそらく解かい雇こされるだろうし、されなかったとしてもこんな気持ちを抱かかえたまま傍にいることには耐たえられない。逃げる以外にどうすることもできないのだ。


「スタッドフォード卿は伯はく爵しやく家のご当主です。使用人がこんな気持ちを抱いだくことは許されない。それに卿はわたしのようなものに思いを寄せられても、ご不快なだけでしょう」


「それはどうだろう？」


　考え深げにナイジェルが視線を宙に向けたが、薫は首を振って否定した。同性の上、生きる世界が違ちがうのだ。使用人に恋れん愛あい感情を持たれるなんて、エドガーには迷惑なだけだ。


「薫は無理だと思っているわけか。だが、ここで逃げてごらん。必ず後悔する」


「後悔なんて……」


　するかもしれないし、しないかもしれない。先のことは誰にもわからない。


　けれどナイジェルが確信を持って断言するので、なぜ今そんなことを言うのだろうかと薫は内心うろたえた。孝司に捨てられた後、薫が『松乃屋』から逃げ出したとき、そして日本から逃げ出したときも、彼はそんなことは言わなかったのに。


「孝司のときは、どんな形であれ結果が出ていたからね」


　薫の戸と惑まどいを読んだのか、ナイジェルが穏おだやかに言葉を継ついだ。


「あれはもうどうしようもないことで、手を加えることはきみにも誰にもできなかった。だが、エドガーのことは違う。まだなんの結論も出ていないんだ。中ちゆう途と半はん端ぱで逃げだしたらきっと引き摺ずることになるよ。きみは情が深いから、簡単には忘れられない」


　そうかもしれない。どこか暗い穴に突つき落とされるような気持ちで薫は漠ばく然ぜんとだが納得した。明確に振られた孝司のことでさえ、こんなにも長い間引き摺った。もちろんそれは無防備な状態で受けた傷が深かったせいもあるけれど、結果が出ないままというのも同じようなことになりそうな気がする。ナイジェルに指し摘てきされた通り、今逃げたら自分の気持ちに区切りをつけられず一生抱えていくことになるのかもしれない。それはさすがに辛つらそうだ。


　──だったら、やっぱりきちんと決着をつけたほうがいいのかもしれない。


　それはそれで、やはり痛い思いをすることになるのだろうけれど。


「……ああ、やっぱり来た。おいで、薫。見てごらん」


　窓際に立ったナイジェルに指先で呼ばれ、薫は窓辺へと歩み寄る。


　窓の外はもう宵よい闇やみが降りていた。その中を、一台の車が侯爵邸へ向かってくる。


　門の前に乱暴に横付けにされたのは見覚えのあるＢＭＷだ。運転席のドアが開き、降りてきた人ひと影かげを見て薫はまさか、と目を瞠みはった。


「エドガーさま……!?」


　彼を見み間ま違ちがえるはずはない。あの人影はエドガーだ。


　彼はまっすぐに侯爵家の玄げん関かんへ向かってくる。


「あ、……っ」


　どうしよう、と薫は思わず逃げ場所を探した。おろおろと目を泳がせていると、ナイジェルが宥なだめるように、とん、と背中を叩たたいてくる。


「ナイジェルさま……」


「会いたくなければ隣となりの部屋へ。エドガーには僕がひとりで会おう」


　ただし、と緑の瞳が厳しさを帯びた。


「今、エドガーに会わず逃げるなら、もう二度と会わせないよ」


「え……」


　す、と頭から血の気が引いた。ナイジェルの瞳に宿った光の強さに、薫は彼の本気を感じた。彼が薫とエドガーを会わせないと決めたら、きっと本当に二度と会えない。


　──それで、なんで動どう揺ようするんだ。


　薫はきゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。


　もうエドガーには二度と会わない。そう決めたのは自分自身のはずだ。そのために屋や敷しきから逃げ出してきた。


　それなのに、いざそれが現実になろうとすると身を引き裂さかれるように辛かった。エドガーに邪じや魔まだと面と向かって言われる怖こわさより、このまま会えなくなることのほうがずっと胸が苦しいのだ。


「今、決めなさい。戻るか、逃げるか」


「そんな、ナイジェルさま」


　あくまでも穏やかに選せん択たくを迫せまられ、薫は思わず泣きそうになった。自分の気持ちを打ち明けてしまった今、どんな顔をしてエドガーに会えばいいのかわからない。けれど──。


「会えなくなるのは嫌いやだろう？」


「……は、い」


「だったら戻って、ちゃんと話し合うんだ。それで駄だ目めなら帰っておいで」


　本当の兄のように優しく諭さとされ、薫がこくりと頷うなずいたとき、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな足音と執しつ事じの引き止める声が響ひびいてきた。言葉を重ねる執事に向かって「うるさい」と低く一いつ喝かつし、あの足音が階段を半ば駆かけ上って廊ろう下かに大きく響き始める。


　迷いのない足取りが書しよ斎さいの前で止まると、ノックもなしに蹴けり破る勢いで扉とびらが開け放たれた。


「やっぱりここにいたか」


　怒いかりもあらわな灰色の視線に射い竦すくめられて薫はびくりと肩かたを揺ゆらしたが、目を逸そらしはしなかった。もうすぐ嫌でも会えなくなるのだ、できる限り見つめていたい。どんな表情でも覚えておきたい。


「……うちの馬ば鹿かが世話になったな」


　エドガーが切れ味のいいナイフのような目でナイジェルを睨にらみつけた。


　怖いな、とナイジェルが苦く笑しようしつつ肩を竦すくめる。


「そう睨まないでくれないか。きみが心配するようなことはなにもないよ」


「それについては、後でこれに確かく認にんする」


　言って、エドガーが薫へと歩み寄ってきた。青白い炎ほのおが迫ってくるような迫はく力りよくに思わず後あと退じさりすると、エドガーがぴくりと眉まゆを跳はね上げて強ごう引いんに腕うでを摑つかんでくる。そのまま引き寄せられたかと思うと、腕を摑まれたまま痛いほどの力で肩を抱かれた。


「前にも言ったがな、ナイジェル」


　エドガーは薫を捕つかまえると、ナイジェルを振ふり返った。


「これは既すでにうちの執事だ。これの扱あつかいについて、おまえに口出しをされるいわれはない」


　これの始末はこっちでつけるとエドガーは言い渡わたし、薫を引き摺って書斎を出て行こうとする。覚かく悟ごを決めて薫がエドガーに従うと、ふいにナイジェルがエドガーを引き止めた。


「待ってくれ、エドガー」


「なんだ。やっぱり返せとでも言うつもりか？」


　ナイジェルがいつになく張り詰つめた表情をし、エドガーが地を這はうような声で応じる。


　二人の間に挟はさまれた薫は、彼らの険悪な雰ふん囲い気きに気が気ではない。なんとか執とり成なせないかと口を開きかけると、黙だまっていろと言わんばかりに肩を抱くエドガーの指に力が込もった。


　ナイジェルがおもむろに口を開く。


「薫は伯爵家の執事だ、それについては異存はない。ただ、薫は僕にとって弟のような存在なんだ。大事にしてくれるのなら、連れて行くことに異議を唱えるつもりはない」


　だが、と一いつ旦たん言葉を切り、


「もし昨日のようなことが今後あれば、その限りではない。これ以上薫を危険な目に遭あわせたり傷つけるようなことがあったら、僕はきみを許さない。薫は、なにを置いても連れ戻もどす」


　ナイジェルが、これまで薫が見たこともないような険しい顔つきでエドガーを見み据すえた。


　それを受けたエドガーの、ただでさえ鋭するどい眼まな差ざしが凄すごみを増して眇すがめられる。


「あんなことが二度もあってたまるか。おまえがこれに余計な手出しをする機会も今日が最後だ、よく覚えておけ」


　執り成そうにも言葉が出ずに、妙みように緊きん迫ぱくしたそのやり取りを薫は固かた唾ずを呑のんで見守っている。


　そんな薫の頭上でふたりはしばし睨み合っていたが、ほどなくナイジェルが肩の力を抜ぬき、両手を軽くあげてみせた。エドガーはそれに顎あごを引き、がっちりと薫の肩を抱いたまま踵きびすを返して歩き出す。


「あ、あのっ……」


「まったくおまえは少し目を離はなせばひらひらと……。自分の主あるじが誰で帰る場所がどこなのか、いい加減憶おぼえろ」


　帰るぞ、と手を引くエドガーの言葉をどう捉とらえればいいのかわからず、薫は困こん惑わくに眉を曇くもらせたまま侯爵家を後にした。





　　　　＊





　昨日の一幕を再現するかのように突とつ然ぜん現れたエドガーに連れられてノッティング・ヒルの屋敷に帰ってきた薫は、やっぱり昨日と同じようにエドガーの寝しん室しつに引き入れられた。


　侯爵家でのエドガーとナイジェルのやり取りを思い返すと、どういうわけかエドガーはまだ薫のことを自分の執事と認識しているようだ。


　──でも、好きだなんて言われて、気持ち悪くないのかな。


　男女の別なく言われ慣れているから、気にならないのだろうか。いや、もしかしたら。


　──なかったことにされた、とか……？


　もしそうなら、さすがに辛い。自分の告白など耳を貸すだけの価値もないのだろうか。そんなふうに無視されるくらいなら、いっそ嫌きらいだと言われたほうがましだ。


　そこまで考えて、そんな心配が無意味なことを薫は思い出した。


　始末はつけると、薫は先ほど言われていたのだ。始末と言うからには、やはり解かい雇こされるのだろう。そうなったら本当に、もう彼の傍にはいられなくなる。


「戻った途と端たん、憂うれい顔か」


　床ゆかを見つめて立ち尽つくす薫に、エドガーが苦々しく吐はき捨すてた。


「やはりおまえは侯爵家にいたいのか。そんなにナイジェルがいいのか？　俺よりも」


「え、？」


　思わぬ台詞せりふに顔を上げた薫は、はっと目を見開いた。顔を背そむけたエドガーの瞳ひとみに傷ついた色が過よぎるのを見てしまったからだ。けれどそれは一いつ瞬しゆんのことで、薫の勘かん違ちがいかもしれない。どちらにせよ、エドガーはこちらに背を向けてしまったので確かめることはできなかった。


「おまえは俺の前では笑わない。ナイジェルが相手だと笑え顔がおじゃないときがないくらいだがな。……だが、もしかしたら今日は笑うんじゃないかと期待した。帰ってきたら、おまえはいなくなっていたが」


「それは……」


「いや、いい。この屋敷に来てから、おまえにはろくなことがなかったからな。そこへ昨日のあれだ、嫌になっても仕方がない。だが、俺はおまえを手放す気はない」


　え、とわずかに瞠みはった目を、薫は数度、瞬またたかせた。


　──手放す気はない、って……？


　なぜ、と声にならない問いかけを唇くちびるだけで呟つぶやいた。始末をつけると言われたときから正式に解雇されるのだろうと考えていた薫にとって、エドガーの発言は予想外のものだ。


「おまえがナイジェルのもとに帰りたいと思うのも、俺から逃にげたいと思うのもおまえの自由だ。思うだけならな。だが、行動に移すことは許さない」


　薫の動どう揺ように気づいているのかいないのか、エドガーはくるりと振り向くと、まるでこの場に縫ぬいとめようとするかのように強い眼差しで薫を射た。


「おまえは返さない。ここにいろ」


　薫はとっさになにを言われたのか理解できなかった。瞬まばたきも忘れてエドガーを見つめ、告げられた言葉を反はん芻すうする。理解しがたいエドガーの台詞をなんとか必死で飲み込んだ後、やっとのことで出てきたのは子供のような問いかけだった。


「ここにいろって、どうして……？」


「そんなこと知るか。俺が訊ききたいくらいだ」


　間かん髪はつ入れずに答えたエドガーが、眉を逆立てて畳たたみ掛かける。


「とにかく嫌なんだから仕方がないだろう。おまえが俺以外の誰かのもとで笑って食べて眠ねむって、毎日生活するのかと思うと腹の底から不快感が込み上げてくる。おまえが他ほかの男──たとえばそれがナイジェルでもいい、奴やつのものになるかもしれないと考えただけで心臓が真っ黒に焦こげつくかと思うほどだ」


　想像するのもおぞましいとばかりにエドガーが一瞬、表情を歪ゆがめた。


「だから、おまえは俺の手元に置く。おまえには、俺の知らないところで息をすることも許さない。もう侯こう爵しやく家にも日本へも帰さないから、おまえも帰れると思うな」


　わかったな、と念を押すように底光りのする目で睨まれたけれど、エドガーの言葉をどう受け取ればいいのかわからず、薫は頷うなずくことも首を横に振ることもできなかった。


「あの……それは、どういう……？」


　普ふ通つうに考えれば、それはある種の期待を抱いだかせる台詞だ。が、ストレートすぎて裏があるのではないかと薫はつい疑ってしまう。それに薫にとって英語が母国語ではない以上、語学力不足で自分に都合のいい解かい釈しやくをしてしまっているという可能性も否いなめない。


　戸と惑まどいや不安の色もあらわにエドガーを見つめ返した薫は、返事を迫せまる視線の圧力に負け、しかしイエスともノーとも言いようがなく、おずおずと根本的な疑問を口にした。


「あの、貴方にとってわたしは執しつ事じで、それから……遊び相手に過ぎないはずです。始まりは貴方の単なる好こう奇き心からでしたし、わたしのことも信用してくださらず、追い出そうとなさっていた。それが、なぜ……？」


　槍やりのようだったエドガーの視線が揺ゆらぎ、逸そらされた。苦く歪んだ口元が、それは、と低く声を押し出す。


「最初はなにもかも気に入らなかったんだ。執事としてはおまえは若く、経験が足りない。しかも外国人だ。簡単に信用できないのは当然だろう。その上、おまえは初めてこの屋や敷しきにきたときから新しい主人となるこの俺をさしおいて、ナイジェルにばかり気を配っていたからな」


　俺のことなど見向きもしなかった、と苦々しく吐き捨てたエドガーは、そのときの苛いら立だちを思い出したのか咎とがめるような目を向けてきた。


「おまえは俺を無視していた。初対面のときだけじゃない、その後もだ。この屋敷に留とどまっていたのは侯爵家のためだったんだろう？　もっと言うなら、紹しよう介かい者しや兼けん俺の友人であることを公言して憚はばからないナイジェルの面目を保つためだ」


「それは……」


　最初は確かにその通りだった。反論できず、薫は言葉を濁にごして目を伏ふせる。


「適当な理由を見つけて解雇しようにも、おまえは仕事の手を抜かないから肝かん心じんの理由が見つからない。多少無茶なことを命じても、大たい抵ていのことは嫌いや味みなほど完かん璧ぺきにこなしてみせたしな」


　優ゆう秀しゆうだから余計にむかついたのだと、エドガーは続けた。薫のことを疑わしく思っていたから、役に立つ人材だと認めてしまうのが彼は嫌いやだったのだ。


「そのくせ時々おまえは、どうしようもない馬ば鹿かになる。俺の遊び相手がおまえの携けい帯たいを鳴らすたびに相手に同情して辛しん気き臭くさい顔つきになったり、人の視線が集まったくらいで落ち着きをなくしたり。……初対面でもそうだった。おまえはナイジェルの気持ちを優先するあまり、自分の先行きのことなど考えてもいなかっただろう。そういうバランスの悪さも信用ならなかった」


　そんなふうに思われていたのか、と薫は睫まつ毛げの先を震ふるわせた。随ずい分ぶんと嫌われていたのだ。しかしそれはお互たがい様だ。出会ってすぐの頃ころは薫だってエドガーを毛け嫌ぎらいしていた。


「それにダニエルのことがあったからな。新しく近づいてくる人間には不信感を抱いていた」


　ダニエルと繫つながりがあるのかどうか、薫のことを彼は注意深く観察していたらしい。最初からその可能性を考え、もしも繫がりがあったら逆にそれを利用してダニエルを潰つぶすつもりで、彼は様々な角度から試しながら薫を泳がせていたのだという。


　伯はく爵しやく家に勤めた当初、これでもかとテストされたのはその為ためだったのかと薫はようやく納得がいった。薫を解雇するための理由を探していたのは本当だろう、けれどそれよりもダニエルとの繫がりの有う無むをエドガーは見み極きわめようとしていたのだ。薫の些さ細さいなミスが見み逃のがされたのは、彼がそちらを優先していたからだった。そして薫がダニエルを誘さそうような言動をとったとき、エドガーの不信感は頂点に達したのだという。


「だが、あの夜──レセプションの夜だ。ダニエルに一服盛られて眠っていたおまえは、俺が暴くまでもなく完全に素す顔がおを晒さらしていた」


　それを目まの当たりにして驚おどろいたのだとエドガーは言った。仮面の下には、まるで羽化したばかりの蝶ちようのように柔やわらかくて脆もろい、それだけに美しいものが潜ひそんでいた。そしてその美しいものには正体のわからぬ深い傷があり、それは癒いえぬまま無防備に口を開けていた。


　それを見過ごせなかったのはなぜなのか、自分でもわからないとエドガーは困こん惑わくに眉まゆ根ねを寄せた。薫をベッドに下ろしたとき、眠っているのに泣き出しそうな顔をしてしがみついてきたのをどうしても引き剝はがすことができなかったのだ、と。


「不本意だったが仕方なく添そい寝ねしてやったら擦すり寄よってくるわ、起きるかと思って抱き締しめてみたら逆に本格的に眠り込むわで、疑うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。犬か猫ねこの仔こかと思ったぞ」


　そう語るエドガーの声こわ音ねは心底呆あきれたといわんばかりだったが、その場面を思い返している瞳は柔らかで優やさしく、口元にもかすかな笑えみが浮うかんでいる。


　薫は気き恥はずかしい思いでエドガーの話に耳を傾かたむけた。


「あのときおまえは、相手が誰でもよかったはずだ。意識がなかったんだからな。だが俺は、だからこそおまえに俺を刻み付けてやりたくなった。俺を無視し続けるおまえに、どんな手を使ってでも、抱いてでも俺を認識させたくなった」


　だから半ば強ごう引いんに抱いたのだという。決して好奇心からだけではなかったのだと主張され、薫は戸惑いながらも胸の奥でなにかが熱く疼うずくのを感じた。


「誰でもいいなら、俺でもいいはずだ。俺にしろ」


「そんな、なぜ……」


「俺は今まで誰も信じられなかった」


　それはそうだろうと、薫は痛ましくエドガーを見つめた。母親を早くになくし、義母には一歩間ま違ちがえれば死に至るほどの虐ぎやく待たいをされ、それを父親には見てみぬ振ふりをされて。周囲の人間は伯爵家の騒そう動どうを面白おかしく噂うわさするばかりだった。危ないところを助けてくれたアーリントン侯爵やその息むす子このナイジェルでさえ、彼は無条件には信用できない。したくても、できないのだ。


「今でも簡単には信じられない。アーリントン侯爵でさえな。だが、おまえは違ちがう」


　強い視線で薫をその場に縫いとめながら、エドガーが一歩距きよ離りを縮めた。びくりと震えた薫が逃げ出すと思ったのか、素早く近づいて腕うでを摑つかんでくる。


「逃げるな」


「エドガーさま……？」


「おまえのことを信じたいと思う。おまえなら信じられるような気がしているんだ」


　その言葉を、薫はうまく理解できなかった。思いがけないことばかり言われて思考が現実に追いつかず、摑まれた腕に感じるエドガーの手の大きさや力の強さ、伝わってくる体温などにばかり気がいってしまう。


　──信じたい？　俺のことを？


　薫は混乱した頭を必死になって巡めぐらせた。けれど、どう考えても冗じよう談だんだとしか思えない。エドガーにそんなことを言ってもらえるだけの価値など、自分にはないはずだ。


「わたしを、からかっているのですか？」


　思ったままを口にしたとき、灰色の瞳ひとみに今度こそはっきりと傷ついた色が過よぎるのを目の当たりにして、薫は驚き慌あわてた。自分の言葉で彼が傷つくなんて思わなかったのだ。


「も、申し訳ありませんっ」


「いや、いい。俺も散々、人の言うことを切り捨ててきたクチだからな」


　皮肉めいた苦笑の気配をこめかみに感じ、距離の近さに今いま更さら気づいて薫は小さく肩かたを揺らした。逃にげるように俯うつむくと、エドガーの指に顎あごを掬すくわれ自然な力で上向かされる。


「からかってなどいない。分かりやすく言うから、しっかり聞け」


　エドガーが間近から目を合わせてくる。


「これまで、俺のために金や権力や人脈を使う人間はいくらかいた。だが、俺のために身体からだを張るなどという馬鹿な人間はいなかった──昨日までは」


　小さく息を飲み、薫はかすかに目を見開く。


「あれは自殺行こう為いに等しいやり方で、決して賢かしこい方法ではなかった。だが、おまえだけだ。そこまでして誓ちかいを守ろうとした人間は」


　そもそもこの俺を守るなどという誓いを立てる酔すい狂きような人間自体、過去にひとりしか知らないが、とエドガーは苦笑混じりに続け、そしてまた表情を改める。


「愚おろかだが、愛いとしい。そう思ってなにが悪い？　そういう馬鹿なところも含ふくめて丸ごと俺のものにしたい、そう思うのは、むしろ自然な流れのはずだ」


　怖こわいくらいに真しん剣けんに語られる言葉が、薫の思い込みを覆くつがえしてゆく。


　初対面から自分はエドガーには嫌きらわれていた。それは今でも変わらないと思っていた。


　けれど彼は自分のことを、愚かだけれど愛しいと言う。馬鹿でも、手に入れたいと言ってくれる。そうしてエドガーが示しているのは、もしかしたら薫がこれまで一番欲しくて、けれど得られるはずがないと諦あきらめていたものではないだろうか。


「おまえはどうなんだ」


「どうって……」


「なぜ逃げた。やっぱりナイジェルが本命だからか？　昨日の言葉もその場凌しのぎの噓うそで、本気にされたら困るからこそこそ逃げ出していったのか？」


「そんな、ナイジェルさまは関係ありません！　昨日のことだって、噓なんかじゃな──」


「だったら、なぜ逃げた」


　下手へたな言い訳は許さないとばかりに、薫の言葉を強く遮さえぎりエドガーが核かく心しんに切り込んでくる。


　この瞳に、もう噓はつけない。薫は震える睫毛を上下させ、エドガーを見つめた。


「逃げたのは、……貴方のことが好きだからです」


　そう告げると、エドガーの表情から一いつ瞬しゆん険しさが消えかけた。けれどそれは「でも、」と薫が顎にかけられた彼の指をそっと外したことで、色いろ濃こくなって戻もどってくる。


「わたしには、貴方に求められる価値はありません」


「どういうことだ」


　訝いぶかしげにエドガーが眉まゆ根ねを寄せる。


　もう、すべて話してしまおうと、薫は諦めにも似た気持ちで覚かく悟ごを決めた。この気持ちに区切りをつけるためには、すべてを打ち明けることが一番確かな方法だ。


「ずっと前のことですが、わたしは今と同じような状じよう況きようで人を好きになったことがあります。その人は大きな老舗しにせ旅館の跡あと取とりで、わたしは居い候そうろうでした。わたしはその人のことが本当に好きで、一生その人の傍で、その人のために生きていくつもりでした。その人もそれを望んでいると思い込んでいた。けれど、言われたのです。本気になられては困る、立場が違う、と」


　遊ばれていたことに気づけなかったのだと、薫は苦く微ほほ笑えんだ。


「わたしがあまりにも必死にその人のことを好きだったから、可哀かわい相そうになったと言っていました。同情で付き合ってくれていたそうです。それにわたしはその人の言いなりでしたから、なにかと都合がよかったのでしょう。けれどその人の結けつ婚こんが決まると、わたしは邪じや魔ま者になったのです。遊びは終わりだ、出て行って欲しいと、その人に言われました」


　軽く伏ふせた瞼まぶたの裏に一瞬、あの夜の雪が舞まい、それを振り切るように薫は強く目を上げる。


「もう、あんな思いをするのは嫌いやです」


　見つめる先の、薫などよりはるかに本心を隠かくすことに長たけた灰色の双そう眸ぼうが、硬かたく静まり返ったその奥でなにを考えているのかはわからない。わからなくても、見つめれば愛しさが込み上げた。この瞳をずっと見つめていたい。けれど、それは無理なのだ。


「貴方のことは好きです。こんなに好きになるなんて、貴方の傍にいると約束したときには思いもしなかった。本当は、貴方の傍にいたい。ずっとお仕つかえしていきたい。でも、貴方だっていずれご結婚なさいます。そのときは、やはりわたしが邪魔になるでしょう」


　捨てられるのがわかっていて、傍にいることなど薫にはできない。


「それに身分が違います。貴方は貴族で、わたしは使用人です。だから──」


　話すごとに胸が苦しさを増してゆき、薫は必死に息を継つぐと、


「──わたしには、貴方に求められる価値はないのです」


　自分の思いを断たち切るようにそう話を切り上げた。


　これで終わりだ。暗い水底に沈しずむような思いで、薫は力なく目を伏せた。


「……それか。おまえのバランスの悪さの根源は」


　しばらく降りた沈ちん黙もくの後、ようやく納得がいったというようにエドガーが軽く頷うなずいた。


「おまえの言い分はわかった。好きだと言いながら、俺から逃げようとする理由もな。だが、見み縊くびるなよ、薫？　俺はおまえを逃がす気はない。そんなくだらない人間と一いつ緒しよにするな」


　腹が立つ、と軽く前まえ髪がみを引っ張られ、薫は戸と惑まどった。


　言葉通り、エドガーは怒おこっているようだ。が、じゃれるようなその仕草には緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない。自分の話は伝わっていないのだろうかと薫は不安になってきた。


「あの……？」


「だいたい、価値がないとはどういうことだ。馬ば鹿かなのも間ま抜ぬけなのも承知の上で、俺がこれだけ欲しがっているんだ、おまえに価値がないはずないだろうが。ふざけるのも無自覚なのも大たい概がいにしろ」


　顎を摑まれ、上向かされて、こうされるのは何度目だろうかと薫は混乱しながら考えた。睨にらむように目を合わせてくるエドガーが、実は怒っているのではなく必死なだけだと自分はいつからわかるようになったのだろう。この眼まな差ざしに、胸の痛みを覚えるようになったのはいつからだっただろうか。


「いいか？　そのつまらない男とは違ちがって、俺はおまえを捨てたりしない。妻を迎むかえる予定もない。俺の傍にはおまえがいればそれでいいんだ、だからおまえはここにいろ」


「そんなの無茶です。代々続いた名家なのに」


「それがなんだ。俺の代で家が断絶したところで、誰にも迷めい惑わくはかからない。どうしても存続させたいのなら、もう一人異母弟がいるから、俺が死んだ後あれにでもその子供にでも、誰にでも継がせればいいんだ」


「でも、貴方はそう思っていても周囲は──」


「周りの思おも惑わくなど知ったことか。いいから、おまえは俺を信じろ。俺のことが好きだというなら、俺を信じて傍にいろ。俺はおまえを裏切らない。絶対に、だ」


　あらゆる反論を撥はね除のけるようにエドガーが薫を遮った。腕うでを摑つかんだ手に力が込められ、指が肌はだに食い込んでくる。痛かったが、痛みの分だけエドガーの真剣さが表れているような気がして、そう思ったらもう振ふり払はらうことなど薫にはできない。


　そして無茶なことを言うエドガーに、彼のためにも自分から拒きよ絶ぜつしなければと思うのに胸がときめいて仕方がなかった。


「昨夜、おまえは俺のものになると誓ったな？　それなら俺もおまえを捨てたりしないと誓う。神にでもこの命にでも、おまえが信じるものすべてにかけて誓ってやる。俺はおまえを一生独りにはしない」


「噓です。できもしないことをおっしゃらないでください」


　エドガーの激しさに流されそうになりながら、薫は懸けん命めいに首を振った。しかし、エドガーの手に両の頰ほおを包み込まれて動けないように固定されてしまう。


「誓いは破られてはならない。おまえが破らなかったように、俺も破らない。だがそれでも疑うのなら、できるかできないか、おまえが傍で見張っていればいいんだ」


「エドガーさま、ですからそれは──」


　真剣な眼差しに射い貫ぬかれて、それは無理なのだという否定の言葉を薫は紡つむげなくなった。


「おまえ、俺を守ると言ったな？」


　このままでは捕つかまってしまう。


「今もその気持ちは変わらないか」


　逃にげられず、薫は頷く。


「俺が望む限り、傍にいるとも言ったな？　自分の発言には責任を持ってもらうぞ。おそらく一生、俺にはおまえが必要だ」


　必要──その言葉は薫の中で小さな美しい炎ほのおとなって、心に刺ささっていた氷のような寂さびしさの破は片へんをひとつ、瞬またたく間に溶とかしてしまった。


　──必要……本当に？


　本当だろうか。信じてもいいのだろうか。


　真剣な眼差しや彼の紡ぐ言葉が、花の蔓つるのように甘く身体からだと心に絡からんでくる。


　ずっと誰かに必要とされたかった。外見や仕事とは関係なく、薫自身を理解して、それでも傍にいて欲しいと誰かに言って欲しかった。


　それをくれたエドガーがここまで求めてくれる。それが本当に本心ならば、差さし伸のべられた手を取って、このまま彼に捕とらわれてしまいたい。


　けれど、それがまた自分ひとりの勘かん違ちがいだったら──？


　恐きよう怖ふにも似た思いを抱だきながら、薫はエドガーの真意を摑もうと真剣にその目を覗のぞき込む。


「エドガーさま、貴方には本当に、本当にわたしが──」


「必要だ。それも、物もの凄すごくな」


　先回りして与あたえられた回答は、遊び慣れた男の言葉とは思えないほど愚ぐ直ちよくなものだった。それはわかりやすい分、薫の中に大きく響ひびいて心を熱く震ふるわせる。


「俺は、おまえのことだけは信じる。たとえ裏切るような言動を取っても、それは俺のためだともうわかっているからな。今回逃げ出したのもそうだろう。おまえ自身の怯おびえもあっただろうが、俺への配はい慮りよもあったはずだ」


　堂々と言い切る不ふ遜そんさに、自信過か剰じようだと言い返してやりたくなったが、唇くちびるが震えてとても無理だ。それに、悔くやしいけれどそれは真実だったから言い返すことに意味はない。


　──本当に、傍にいてもいい……？


　胸に宿った炎が勢いを増した。無数にあった寂しさの破片が次々と溶かされて、消えていく。


　そして今、頑かたくなに心を覆おおっていた殻からも燃もえ尽つき、まるで悪い魔ま法ほうが解とけたかのように素直な気持ちで薫はエドガーを見つめていた。


　もしかしたら初めて抱かれたあの夜に、薫の本質はエドガーに暴かれていたのかもしれない。そこには、人を信じられないくせに誰かを愛し愛されたい、人を信じて寄より添そいたいと願う寂しさが潜ひそんでいたはずだ。それがエドガーの琴きん線せんになんらかの形で触ふれたのかもしれない。薫が、彼の過去を知って自然とエドガーを守りたいと思ったように。


　上手くいけば二人一緒に、とナイジェルは言っていたけれど、それはこういうことなのかと薫は漠ばく然ぜんと感じていた。他人にはなかなか理解できない心の闇やみや空くう洞どうを抱かかえた者同士には、互たがいに互いが理解し、癒いやすことのできる唯ゆい一いつの相手だ。そして、ただ傷を舐なめ合うのではなく、足りないものを埋うめ合い、満たし合い、支え合って立ち上がり、前に進むことのできる関係をエドガーとならば築いていけるような気がする。


　その証しよう拠こに、エドガーはもう過去など見てはいなかった。


「おまえを傷つけた男のことは正直、どうしようもなく腹立たしいが、それはおまえが俺のもとへ来るためには必要な過程だったと思っておいてやる。目の前にそいつが現れたら当然報復してやるが、それより今はおまえの返事のほうがよほど重要だからな。それを聞かせろ」


「返事？」


「おまえが俺を好きなのはわかった。それで、どうするんだ。まだ逃げるのか？　それとも諦あきらめて俺を受け入れるか」


「それは──」


　答えはもう決まっていたが、まだ薫には不安があった。


　エドガーが強く自分を求めているのはわかったけれど、どういう形で求められているのか自信がない。愛しいと言ってはくれたが、それが恋れん愛あい感情とは限らない。それに薫は昨日何度も好きだと言ったのに、エドガーからはその言葉を貰もらっていないのだ。


「必要なのは、執しつ事じとして、ですか……？」


　祈いのるような気持ちで見つめた先で、エドガーの瞳ひとみが柔やわらかに細められた。


「どっちもだ。執事としても、恋こい人びととしても俺にはおまえが必要だ」


「エドガーさま……」


　最後の寂しさの欠片が、跡あと形かたもなく溶けて消える。


「納得したのなら答えろ。おまえの言葉なら、俺は信じる。答えがどちらだったとしても」


　もっとも答えがどちらでも結果は同じだが、とエドガーが不遜に笑った。


「受け入れるにしろ逃げるにしろ、おまえを手放す気はないからな。逃げるなら、どんな手を使ってでもおまえを俺に縛しばりつけて、俺なしでは生きていけなくなるまで徹てつ底てい的に躾しつけてやる。好きだから傍にいさせてくれとおまえのその口に言わせるまでは、絶対に放してなどやらないからな」


　だから、もう諦めて落ちて来いと、エドガーが薫の手を捕らえた。


「言ったら、放してしまいますか……？」


　尋たずねながら、薫は大きな手に包まれた自分の手を裏返す。手のひらが重なり、熱を帯びたふたりの指がどちらからともなく絡み合った。


「馬鹿が。そうなったら、遠えん慮りよなく捕らえてがんじがらめにするに決まっているだろう」


　放してなどやるか、と繫つないだ手を引かれ、乱暴な言葉とは裏腹に包むように抱き締しめられる。


「で、どっちだ」


　深みのある声がゆったりと尋ねてきた。気の短いエドガーが、声を荒あららげることもなく薫の返事を待っている。


「もう一度、好きだと言え。俺の傍にいる、と」


　それでもやはり待ちきれないのか、欲しい答えをねだってくるのに薫の胸は高鳴った。


　頷うなずけば、ずっと欲しかったものが手に入る。そんな幸福の予感に心が震えた。それは慣れない感覚で、嬉うれしいのに少し怖こわくて、逃げたいような気持ちになる。


　思い返せば、薫は逃げてばかりいた。孝司から逃げ、日本から逃げて、一度はエドガーからも逃げ出して。


　──でも、そんな俺のこと、この人だけは追いかけてきてくれた。


　人間不信のエドガーが、疑うよりもまず自分を追ってきてくれたのだ。


　だったら自分も逃げていないで、素直に向き合うべきだろう。


　怖がりで弱くて、逃げてばかりの自分が嫌きらいだったけれど、そんな自分や、これまでにあった嫌いやなことや辛つらい出来事のすべては、彼のもとに辿たどりつくためには必要なことだったのだとエドガーの言うように受け入れて、素直になればいい。こんなに求めてくれるのだから、自分にはなんの価値もないだなんて思うことは、もうやめて。


「エドガーさま」


　抱き締められた腕うでの中、薫はそっとエドガーを見上げた。


「貴方が好きです。ずっと傍にいさせてください」


　思い切って告げた声は、無様なほどに震えていた。けれど、ぱっと身を離はなして顔を覗き込んできたエドガーがとても嬉しそうだったから、恥はずかしさに顔を背そむけようとした薫も急に喜びが込み上げて、知らず満面の笑みを浮うかべていた。


「この、馬ば鹿かが。いきなりそんな顔をするな」


　言葉とは裏腹な優やさしい声こわ音ねが、甘く鼓こ膜まくを震わせる。そして、


「俺も好きだ、薫。おまえだけが好きだ」


　欲しくて仕方のなかった言葉と共に、唇にキスが落ちてきた。




　　　　６







　セックスは快楽を得るための手段のひとつに過ぎない、だなんて。


　そんなふうに考えていたのが噓うそみたいだと、押し寄せる快楽の波を指の背を嚙かんで堪こらえながら薫は頭の隅すみで思った。


　さすがにあのままなだれ込むのは余よ裕ゆうのない子供のようで気き恥はずかしく、食事を済ませ、シャワーを浴びた後、改めてそういう雰ふん囲い気きになったのだが。


「ふ、くぅ…っ、んっ……」


　シーツにうつ伏ぶせて腰こしだけを高く引き上げられ、身体からだの奥底にエドガーの指を飲まされることなどこれまで何度もあったのに、薫はまるでそうされるのが初めてのように緊きん張ちようしていた。


　既すでに柔らかく溶とけ出しているそこは三本の指をくわえ込み、エドガーが指を動かすたびにくちゅくちゅと濡ぬれた音を響かせる。


　──どうしよう。なんか、なんだか、もの凄すごく……恥ずかしい。


　慣れた身体はその刺し激げきを快楽として容易たやすく受け入れてしまうのに、心が身体についていけず、薫は真っ赤になった顔を枕まくらに埋めて熱い吐と息いきを嚙み殺していた。


「いつも思っていたが……どこもかしこも、綺き麗れいなものだな」


「そん、な……、ぁっ」


　ありふれた褒ほめ言葉にも馬鹿みたいに胸がときめいて、かっと肌はだが火ほ照てってしまう。肩かた口ぐちで薄うすく笑った唇に赤くなったうなじを吸われ、あ、と小さく声を上げた薫は、身体の奥深くで蠢うごめいている男の指をきゅうっと締めつけてしまった。


「あ、んっ」


　じん…、と切ない疼うずきが生まれ、身体中に広がっていく。エドガーは甘く絡からみつく柔らかな内ない壁へきを指で押し広げ、感じるように擦こすりながら唇くちびるを背中へと滑すべらせた。


「蝶ちようのようだと、前にも思った。今も……ここに、翅はねがないのが不思議なくらいだ」


「や、あんっ……」


　肩けん甲こう骨こつを舌で辿られて、薫は身を竦すくませる。


「今度こそ、俺のものだな……？」


　俺のもの──その言葉にきゅんと胸を締め付つけられて薫は声が出せなくなる。こくんと小さく頷くのが精せい一いつ杯ぱいだ。


　些さ細さいなことにも敏びん感かんに反応する身体は、まるで薄うす皮かわを一枚きれいに剝はがれた後のようだった。生まれたばかりの肌に触ふれられているのかと思うほど、身体中が感じやすくなっている。


　そもそも最初のキスからして、これまでと同じように淡たん々たんと受け入れることができなかった。シャツの釦ボタンをはずしていく長い指に身を震ふるわせ、首筋を這はう熱っぽい唇に膝ひざから崩くずれそうになり、自分はいったいどうしてしまったのかと混乱しかけたほどだ。


　たいしたことじゃないと思っていたセックスは、気持ちが通じ合った後ではこれまでとまるで違ちがう意味を帯びて、特別なものになっていた。


　好きな人と肌を合わせ、心と身体のすべてに触れ合い、身体を繫いで誰よりも近い位置で抱だき締め合う。


　そんな幸せを知ってしまったら、もうひとりには戻もどれない。


　そう思ったら急に怖くなって逃にげるようにエドガーに背を向けたのだが、彼は薫を咎とがめなかった。これまであれほど隠かくすな、見せろとこだわっていたのに、


「今いま更さら、照れるな」


　そう一言からかっただけで、薫の身体をそっとうつ伏せにしてくれた。薫はそのまま背中から彼の懐ふところ深くに抱きとられ、わけのわからない羞しゆう恥ちと緊張に震えながら細こまやかな愛あい撫ぶに身を任せることになったのだ。


「やぁ…んっ」


　背中を何度も啄ついばまれ甘えた声で啼なきながら、きつく背筋をしならせた薫はこれまでと比べてはるかに鋭えい敏びんになった自分の感覚に半ば怯おびえていた。少し肌を指先で辿られたり唇で触れられたりするだけで、怖いくらいに感じるのだ。


「心臓、凄いぞ」


「や、いやっ……」


　指にめちゃくちゃにかき回されて震える腰を抱いていた腕が、すっとはずれた。大きな手が下腹部からするりと上がって、どくどくと跳はねている左胸に触れてくる。熱い手に心臓をじかに握にぎり取られたような気がして、鼓こ動どうは更さらに速くなった。


「や、だ……ずるい、貴方は、どうして……？」


　どうして自分ばかり、こんなに緊張して興奮してドキドキしなきゃならないんだ、と薫は涙なみだ目めでエドガーを振ふり返った。赤くなった目め許もとに、微かすかに笑んだ唇が触れてくる。


「馬鹿。おまえひとりの訳があるか」


　俺もだ、と体重をかけずに広い胸が背中に重なってきた。触れ合ったところから自分より少しだけ低い体温と、心臓の音が伝わってくる。


「あ……」


「ほら、な？」


　エドガーの匂においに全身を包まれて、頭の芯しんがくらりと溶けた。背中越ごしに響ひびいてくる速い鼓動に体温が一気に跳ね上がる。


　──キス、して欲しい。


　そう思ったときには薫は無理に首を捻ひねって、エドガーの唇に自分のそれで触れていた。柔やわらかく押しつけ、薄い下唇をそっと舐なめるとエドガーの唇が弧こを描えがく。


「……煽あおったのは、おまえだからな」


　口移しにそう伝えられたと思ったら、頰ほおを押さえられて激しい侵しん略りやくにあった。呼吸ごと奪うばうような口づけに、薫はあっという間に溺おぼれていく。蹂じゆう躙りんするような勢いで口こう腔こうを愛撫するエドガーの舌になんとか応こたえようとするのだけれど、姿勢が苦しく、体内を三本の指にぐちゅぐちゅとかき回されていては応えるどころではない。なす術すべもなく翻ほん弄ろうされるばかりだ。


「ぅ、ふ、っ……んんっ……」


　エドガーの愛撫は相変わらず容よう赦しやがなかったが、それはこれまでのように薫を追い詰つめ、突つき崩そうとする攻こう撃げき的なものではなかった。


　愛しまれ、慈いつくしまれているのがキスひとつ、触れる指先の些細な動きからでさえ伝わってくる。とても大切に、傷つけないようにと気き遣づかわれているのが嬉うれしかった。なんの価値もないと思っていたこの身体と心を宝物のように扱あつかわれるのは、気恥ずかしいけれど心ここ地ち好よい。エドガーのための身体へと彼の手によって変えられていくのが嬉しくて、とても幸せで、感じるところを探さぐり当てては的確に与あたえられる快楽より、その事実のほうがよほど薫を蕩とろけさせる。


「ん、ふ……」


　──もう、欲しい。


　そんな薫の心の声が聞こえたかのように、ずるりと指が引き抜ぬかれた。その感かん触しよくに身を震わせていると、薫の舌を吸い上げながらエドガーが熱を押し当ててくる。


　痛いほど吸われ、じんと甘く痺しびれた舌を優やさしく舐められて身体が蕩けた。その瞬しゆん間かんを狙ねらいすまして、エドガーが腰を進めてくる。


「…っ、ぅ、んんっ……」


　衝しよう撃げきに、喉のどが鳴った。


　小さく抜き差しをしながら、ゆっくり、ゆっくりと体内に熱くて硬かたい大きなものが入り込んでくる。徒いたずらに焦じらすのではなく、傷つけないようにと気遣いながら侵しん入にゆうしてくるくせに、エドガーは苦しい姿勢で合わせた唇を決して解とこうとはしなかった。そんな我が儘ままな情熱を、薫は身を縮め、喉声で啼きながら必死になって受け入れていく。


「…んぅ、ふ、ン、んーっ……」


　指に溶かされて柔らかくなった粘ねん膜まくをず、ず、と小さく擦られる感触に、身体が震え、胸が震えた。身体の奥から切ない熱が滲にじみ出し、内側から溶けてしまいそうだ。エドガーが欲しくて、早く奥までいっぱいに満たして欲しくて、薫は無意識にもっとと腰を揺ゆらした。


「そう焦あせるな。欲張りめ」


「だって、だって……あ、あっ、んん…っ」


　すかさずからかわれたが、言い返す余裕などとうにない。薫は身体に回されたエドガーの腕うでに必死になって縋すがりつく。


「あ、っ……そこ、や、ぁっ」


　肩甲骨に舌を這わされ、軽く歯を立てられて、中ちゆう途と半はん端ぱに穿うがたれている腰を薫はびくびくと跳ねあげた。だが、すぐにエドガーの両手に強く摑つかまれて動けないように固定されてしまい、今度は背筋を引き攣つらせる。


「や、背中、や…っ、あ、あぁ…っ」


「嫌いやには見えないが……？」


　意地悪くも楽しげな声が背筋を撫なでて、後を追うように唇が触れてきた。きゅっと強く吸い上げられて、甘かん美びな刺し激げきの走った背筋を薫は軋きしむほど深くしならせる。その動きに呼応して内壁がきつく収しゆう斂れんしたが、そこをエドガーの熱に擦り上げられてまた少し奥へと拓ひらかれる。その生々しい感触に、鳥とり肌はだがたつほど感じて薫は高く啼いた。


「やぁっ、も、っ……はや、く……」


「駄だ目めだ。傷つけたくない。ゆっくり…な」


「嫌、お願い……っ」


　焦らされるのはもう嫌だ。するなら早くとせがむ細ほそ腰ごしは、けれど押さえつけられてしまう。


　エドガーは時間をかけて味わうように薫の身体からだを貫つらぬいてゆき、ようやく根元まで納めたときは互たがいの肌はだがいつの間にか馴な染じんで、同じほど熱を上げていた。


「あ、ぁっ……」


　身体を繫つなぎ、体温が溶とけ合う、そのうっとりとするような快美感。鼓動のリズムまで重なり合い、それを感じているだけで骨まで溶けてしまいそうだ。


　──こんなふうになるなんて、知らなかった。


　同じ抱き合う行こう為いでも、心の繫がりがあるのとないのとでは、その意味も感じ方もまるで違ちがう。身体だけでなく心まで感じやすくなるなんて、薫には初めてのことだ。


　最初の恋こいは薫が一方的に熱をあげていただけで、孝司の中には欲望しかなかった。


　やけになって遊んだ男達との間には、心の繫がりなどもちろんなかった。


　こんなふうに抱だかれたことは一度もない。


　こんなに愛されていると感じたことも、愛いとしさを覚えたこともなかった。


　愛しいと、そう思うだけで涙が出てくるなんて初めてだ。


「エドガー、さま……」


　顔が見たい。


　あれほど正面から見られなかった灰色の瞳ひとみが今どうしても欲しくなり、薫は無理やり身を捻った。察したエドガーが、繫がったまま上手うまく薫の身体を返してくれる。その拍ひよう子しに熱くなった箇か所しよをめちゃくちゃに擦こすられて、感じて感じてどうにかなりそうだったけれど、身を竦すくめて薫は耐たえた。


「……っ」


　涙の浮うかんだ目を精せい一いつ杯ぱいに開く。


　目が合っただけで、胸がずきんと甘く疼うずいた。どうしようもない強さで、心が彼へと引きずり寄せられていくのを止められない。


「……好き」


　沸わきあがる衝しよう動どうのまま告白し、シーツを握り締しめていた指をそっと開く。


「すき……好きです。貴方が、好き……」


　何度もそう繰くり返し、薫は細い両手を伸のばしてエドガーの背中に回した。きつくしがみつくと、俺もだ、と逞たくましい腕がしっかりと抱き返してくれる。


　エドガーの舌が薫の唇くちびるをなぞり、舌を舐めた。キスは頰を滑すべり、泣きぼくろの位置で、ちゅ、と小さく音を立てる。その場に留とどまった唇が、くらりと酔よわされそうなほど深みのある甘い声で囁ささやいた。


「前も、こんなふうに震ふるえていたな」


「ん……な、に？」


「レセプションの夜のことだ。あのとき、俺にしがみついてきたおまえの体温と震えが腕いっぱいに伝わってきて……妙みような気分になった。そのまま壊こわしてしまいたいような、そうするのが惜おしいような──やけに歯がゆい胸むな騒さわぎがして、おまえをこの手でどうにかしたい、そんな気分になった」


　なんの心構えもなく突とつ然ぜんその脆もろい内面を見つけてしまい、柄がらにもなく動どう揺ようしたのかもしれない。そんなふうに言って、目め尻じりに溜たまった薫の涙なみだをエドガーはキスで拭ぬぐった。


「あれは結構な衝撃だったが、……はまるきっかけだったのかもな。今も、おまえがこうして俺の腕の中で震えているとたまらない気分になる」


「どうにか、したく……なり、ます…か……？」


「なる。こんなふうに」


「あぁ…っ」


　ぐっ、と強く突き上げられ、薫の爪つま先さきが空を蹴ける。深々と貫かれる衝撃に、全身に甘い痺れが走った。


「嫌か…？」


「や、んっ……嫌、だなん、て……っ」


「なら、好きか」


　こうされるのが、と今度はぐりぐりと腰こしを回される。弱いところを集中的に責められて、薫は腰を跳はね上げながら懸けん命めいに首を振ふった。


「す、きっ……貴方に、される、なら……っ、どんなことでも、好き……だから、」


　どうにでもして、と薫は甘く潤うるんだ瞳を向けた。そこには切ないまでの一いち途ずな思いが強く瞬またたいている。


「薫」


「貴方の、好きに……されたい……貴方の、いいように……」


　貴方のためなら、なんでもする。そう告げた途と端たん、薫は嵐あらしに攫さらわれるように、逞しい両りよう腕うでに奪うばい取られた。


「だから、おまえは馬ば鹿かだと言うんだ……っ」


　胸と胸とを隙すき間まもないほどぴたりと合わせ、折れるほどに抱き締められる。そのまま激しく揺さぶられ、薫はたちまち凄すさまじいまでの快楽の渦うずに巻き込まれた。


「あ、あんっ、や、ぁ…っ」


「なんでもするなどと、軽々しく、口にするな」


　あんな思いをさせられるのは二度とご免めんだ、と痛みを秘めた声が薫の耳みみ朶たぶを嚙かんでくる。


　薫が、エドガーに自分を切り捨てさせようとしたこと。裏切りの言葉よりもそちらのほうに彼はより傷ついたのだと知って、罪悪感を覚えると同時に歓かん喜きに胸が熱くなる。


「ごめ、な、さ……っ、ぁ…っ」


「あんなことはするな。自分を擲なげうつような真似は……もう、二度と許さない」


　薫の身体を永遠に繫ぎとめるかのように、エドガーが激しく突つき上げてきた。首といわず肩かたといわず獰どう猛もうなキスが降り、いっそこのまま食べられてしまいたいと、薫の胸を刹せつ那な的な思いが過よぎる。


　背中をきつく抱き寄よせられ、擦りつけるように腰を深く穿たれた。物もの凄すごく奥まで届いて、その深さに怯おびえた身体が無意識に逃にげを打とうとする。それを力ずくで引き戻もどされて、更さらに強く腰を打ちつけられた。


「おまえだけだ」


　エドガーの荒あらい息いき遣づかいが耳朶に触ふれる。


「……忘れるな。俺には、これまでもこれからも、おまえだけだ」


「エド、ガー、さ、ぁっ……」


　ああ、もう駄目だ、と溶け出した頭の片かた隅すみで薫は思った。そんな台詞せりふを、こんなにも熱い声で告げられたら、きっと一生、離はなれられない。


　ぞくぞくとした甘い戦せん慄りつが背筋を灼やいて駆かけ上がり、頭の芯しんまで燃えるように熱くなる。


「……っき……、エドガーさ、ま…っ、好き、す…き…っ……」


　堰せきを切って溢あふれ出した思いを言葉にするたびに、心と身体が輪りん郭かくをなくしていくような気がした。鼓こ動どうが重なり、触れ合う部分から境界がなくなり、ふたつの身体がひとつに甘く溶け合っていくような錯さつ覚かくに包まれる。


　なんて幸せな一体感だろう。


　触れ合う肌を通して、自分の心がそっくりそのままエドガーに届いているような気がした。過不足も、誤りも、歪ゆがむこともなく、思いの形をそのままに。


「エドガーさま……っ、エドガー……さ、ま……っ」


「わかってる。俺もだ」


　好きだと言わなくてもわかり合える。


　欲しいと思うとキスが降る。


　そうしたいと思ってエドガーを抱き締め、その身体を自分の方へと引き寄せるようにしたら、妙に満足そうな笑みを浮かべた唇に首筋をきつく吸われた。


「あ、あんっ、も、ああ……っ」


　それだけで大おお袈げ裟さなほど感じて悶もだえた身体からだをめちゃくちゃに犯され、薫は悲鳴のような声をあげた。拘こう束そくしてくる腕うでの中、息もできないほどきつく責め上げられて凄まじい快楽を送り込まれる。壊れたみたいにぼろぼろ泣きながら、それでも嫌いやだともやめて欲しいとも思わない。身体を出入りするエドガーの熱が愛しくて、気持ちがよくてたまらない。


「ひ、あ、ぁっ、──ッ」


　リズムもなにもなく揉もみしだかれ、扱しごきあげられた性器から熱を放ち、声も出せずにがくがくと薫は震えた。それでもエドガーは許してくれず、収縮する後こう孔こうを拓ひらいて突き上げてくる。


　内側から喰くらい尽つくすかのようなエドガーの激しさを、薫は受け止め続けた。最後まで従順に身体を開いて火のような猛たけりを包み込む。


「薫……ッ」


「は、ぁんっ、あぁっ……！」


　抱きすくめられた腕の中、注ぎ込まれた熱情に身体の奥を焼かれ、その感かん触しよくに引き摺ずり上げられるようにして再び薫も頂点に達した。


　そのまま少しの間、意識を失っていたのかもしれない。


　もうすっかり馴な染じんだ唇が自分のそこに触れたと思ったら、冷たいものが流れ込んできて優しく喉のどを通っていった。


「ん、ふ……」


「もっと飲むか？」


　頷うなずくと、また口移しに水を与あたえられる。それを飲み干し、ひどく甘い気分で目を閉じていたら、しっかりとした高い鼻び梁りようが、すり、とこめかみに擦すり付けられた。


　ずっと厭いとってきた泣きぼくろ。そこを気に入っているらしく、エドガーが唇で触れてくる。色んな意味でのくすぐったさに薫が小さく身じろぐと、逃げるな、と強く抱だき直された。


　──この人、実は結構甘えん坊ぼうなのかも。


　きっと自分と同じ、愛したがりの愛されたがりだ。


　そんなことを考えながら恋こい人びとの顔を探さがして巡めぐらせた視界の隅すみを、あの絵皿が過ぎった。


「アンダー・ザ・ローズ……」


　ぽつりと呟つぶやいた言葉をエドガーが聞きとめ、薫の視線を追いかける。


「そうだ、アンダー・ザ・ローズ。よくわかったな。十世スタッドフォード伯はく爵しやくの秘密の恋こいを写し取った、あの絵皿の名がそれだ」


　薔薇ばらの下の、匂におい菫すみれ。秘密の恋を暗示するモチーフだ。


「十世伯爵、つまり俺の祖父だが、祖父は結けつ婚こん前から大事にしていた恋人がいたんだ。相手はメイドで、祖父の結婚が決まったときに別れたそうだ。だが祖父は彼女を忘れられず、自分の気持ちを手ずから絵に託たくして二枚の絵皿を作らせた。一枚は別れたメイドに渡わたし、もう一枚がここにある、あの絵皿だ」


「そんな由来があったのですか」


　確かにそんな事情があったなら、外部の人間に簡単には由来を明かせないだろう。どんなに調べても来歴がわからなかった訳だ。


　子供の頃ころ、病身の母を気き遣づかって見み舞まいにきてくれた祖父から聞いたのだと、エドガーは少しの間、遠くを見るような目をした。ふいに込み上げてきた切なさに、薫もかすかに目を細める。


　エドガーの祖父とその恋人のように離はなればなれになることはないけれど、この恋はやはり人に知られてはならないものだ。エドガーのためにも伯爵家のためにも、誰にも気づかれないように隠かくさなければならない。その苦しさを思い、けれどふたりなら大だい丈じよう夫ぶだと薫は不安を振り払はらう。


「祖母のことも大事にしていたが、結局最後まで祖父の気持ちは菫から動かなかった。年老いてからも祖父はよく俺にこう言った。誰にも秘密だが、この菫が人生最高の財産だ、と」


　ダニエルはそれを聞いて誤解したのだろうとエドガーは皮肉な笑みを浮うかべる。けれど薫と目が合うと、その笑みは悪戯いたずらっぽく甘いものになった。


「花の姿で絵皿に写し取った後でさえ、誰にも奪われないように隠していたほど大事な恋人、か。今となっては、祖父の気持ちがわからなくもない」


「エドガーさま？」


　シーツに散った薫の艶つややかな黒くろ髪かみをエドガーが掬すくい、唇くちびるを寄せる。それをくすぐったい気持ちで見つめながら、薫は話の続きを促うながした。


「誰にも見せずに隠してしまいたい気もするが、そういうわけにもいかないからな。なにしろおまえはうちの優ゆう秀しゆうな執しつ事じだ。薔薇の下に隠れているより、花の上を自由に舞まうほうがおまえにはきっと似合っている」


　だから、とエドガーはにやりと笑んだ。


「俺のものだとわかるように、印をつけておく。それで妥だ協きようしてやろう」


「え、え？　あ……っ」


　いきなり伸のし掛かかってきたかと思うと薫の肩かた口ぐちに顔を埋うめ、エドガーは刻印のように首筋に口づけの痕あとを残した。


「な、なんてことをするんです!?　こんなところ、隠れないじゃないですか！」


　耳の下に痺しびれるようなキスの余よ韻いんがあった。髪かみにもシャツにも隠れない位置だ。この感じからして、誤ご魔ま化かしようがないほどくっきりと痕が残っているだろう。


「当然だろう。見えなきゃ意味がないんだからな」


　エドガーはまるで悪びれず、平然とそんなことを言う。


「こ、こんなこと、紳しん士しのなさることではありません」


「紳士なんかじゃないさ。おまえに対しては、俺は常に獣けものだ」


　それにおまえ、忘れてないか？　とエドガーが口角を引き上げる。


「俺はタブロイド紙の常連だぞ。好みに合えば性別も国こく籍せきも問わないことは周知の事実だ。おまえのことだから家や俺のために隠す気でいるんだろうが、俺が誰と付き合おうが今いま更さら誰も気にしない」


　だから隠すつもりはないと宣言されて、薫は目を見開いた。


「で、ですがエドガーさま！　わたしは執事で、使用人で──」


「ああ、もう黙だまれ。いいから騒さわぐな。後のことは俺がすべて取り計らうから、おまえはなにも心配しなくていい」


「そんなの、余計心配です！」


　思わず跳はね起きようとした薫は、けれど長い腕の中に閉じ込められてしまった。そうされると逆らえなくなることを既すでに心得ているのか、彼はしっかりと薫を抱き締しめてくる。


「おい、まずは近いうちに侯こう爵しやく家へ出向くかナイジェルを招待するぞ。あいつには、おまえは俺のものだと見せつけなければ気が済まない」


「な、なんでそんなことを」


「牽けん制せいだ」


「は？」


「わからないなら、それでいい。あいつは敵ではないようだが、まだ完全には信用できないからな。それに、おまえのことは自分のほうが知っているというあの態度が気に食わない」


「な、なにをおっしゃっているのか」


「わからないならいいと言っただろう。だが、これだけは憶おぼえておけ。おまえの主あるじは俺で、恋人も俺だ。帰る家はこの屋や敷しき。それだけは絶対に忘れるな」


「エドガーさま……？」


「いいな？」


　エドガーは真しん剣けんだ。なぜこんなにムキになっているのかは知らないが、初めて見るそんな様子は薫にはとても可愛かわいく見える。


　薫は知らず微ほほ笑えむと、両手をするりとエドガーの首に回した。


「おっしゃる通りに。エドガーさま」


　貴方のためならなんでもしよう。


　貴方の望みなら、なんだって叶かなえる。


　そう心に決めている薫は長い睫まつ毛げを羽ばたかせ、自みずから誓ちかいのキスをした。




英えい国こく執しつ事じの淫みだらな夜よる
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